
高情研 

 

情 報 教 育 研 究 会 誌 

 

第７号 

 

 

 

 

 

 

埼玉県高等学校連合教育研究会 

埼玉県高等学校情報教育研究会 

䠎䠌䠍䠌 



目 次 

［巻頭言］ 

あいさつ 

矢部 秀一㸦埼玉県高等学校情報教育研究会会長・埼玉県立川越女子高等学校校長㸧・・・㸯 

［寄 稿］ 

埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

荻原 康之㸦教育局県立学校部高校教育指導課 指導主事㸧 ・・・・・・・・・・・・２ 

埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

須藤 崇夫㸦県立総合教育センター 指導主事兼所員㸧   ・・・・・・・・・・・・㸱 

［総会・講演会］ 

ᖹ成２２ᖺ度埼玉県高等学校情報教育研究会総会・講演会報告 

亀井 義弘㸦埼玉県立浦和北高等学校 教諭㸧   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸲 

［全国大会］ 

全国高等学校情報教育研究大会報告 

春日井 優㸦埼玉県立朝霞高等学校 教諭㸧   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸴 

［施設見学会］ 

ᖹ成２２ᖺ度埼玉県高等学校情報教育研究会施設見学会報告 

田口 義弘㸦埼玉県立草加西高等学校 教諭㸧   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸷 

［授業見学会］ 

ᖹ成２２ᖺ度埼玉県高等学校情報教育研究会第㸯回授業見学会報告 

曽田 正彦㸦埼玉県立川越西高等学校 教諭㸧   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸯㸱 

［研究委員会］ 

コミュニケーション能力の向上を目的とした授業の工夫 

埼玉県高等学校情報教育研究会 研究委員会   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸯㸴 

［投稿論文］ 

  写真かࡽムービーを作る 

西澤 廣人㸦埼玉県立芸術総合高等学校 教諭㸧  ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸱㸱 

  Webページの制作 －作品の制作意図を言語化する授業の実践－ 

春日井 優㸦埼玉県立朝霞高等学校 教諭㸧   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸱㸵 

［事務局ࡾࡼ］ 

ᖹ成２２ᖺ度 事業報告 

鈴木 成㸦埼玉県立不動岡高等学校 教諭㸧   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸲２ 

埼玉県高等学校情報教育研究会会則   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸲㸱 

ᖹ成２２ᖺ度 埼高情研 役員・事務局一覧  ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸲㸴 

 

編集後記 

柳澤 実(埼玉県立妻沼高等学校 教諭)   ・・・・ ・・・・・・・・・・・・㸲㸶 

 



あいさつ 

埼玉県高等学校情報教育研究会 会長 矢部 秀一  

㸦埼玉県立川越女子高等学校長㸧   

 ᖹ成㸯６年㸯月ࠊ高等学校情報教育研究会の発足

後ࠊᖹ成㸯㸵年度第２代会長とࡋて㸯年間࠾世話に

退ࡈ第４代会長舘眞一先生のࠊࡀたࡋまࡾ࠾てࡗ࡞

職にࠊࡾࡼ第㸳代会長とࡋて再度大役を引ࡁ受けࡿ

こととࡾ࡞まࡋたࠋ全国大会をࠊࡵࡌࡣ授業研究会ࠊ

施設見学会ࠊ研究委員会࡞慌たࡋࡔい㸯年࡛ࡣあ

熱意と県教育委࡞会員の皆様の献身的ࠊࡀたࡋまࡾ

員会及び埼玉県高等学校連合教育研究会の御指導・

御援助にࠊࡾࡼ各種事業の実施並びに㸯年間の総ま

と࡛ࡵあࠕࡿ研究会誌第㸵号ࠖの発行ࡿࡁ࡛ࡀに⮳

ࠋますࡆ上ࡋたことを御礼申ࡋまࡾ  

 特にࠊ県教育委員会高校教育指導課指導主事荻原

康之様ࠊ県立総合教育センタ࣮指導主事兼所員須藤

崇夫様にࢀ࠾まࡋて࠾ࠊࡣ忙ࡋい中ࡈࠊ執筆いた

ࠋますࡆ上ࡋ感謝申ࠋたࡋいまࡊࡈとうࡀࡾあࡁࡔ  

 さてࠊ本年度の事業にࡘいてࠊࡣ返ࡳࡾますとほ

ぼ計画通ࡾの実施࡛あࡗたと考えてࡾ࠾ますࠋ会

議の精選ࡀいわࢀてࡾ࠾ますの࡛回数を増やすこと

て実施ࡡ兼࡞研究委員会や授業見学会ࠊࡎࡁ࡛ࡀ

事業以外࡛も個人的ࠋますࡾ࠾てࡗ効率化を図ࠊࡋ

に積極的に研究さࢀていࡿことも聞いてࡾ࠾ますࠋ

たいへࢇ嬉ࡋい限࡛ࡾすࠋ  

 㸳月の総会࡛ࠊࡣ記念講演とࡋてࠊ東京大学大学

院・情報学環教授 西垣通先生にࠕネッࢺとࣜル

の間：真の情報倫理を求ࡵてࠖと題ࡋて࠾話ࡋいた

ࠋたࡋまࡁࡔ  

 全国大会ࠊࡣ金沢市の金沢工業大学にて開催さࢀ

まࡋたࠋ本県ࠊࡣࡽ副会長以下㸵名の参加を得ࡿ

ことࡁ࡛ࡀまࡋたࠋ本県関係ࡣ分科会࡛の研究発表

とࡋてࠊ坂本峰紹先生㸦新ᗙ柳瀬高校㸧と中島聡先

生㸦大宮武蔵野高校㸧に担当ࡋていたࡁࡔまࡋたࠋ

多くの参加者ࡽ積極的࡞質問ࡀあࠊࡾ本県の発表

に対ࡋ関心の高さを感ࡌさせࡿものとࡗ࡞てࡾ࠾ま

すࠋᖹ成２㸱年度ࡣ㸶月㸳・６日に大阪経済大学࡛

開催さࡿࢀ予定࡛すࠋ  

 施設見学会ࡣ夏季休業中に最新の情報提供を兼ࡡ

てࠊ専修大学ネッࢺワ࣮ク情報学部の生田キャンパ

スを訪ࢀまࡋたࠋ昨年のあの猛暑の中ࠊ㸯㸱人の参

加をいたࡁࡔまࡋたࠋ学部のカࣜキュラ࣒説明ࠊ情

報教員の養成の࠾話ࠊࡋ施設見学ࠊ学生にࡿࡼ模擬

授業及びデスカッション࡞を通ࡋて情報学への

取組の本気さを感ࡌて来まࡋたࠋ演習や実習をすࡿ

にあたࡗてࠊあえてࢢル࣮プワ࣮クを作ࡾ学習課題

に取ࡾ組ませࡿ実践ࠊࡣ指導や評価の難ࡋさを知ࡿ

本会会員も参考にࡗ࡞たの࡛࡞ࡣい࡛ࡻࡋうࠋ  

 授業見学会ࠊࡣ戸田翔陽高校࡛並木博文先生ࠊ岩

本ኴ一先生に授業を担当ࡋていたࡁࡔ実施ࡋまࡋたࠋ

研究委員会࡛今年度研究ࡋていࡿ内容の実践とࡋて

実施ࡋたもの࡛ࠊ情報Ａࠕwebカメラを使ࡗたコミ

ュニケ࣮ションの工夫ࠖの授業を見学ࡋまࡋたࠋ多

数の会員に参加ࡋていたࡁࡔ盛況に見学会ࡁ࡛ࡀま

ࡀ意見や感想࡞授業後の研究協議࡛も積極的ࠋたࡋ

聞けて実施ࡋた意義を感ࡌたものとࡾ࡞まࡋたࠋ  

 今年度の研究委員会࡛ࡣ㸵名の先生方に積極的に

研究をࡋていたࡁࡔまࡋたࠋ昨年度ࠊ新学習指導要

領ࠕࡿࡳࡽコミュニケ࣮ションࠖの工夫にࡘいて

研究を行いࠊ㸶項目にわたࡿ授業提案を行いまࡋたࠋ

本年ࠊࡣこの授業提案を研究委員の各学校の実情に

あわせて実践ࠊࡋ他の学校࡛も授業実践࡛ࡼࡿࡁう

ࡣくࡋ詳ࠋたもの࡛すࡵていこうと始ࡗものを探࡞

本会誌に報告࡞ࡀさࢀていࡿの࡛ࠊ是非࠾ㄞࡳいた

ࡋ出ࡾ部分を取࡞必要ࠊの勤務校࡛ࢀࡒࢀそࠊࡁࡔ

上手に活用ࡋていたࡔけࢀばと思いますࠋ  

  最後にࡾ࡞ますࠊࡀ本研究会ࡣ生まࢀて㸵年ࡀ経

過ࡋまࡋたࡕࡼࡕࡼࠋ歩ࡽࡁ一人前にࡾࡗࡋ歩

けࡼࡿうにࡿ࡞充実期にさࡗࡋていࡿといࡗて

良いと思いますࠋ県教育委員会をࡵࡌࡣ多方面の

方々ࡽいࢁいࢁと御指導ࠊ御鞭撻をいたࡀ࡞ࡁࡔ

発展を期ࡿ࡞ࡽさࠊ会員相互の研究を充実させࠊࡽ

ࠋたいと思いますࡋ  

 世の中ࡀ混沌とࠊࡋ何ࡀ本当࡛何をࡋたࡼࡽいࠊ

何ࡀ必要࡛あࠊࡿ先を見据えࡿにࡣ難ࡋい状況࡛

授業力の向上と充ࠕࠊのࡵ生徒のたࠊࡀますࡾあࡣ

実ࠖを࡞ࡋけࢀばࡾ࡞ませࠋࢇ  

 更にࠊ本研究会ࡣ一部の࣐ニࡔけの集団࡛࡞くࠊ

会員ࡀ積極的に参加ࠊࡋ意見ࡀ言えࠊ質問ࠊࡿࡁ࡛ࡀ

参加ࡋて良ࡗたと思えࡿ研究会にࠊそࡋてࠊ混迷

すࡿ情報社会の中࡛苦悶すࡿ生徒にࠊ基本的事項を

ࡿ࡞出す一助とࡾ身に付けさせて社会に送ࡾࡕࡗࡁ

ࠋばと考えていますࢀけ࡞ていࡋ研究会に࡞うࡼ  

 本会の発展充実のたࡵにࠊ会員の皆様のますます

の御支援・御協力を࠾願いࠊࡋ挨拶と⮴ࡋますࠋ  

࠙巻頭言ࠚ 



 ࠙寄 稿ࠚ 

埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

教育局県立学校部高校教育指導課 指導主事 荻原 康之 

 埼玉県高等学校情報教育研究会員の皆様にࠊࡣ日頃ࠊ

埼玉県情報教育の充実・発展のたࡵ御支援・御協力を

いたࡔいてࡾ࠾ますことにࠊ深く感謝申ࡋ上ࡆますࠋ

会誌第㸵号の発行に際ࠊࡋ僭越࡛すࡀ一言寄稿させて

いたࡁࡔますࠋ  

○教材研究の大切さ・面白さ 

 11月12日㸦金㸧に戸田翔陽高等学校に࠾いてࠊ岩本

先生・並木先生にࡿࡼ研究授業を拝見させていたࡁࡔ

まࡋたࠋ情報Ａの授業࡛ࠕࠊＷｅｂカメラを利用ࡋたコ

ミュニケ࣮ションの工夫ࠖという題材࡛ࡋたࠋコミュ

ニケ࣮ションにࡣ言語的要素と非言語的要素ࡀあࠊࡾ

生徒に非言語的要素の重要さを理解させࡿことを目的

にࠊ学校࡛準備࡛ࡿࡁ機器を活用ࡋてࠊ生徒の興味関

心を引ࡁ付けࡿ実践࡛ࡊࡈいまࡋたࠋ先日参加ࡋまࡋ

た国立教育政策研究所教育課程研究センタ࣮研究指定

校発表にも劣ࡿことの࡞い本研究会研究委員の先生方

の成果࡛࡞ࡣいと思いますࠋ  

 教科ࠕ情報ࠖの指導法にࡘいてࠊࡣ多くの試行錯誤

の余地ࡀあࡾますࠋまたࠊ情報技術の進展ࡣドッࢢ

࣮࡛ࣖあࡾその技術をのࡼうに授業に取ࡾ入ࡿࢀ

࡞大変ࡾࡼ他の教科ࡣ先生方の日々の教材研究ࠊ࡞

ものࡀあࡿと思いますࠋ裏をえせばࠊそࡀࢀ教科情

報を教えࡿ面白࡛ࡳあࡿとࠊ私自身の実践ࡽも感ࡌ

てࡾ࠾ますࠋ  

 教科ࠕ情報ࠖの授業要素にࠊࡣ誰ࡀ教えても変わࡗ

てࡣいけ࡞い不変の幹とࡿ࡞部分とࠊᯞ葉にࡿ࡞部分

情報ࠖの授業をࠕ教科ࠊࡣ部分ࡿ࡞幹とࠋますࡾあࡀ

とࡋ࠾て生徒に何を教えたいということ࡛すࠋ授業

を担当すࡿ先生方ࠊࡣ教科ࠕ情報࡛ࠖ何を教えていࡿ

のという確࡞考え方をもࡗて日頃の授業や教材研

究に臨ࡴ必要ࡀあࡾますࠋ学習指導要領の教科目標

࠾い授業の幹を本研究会の活動をと࡞ことのࡿࢀぶࡽ

ᯞ葉の部分ࠊまたࠋばと思いますࢀけࡔて共有いたࡋ

部分࡛ࡿ生徒の実態や社会の動向に合わせて変わࠊࡣ

すࠋ例をあࢀࡆばࠕࠊ問題解決の処理手順を教えࠖࡿと

いう幹を念頭に࠾いていࢀばࠊの࣮ࢶルを用いても

い࡞ࡣことࡿ࡞授業の中心にࡀい使い方ルの細࣮ࢶ

ということ࡛すࠋ 

 是非ࠊ本研究会の活動や夏の教育課程研究協議会等

を活用いたࠊࡁࡔ活発ࠕ࡞熟議ࠖをとࡋ࠾て教科ࠕ情

報 のࠖ授業の在ࡾ方を考えていたࡔけࢀばと思いますࠋ 

○教科指導における情報通信技術の活用 

 昨年度ࠊ各県立高校にࡣクラス用コンピュ࣮タを４

㸯台整備ࡋまࡋたࠋ各校の実情に応ࡌてࠊ教科指導に

ᖹ成２２年㸶ࠋことと思いますࡿいていࡔ活用いたࡈ

月に文部科学省ࠕࡽ教育の情報化ࢪࣅョン㸦骨子㸧ࠖ

にワࡽさࠊ現在ࠊࡣた論点ࢀ示さࠋたࡋまࢀ発表さࡀ

࣮キンࢢࢢル࣮プ࡛検討さࠊࢀᖹ成２２年度中に発表

さࡿࢀ予定࡛すࠋ方策の中にࠊࡣ指導者用や学習者用

のデࢪタル教科書1ࠊ人1台の情報端ᮎ࡞教科指導へ

の情報通信技術のさࡿ࡞ࡽ活用ࡀ盛ࡾ込まࢀていますࠋ

全てࡀ実現さࡿࢀとࡣ限ࡾませࠊࡀࢇ学校現場への情

報通信機器の導入ࡀさࡽに進ࡳますࠋ以前に視聴覚機

器とࡋて活用さࢀていたＯ㹆Ｐの多くࠊࡣプロࢪェク

タ࣮に代わࡾまࡋた࣮ࢶࠋルࡀ変わࡗても教科指導を

行࡞う上࡛ࡾࡼࠊわࡾやすく生徒に教えࡿたࡵの授業

改善ࡀ大ษ࡞ことࡣ変わࡾませࠋࢇ 

 情報通信技術を効果的に活用ࡀ生徒の学習意欲や集

中力の向上にࡿࡀ࡞ࡘことࠊࡣ文部科学省委託事業ࠕＩ

ＣＴを活用ࡋた指導の効果の調査ࠖの検証授業の分析

評価を参照すࡿま࡛も࡞くࠊ会員の先生方にࡣ実感さ

た授業時間࡛効果的ࢀࡽ限ࠋことと思いますࡿていࢀ

に授業を進ࡿࡵたࡵの࣮ࢶルの一ࡘとࡋて情報通信技

術を適ษに活用すࡿことࠊࡀわࡾやすく深まࡿ授業

を展開すࡿたࡵに欠せ࡞いものとࡾ࡞ますࠋ 

 会員の先生方にࠊࡣ校内の情報教育の推進役を担ࡗ

ていࡿこと存ࡌますࠊࡀ引ࡁ続ࡈࡁ自身の授業実践をࠊ

他教科の先生方に࣮ࣇドバックࡋていたࠊࡁࡔ連携

を深ࡵていたࡔけࢀばと思いますࠋそࡀࡽࢀ確実に定

着すࡿことにࠊࡾࡼ生徒の情報活用能力の定着ࠊ情報

ࣔラル育成にもࡾࡀ࡞ࡘますࠋ  

○結びに 

 新学習指導要領に࠾いてもࠊ教科ࠕ情報ࠖࡣ必修に

ࡀࡡ重ࡳ会員の先生方の日頃の実践の積ࠋたࡋまࡾ࡞

教科ࠕ情報ࠖの発展にࡿࡀ࡞ࡘことࡣ確ࡊࡈ࡛いま

すࠋ日々ࠊ忙ࡋい中と存ࡌますࠊࡀ授業研究に引ࡁ続

ࠋますࡋ願いいた࠾うࡼますࢀ組まࡾ取ࡁ  

 最後にࡾ࡞まࡋたࠊࡀ埼玉県高等学校情報教育研究

会ࠊ並びに会員の皆様の益々の御発展と埼玉県の情報

教育の進展を祈念いたࡋまࡋてࠊあいさࡘとさせてい

たࡁࡔますࠋ  



 ࠙寄 稿ࠚ 

埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

 

県立総合教育センター 指導主事兼所員 須藤崇夫 

 
 埼玉県高等学校情報教育研究会にࢀ࠾まࡋてࠊࡣ

日頃ࡾࡼ本県教育の充実・発展に格段の御尽力をいた

 ࠋますࡋ敬意を表ࡽ心ࠊますことにࡾ࠾いてࡔ

県立総合教育センタ࣮࡛ࠕࠊࡣ授業力の向上 をࠖ目指

 ࠋいます࡛ࢇ組ࡾ研修に取࡞様々ࠊࡋ

教科ࠕ情報ࠖにࡘいてもࠊ情報科教員を対象にࠊ専

門研修㸦教科ࠕ情報ࠖスキルップ研修会㸧を開講ࡋ

ていますࠋこの研修࡛ࠊࡣ情報に関すࡿ知識・技術の

スキルップと教科指導力の向上ࠊ問題解決能力の育

成࡞の教科目標を達成すࡿたࡵの講義・演習・協議

を行ࡗていますࠋ 

ᖹ成２２年度ࠊࡣＡ日程・㹀日程ともࠊ各㸯日࡛実

施ࡋまࡋたࠋＡ日程ࠊࡣコミュニケ࣮ションと教科ࠕ情

報 をࠖ主࣐࣮ࢸ࡞にࠕࠊ情報やメデの見方・考え方 ࠖ

情報とコミュニケ࣮ションࠕ 情報ࣔラルࠕࠖ にࠖࡘいてࠊ

㹀日程ࠊࡣ問題解決と教科㺀情報㺁を主࣐࣮ࢸ࡞にࠕࠊ情

報やメデの適ษ࡞扱い方 ࠖࠕ問題解決㸦学習㸧と

情報教育ࠖにࡘいて扱いࠊ教科指導に必要࡞内容の習

得を目指ࡋまࡋたࠋＡ日程・㹀日程ともࠊ演習・協議

の時間を確保ࠊࡋ授業࡛すࡄ活用࡛࣐࣮ࢸࡿࡁを演習

すࡿとともにࠊ先生方の情報交換の機会を持ࡕまࡋたࠋ 

ᖹ成２㸱年度もࠊＡ日程・㹀日程ࠊ各㸯日࡛計画ࡋ

ていますࠋＡ日程ࠕࠊࡣ情報とメデの特徴 情報ࠕࠖ

通信ネッࢺワ࣮クとコミュニケ࣮ション 情報社会ࠕࠖ

の課題と情報ࣔラル 問題の解決ࠖࡿけ࠾情報社会にࠕࠖ

情報通ࠕࠊࡣ㹀日程ࠋていますࡋび情報交換を予定ࡼ࠾

信ネッࢺワ࣮ク ࣒ࢸ情報シスࠕࠖ 問題解決とコンピࠕࠖ

ュ࣮タの活用 デル化とシミュ࣮ࣞションࣔࠕࠖ 情報ࠕࠖ

の管理と問題解決 情報ࣔラルࠕࠖ び情報交換を予ࡼ࠾ࠖ

定ࡋていますࠋ詳ࡋくࠊࡣᖹ成２㸱年度の研修案内を

 ࠋさいࡔ覧くࡈ

さてࠊあࡿ全国の情報教育研修担当指導主事等を対

象とࡋた情報教育に関すࡿ調査にࡿࡼとࠊ教科ࠕ情報ࠖ

の役割にࡘいてࠕࠊますます重要性ࡀ高くࡿ࡞ 独立ࠕࠖ

教科とࡋての役割ࡣ残ࡗていࠕࠖࡿ必修科目とࡋて存

続させࡿべ࡛ࡁあ࡞ࠖࡿの考えに賛同すࡿ回答ࡀ

80％に達すࡿそう࡛すࠋその理由とࡋてࠕࠊ言語を活

用すࡿ能力を支えࡿ情報活用能力ࡣすべての生徒に必

須の力࡛あࡿ とࠖࠕࠊ他教科との連携等を考えࡿ場合ࠊ

その基礎教科とࡋて修得させࡿべࡁ内容ࡀ教科ࠕ情報ࠖ

にあࠖࡿといࡗたࠊ高校生の基礎的࡞素養とࡋて必要

性をあࡆていࡼࡿう࡛すࠋこࠊࡣࡽࢀ多くの情報教育

の研修担当者ࠊࡀ教科ࠕ情報ࠖの意義と必要性を強く

感ࡌていࡿことの表ࡔࢀと思いますࠋ 

またࠊこの調査࡛ࠊࡣ教科ࠕ情報ࠖの学習内容とࡋ

て欠せ࡞い項目とࡋてࠊ情報ࣔラルࡀ㸯位࡛ࡋたࠋ 

この情報ࣔラルにࡘいてࠊ先日ࠊ中央教育審議会初

等中等教育分科会の先生に࠾話を伺うことࡀあࡾまࡋ

たࠋこの先生ࠊࡣこの分野を情報安全教育とࡋて捉え

てࡋࡋ話࠾てࡋに分類ࡘ情報安全を㸱ࠊととともにࡿ

下さいまࡋたࠋ 

情報と人間・社会に関ࠊいてࡘ安全にࡿ情報に係ࠕ

すࡿものとࠊࡋ㸱ࡘに分類ࡋて考えࠋࡿձ情報の本質

に起因すࡿ安全情報そのものࡀ人間や社会に与えࡿ影

響ࡽ安全を取ࡾ扱うもの࡛ࠊ情報の本質㸦物質との

遊いࠊ(࡞情報の表現や取ࡾ扱い㸦コミュニケ࣮ショ

ン)ࠊ信頼性や信懸性㸦メデࢸࣜラシ࣮㸧࡞も含

まࠕࡿࢀ安全࡞情報ࠖを求ࡿࡵものղ情報シス࣒ࢸに

情報セ࡞ワ࣮クࢺ安全主に情報機器やネッࡿわ

キュࣜࢸに関すࡿもの࡛ࠕࠊ安全࡞情報シス࣒ࢸ をࠖ

求ࡿࡵものճ情報社会の安全社会的࡞安全性࡛あࠊࡾ

ものࠖというもの࡛ࡿࡵを求࣒ࠖࢸ社会シス࡞安全ࠕ

 ࠋと思いますࡔプロ࣮チやすいࡾ生徒に分ࠋたࡋ

とこࠊ࡛ࢁᖹ成２㸱年４月にࠊ総合教育センタ࣮の

本所及び深谷支所ࠊࡀ行田市に統合・移転ࡋますࠋ教

員研修や調査研究࡞の業務を一元的に行うことにࡼ

運営体制を整࡞研修・研究等の効率的・効果的ࠊてࡗ

えࠊ教員の授業力向上をࡵࡌࡣ教員研修の充実を図ࡾ

ますࠋ 

埼玉県高等学校情報教育研究会にࢀ࠾まࡋてࠊࡣ

課題を共有ࠊࡋ教材や指導方法を研究ࠊࡋ資質を向上

生活を実現࡞心豊ࠊࡀ生徒ࠊくとともにࡔていたࡋ

願い申࠾うࡼますࡁࡔう積極的に御活動いたࡼࡿࡁ࡛

 ࠋますࡆ上ࡋ

今後の本研究会の御発展と会員の先生方の御活躍とࠊ

埼玉県の情報教育の発展に寄与さࡿࢀことを強く期待

 ࠋますࡾ࠾てࡋ



࠙総会・講演会ࠚ 

ᖹ成22ᖺ度 埼玉県高等学校情報教育研究会総会・講演会報告 

 

埼玉県立浦和北高等学校  教諭 亀井 義弘   

 
 㸳月２６日ࠊᖹ成２２年度の総会及び講演会ࡀ下記

のࡼうに開催さࢀたࠋ 

 

㸯 日 時  

 ᖹ成２２年㸳月２６日㸦水㸧  

 午後㸯時㸱㸮分～４時㸱㸮分  

 

２ 会 場  

 埼玉県立大宮高等学校やまぼうࡋ会館２Ｆ多目的室 

 

㸱 総会にࡘいて   

㸦㸯㸧開会のことば  

埼玉県高等学校情報教育研究会副会長  

 勝又 健司 埼玉県立児玉白楊高等学校教頭  

㸦２㸧あいさࡘ 

埼玉県高等学校情報教育研究会会長    

舘 眞一  

県教育局県立学校部高校教育指導課   

荻原 康之指導主事㸦県立学校ＩＴ推進担当㸧 

 ウ 総合教育センタ࣮情報教育推進担当  

   須藤 崇夫 指導主事 

 エ 会場校 

   森泉 秀雄 埼玉県立大宮高等学校長  

 

㸦㸱㸧総会 協議事項 

いてࡘᖹ成２㸯年度事業報告に    

いてࡘᖹ成２㸯年度決算に    

 ウ ᖹ成２２年度役員改選にࡘいて  

 エ ᖹ成２２年度事業計画にࡘいて  

    施設見学ࠊࡣ大学を予定ࡋていࡿ  

 オ ᖹ成２２年度予算にࡘいて  

 新会長に矢部 秀一 埼玉県立川越女子高等学校長

 就任ࡀ

 

 

㸦４㸧連絡 

 研修会実施にࡘいて 

 

 

 

 

pic.1 舘 前会長 

 

pic.2 会場風景 

 

pic.3 矢部会長 



㸦㸳㸧 講演会  

 演題及び講演者 

  ࠗネッࢺとࣜルのあいࡔ  

－真の情報倫理をもとࡵて࠘  

  東京大学大学院情報学環教授  西垣 通 氏 

 

 講演  

 急速࡞情報技術の進歩にともࡗ࡞て出現ࡋたネッࢺ

社会ࠊࡣ便利࡞反面ࠊさまࡊま࡞ 心のࡳࡎࡦをも生ࡳ 

ࡋに耽溺࣒࣮ࢤ・ࢺネッ・࣒ルタࣜࠋࡿていࡋࡔ

て自分自身を見失ࡗてࡋまうࠕネࢤࢺ廃人ࠖࡣその好

例ࠋࡔそもそもࠕࠊ心㸭意識ࠖとࡣいࡗたい何ࢁࡔう

機械に支配ࡀ人間ࠊࡾい限࡞考えていࡽそこࠋ

さࠊࢀ情報洪水に呑ࡳこまࢀていく社会的傾向にࡣ歯

止࡞ࡽࡀࡵくࡗ࡞てࡋまうࠋ本講演࡛ࠊࡣこの問

題ととࡾくࡴプロ࣮チを示ࠊࡋあࡽた࡞情報学を建

設すࡿたࡵの序論をのべたࠋ 

 以下にࠊ講演の流ࢀに沿ࡗて題目を示ࡋて概観すࠋࡿ 

  㸯．心ࡀ病࡛ࢇいࡿ！？ 

 ２㸮㸮６～㸶年のデ࣮タ࡛ࠊࡣ精神疾患ࡀ多く自殺

者も過去最多にࡗ࡞ていࠋࡿ解離性人格障害ࡀ多発ࡋ

ていࠋࡿ人間ࡀ機械のࡼうにࡗ࡞ていࡿの࡛࡞ࡣいࠋ  

  ２．意識とࡣ何 

 3000年前に発生？知覚意識と自ᡃ意識ࡀ区分さࠊࢀ

自ᡃ意識ࡣ言語ࡀ支えࡿもの࡛ࠊ物語的時空間とࡋて

国民的意識や自分の位置࡙けに関わࡗていࠋࡿ  

  㸱．二分心㸦bicameral mind㸧 

 意思決定のスࣞࢺスࡀ幻聴を誘発すࠋࡿ二分心の成

立と衰退の中࡛文字・文明の発生ࠋ   

  ４．文明の発達 

 神の無声と共同体の崩壊・再編ࠊ近代意識の創生 

  㸳．歴史：組織と身体 

 ྑ脳と神ࠊᕥ脳と文明・自ᡃ意識の関連ࠋ身体性ࡀ

希薄にࡗ࡞ていࠋࡿ 

  ６．近代的人間観とIT 

 言語的自己ࡀ肥大ࠊࡋ人ࡀ部品化数量化ࡋていࠋࡿ 

社会全体ࡀメ࣐࢞シン化すࠊ࡛࡞ࡿ人間の部品化ࠊ

身体的自己・ࣜルの希薄ࡁ࠾ࡀていࠋࡿ 

  㸵．情報の大洪水 

 Web2.0・ࢺンタ࣮ネッ・スコミ࣐ 

  㸶．情報ࡣ小包࡞の？ 

 生命体ࡣautopoietic system  

 へ࣒ࢲナ࣮のパラ࣮ウࡽン࣐ࣀ

自分ࠊࡣ自己言及的࡛閉鎖系 

  㸷．意味をࡘくࡿのࡣ身体 

 脳科学の発展ࡽ感情の働ࡁや意識にࡘいて新た࡞

知見ࡀ明ࡽにࡗ࡞ていࠋࡿ 

 

  10．情報学を問い࠾࡞す 

 情報21ࠊࡣ世紀のキ࣮概念ࠋ 

世界を情報を使ࡗて観察すࡿ存在とࡋての生命体 

  11．求ࡿࢀࡽࡵコンピュ࣮タ 

 思考機械・対話機械・有機機械  

有機機械をࡘくࡿࢀ 

 

全体を通ࡋてࠊ落ࡕ着いた語ࡾ口ࠊࡽ実体を持ࡘ

生命と実体࡞ࡀいのࡼうに見えࡿ意識を歴史的経緯

を示さࠊࡽࡀ࡞ࢀ情報をษࡾ口に今後の方向性を示ࡋ

ていたࡁࡔ極ࡵて示唆にとࡔࢇ講演会࡛あࡗたࠋ 

 

＜参考文献㸼 

・Jaynes,J. ͆The Origine of Consciousness in 

the Brekdown of the Bycameral mind͇, 

Houghton Muffin, NY,1976 

  㸦柴田裕之訳ࠗ神々の沈黙－意識の誕生と文明の

興亡࠘ࠊ紀伊国屋書店2005 

・西垣 通ࠗ続 基礎情報学࠘ࠊNTT出版2008年 

・西垣 通ࠗネッࢺとࣜルのあいࠊ࠘ࡔ 

 2009年ࠊ新書－࣐くまプࣜࡕ

 

pic.4 

㸦６㸧諸連絡 

 いてࡘ全国大会に  

  8/20・21 金沢工業大学 

 研究委員の募集  

 

㸦㸵㸧閉会の言葉 

埼玉県高等学校情報教育研究会副会長  

 勝又 健司 埼玉県立児玉白楊高等学校教頭  



࠙全国大会ࠚ 

 

全国高等学校情報教育研究大会報告 

 

埼玉県立朝霞高等学校 教諭 春日井優 

 

 じめにࡣ

こࢀま࡛東京ࠊ茨城と関東࡛行わࢀていた全国高等

学校情報教育研究大会ࠊࡣ第 3回目を迎え関東を離ࢀ

て石川県࡛開催さࢀたࠋこࢀま࡛ࡣ 1日開催࡛あࡗた

1ࠊࡵたたࢀ多く見込まࡀの参加者ࡽ遠方ࠊࡀ 日目

ࡾ始まࡽ午後ࡣ 2日目の昼に終わࡿという 2日開催

の形式࡛行わࢀたࠋ埼玉県ࡽの参加者 9名を含ࠊࡵ

全国ࡽ約 200 名の参加者を集ࠊࡵ盛況のうࡕに終了

 ࠋたࡋ

またࠊ開会式の先ࡗࡔて全国高等学校情報教育研究

会の総会も行わࢀたことを併せて報告ࡋて࠾くࠋ 

 

㸯 大会概要 

㸦㸯㸧大会名称 

第㸱回全国高等学校情報教育研究大会 石川大会 

㸦２㸧日時 

ᖹ成 22 年 8月 20日㸦金㸧13:00～17:00 

 開会式・基調講演・࣏スタ࣮セッション 

ᖹ成 22 年 8月 21日㸦土㸧 9:00～12:40 

 分科会・閉会式 

㸦㸱㸧場所 

金沢工業大学  

ࠛ921-8501 石川県石川郡野々市⏫扇ࡀ丘 7-1 

㸦４㸧目的 

全国の情報教育関係者ࡀ一同に会ࠊࡋ講演ࠊ研究発

表ࠊ協議ࠊ情報交換を通ࡋてࠊこࡽࢀの教科ࠕ情報ࠖ

の在ࡾ方や課題解決の方策を探ࠊࡾ実践的指導力の向

上を目指すࠋ 

 

２ 内容 

㸦㸯㸧大会࣐࣮ࢸ 

ＩＣＴコンパス －新たࡿ࡞風－ 

㸦２㸧開会式 

・開式のことば 

・会長挨拶 下條 㝯史会長㸦東京都立東村山西高等

学校長㸧 

・実行委員長挨拶 今井 和愛委員長㸦石川県高等学

校情報教育部会長㸧 

・来賓⚃辞 

・閉式のことば 

 

㸦㸱㸧基調講演 

・演題 ࠗ新学習指導

要領と教科ࠕ情報  ࠖ －

問い直せ！情報教育

－࠘ 

・講師 文部科学省初

等中等教育局視学官 

永井克昇先生 

国民必須の素養とࡋての情報活用能力をࠊㄞࡳ・書

ࠊまたࠋ計算に並ぶ４番目の基礎力と位置࡙けた・ࡁ

教科ࠕ情報ࠖの目標とࡋて掲ࢀࡽࡆていࠕࡿ情報活用

の実践力・情報の科学的࡞理解・情報社会に参画すࡿ

態度 をࠖ身にࡘけさせࡿ情報教育を͆ 日本型情報教育͇

と命名ࠊࡋこの͆日本型情報教育͇を教科情報に࠾い

て確実に実践ࡋてほࡋいと熱く語ࢀࡽていたࠋᡃ々情

報の教員を励ます熱いメッセ࣮ࡀࢪ印象的ࡗࡔたࠋ 



㸦４㸧࣏スタ࣮セッション㸦研究発表㸧 

下記のࡼうに࣏スタ࣮セッションࡀ行わࢀたࠋ発表

者と参加者の距離ࡀ近くࠊ発表者の実践の詳細࡞説明

を聞ࠊࡁ参加者ࡽの熱心࡞質問をすࡿといࡗたやࡾ

取ࡀࡾ行わࠊࢀ大変熱気あࡿࢀࡩものとࡗ࡞たࠋ 

・ࠗ パࢬルࠕ数独ࠖの解法の流ࢀを利用ࡋたプロࢢラミ

ンࢢの基礎的学習過程の構築࠘山下 通㸦兵庫県立

社高等学校㸧 

・ࠗ プロࢢラミンࢢ学習を活用ࡋた情報と数学の接続࠘

谷川 佳㝯㸦千葉県立船橋豊富高等学校㸧 

・ࠗ 表現と内容の理解 －Wason の４枚カ࣮ド問題を題

材に－ 若࠘林 庸夫㸦神奈川県立海洋科学高等学校㸧 

・ࠗ 色のいࢁいࢁ 

－㸱原色ࡣベン

図࡛見せࡔࡿけ

࡛す？࠘近藤 

敏文㸦愛知県立

天白高等学校㸧 

・ࠗ SNS を活用ࡋた

取ࡾ組ࡳにࡘい

て࠘能城 茂雄㸦東京都立上野高等学校㸧 

・ࠗ 問題解決学習に࠾けࢸࡿキス࣐ࢺニンࢢの実践࠘

小原 格㸦東京都立⏫田高等学校㸧 

・ࠗ 国際交流を支えࡿネッࢺワ࣮ク࠘林 道雄㸦石川県

立鶴来高等学校㸧 

・ࠗ キャࣜ教育の充実を支えࡿ情報デࢨン －校内

スタ࣮・校内࣏ Web・校内新聞を活用ࡋて－࠘十

嵐 誠㸦神奈川県立槞浜清陵高等学校㸧 

・ࠗ ワ࣮ク࠘田崎 晴㸦千ࢺさ！ネッࡿばわࡆ࡞ࡘ

代田区立九段中等教育学校㸧 

・ࠗ 職業調べを題材にࡋた授業の紹࠘藤井 拓也㸦茨

城県立下妻第二高等学校㸧 

・ࠗ 茎崎高校に࠾けࡿ情

報教育の現状と課

題࠘寺島 栄一㸦茨

城県立茎崎高等学

校㸧 

・ࠗ 効果的࡞教材研究࠘

山下 裕司㸦山口県

立岩国高等学校㸧 

㸦㸳㸧分科会㸦研究発表㸧 

 下記のࡼうにࠊ全国の先生方ࡾࡼ日頃の研究成果の

発表ࡀあࡗたࠋ埼玉県ࡣࡽ研究委員会発表ࠗ情報機

器を利用すࡿ上࡛のコミュニケ࣮ションの工夫࠘を坂

本峰紹先生㸦埼玉県立新ᗙ柳瀬高等学校㸧ࡀ行ࡗたࠋ

またࠗࠕࠊ基礎情報学ࠖとࠕ情報 Cࠖ 親学問不在の呪

縛ࡽの解放とࠕ望まࡋい情報社会の在ࡾ方ࠖを考え

て࠘という表題࡛中島聡先生ࡵ生徒の育成を求ࡿࢀࡽ

㸦埼玉県立大宮武蔵野高等学校㸧ࡀ発表さࢀたࡕࠋ

ࡀあࡀ質問࡞積極的ࠊࡵの発表も多くの参加者を集ࡽ

ての関心の高ࡋの発表に対ࡽうに埼玉県ࡼというࡿ

さを感ࡿࢀࡽࡌ分科会࡛あࡗたࠋ 

࠙第 1分科会ࠚ情報ࣔラルと問題解決 

情報ࠕ基礎情報学ࠖとࠕࠗ 1-1 Cࠖ 親学問不在の呪

縛かࡽの解放とࠕ望ましい情報社会の在ࡾ方ࠖを考え

る生徒の育成を求めて࠘中島 聡㸦埼玉県立大宮ࢀࡽ

武蔵野高等学校㸧 

1-2 ࠗ中国の教育ࡽ見ࡿ日本の情報教育 世࠘良 清

㸦୕重県立津商業高等学校㸧 

1-3 ࠗ普通教科情報に࠾けࠕࡿ個人情報・プラバシ

࣮・肖像権ࠖに関すࡿ授業実践࠘生田 研一郎㸦中央

大学杉並高等学校㸧 

1-4 ࠗ問題解決力をࡘけࡿたࡵに࠘江守 恒明㸦関西

大学中等部・高等部㸧 

࠙第 2分科会ࠚメデとコミュニケ࣮ション 

プࣞࠕ実技試験ࠖとࠕ系科目のルチメデ࣐ࠗ 2-1

 ン試験ࠖ࠘十嵐 誠㸦神奈川県立槞浜清陵高等学校㸧ࢮ

2-2 ࠗGlobal Usability に配慮ࡋた日本語学習支援

教材の制作  －教科 情 報に࠾けࡿ遠 隔講義 と

e-Learning 学習の効果と可能性を探ࡿ 佐࠘藤 万ᑑ美

㸦兵庫県立西宮今津高等学校㸧 

図ࠕ情報ࠖ －高校の情報科࡛ࠕ図書館ࠖとࠕࠗ 2-3

書館ࠖを考えࡿ－࠘石川 伸明㸦愛知県立旭陵高等学

校㸧 

2-4 ࠗ岡山県立玉野ග南高等学校に࠾けࡿ授業実践࠘

草野 泰秀㸦岡山県立玉野ග南高等学校㸧 

࠙第 3分科会ࠚ情報の科学的࡞理解 

3-1 ࠗ情報の科学的࡞理解を助けࡿ自作教材や小道

具࠘天良 和男㸦東京都立日比谷高等学校㸧 

計測･制御と問題解ࡿࡼ的思考に࣒ࢬࣜࢦルࠗ 3-2

決学習 －台車型ロ࣎ッࢺ Beauto Racerを使ࡗた授業

実践－࠘稲川 孝司㸦大阪府立中百舌鳥高等学校㸧 

3-3 ࠗࣔデル化とシミュ࣮ࣞションにࡘいての実践 

－数式ࣔデルࠊドࣜࢺルを利用ࡋた車型ロ࣎ッࢺの制

御等の実践報告－ 野࠘部 緑㸦大阪府立桃山高等学校㸧 



3-4 ࠗ高等学校に࠾けࡿ起業シミュ࣮ࣞション 広࠘田 

高雄㸦大阪府立今宮高等学校㸧 

࠙第 4分科会ࠚ研究会・専門学科の取ࡾ組ࡳ 

4-1 ࠗ専門学科ࠕ情報科ࠖの現状と専門学科ࠕ情報ࠖ

の指導࠘滑川 敬章㸦千葉県立柏の葉高等学校㸧ࠗࠊ 専

門学科ࠕ情報科࡛ࠖの取ࡾ組ࡳと問題点࠘綿貫 俊之

㸦東京都立新宿山吹高等学校㸧 

4-2 ࠗ情報機器を利用する上࡛のコミュニケーション

の工夫࠘坂本 峰紹㸦埼玉県立新座柳瀬高等学校㸧 

4-3 ࠗ大阪私学教育情報化研究会の取ࡾ組࠘ࡳ米田 

謙୕㸦大阪羽衣学園高等学校㸧 

4-4 ࠗメデࢸࣜ・ラシ࣮教育用教材の開発 －教

科ࠕ情報࡛ࠖの活用を目指ࡋて－࠘岡本 恭㸦学校

法人朴沢学園明成高等学校㸧 

㸦６㸧閉会式 

・開式のことば 

・分科会報告 

・学習環境にࡘいて

の提案 ࠗ情報の授

業に࠾けࡿ生徒のニ

情報の授業－ ࢬ࣮

の在ࡾ方にࡘいて

－࠘藤岡 良一㸦群

馬県立万場高等学

校㸧 

・会長挨拶 下條 㝯史会長㸦東京都立東村山西高等

学校長㸧 

・次期開催都道府県ࡾࡼ 

・閉式のことば 

 

㸱 次期開催について 

 閉会式に࠾いてࠊ下記の通ࡾ次期の開催にࡘいて案

内ࡀあࡗたࠋ 

日程 ᖹ成 23年 8月 5 日㸦金㸧・6日㸦土㸧 

場所 大阪経済大学㸦ࠛ533-8533 大阪府大阪市

東淀川区大㝮 2-2-8㸧 

 次期の開催地も埼玉県ࡣࡽ離ࢀていࡀࡿ積極的に

参加ࡋていたࡔけࢀば幸い࡛あࠋࡿ 

 

おわࡾに 

 こࢀま࡛に行わࢀた 3回の大会の様子や発表内容࡞

ࡋ参考にࠊの࡛ࡿていࢀࡽࡵにまとࢺ以下のサࡀ

ていたࡁࡔたいࠋ 

 

  全国高等学校情報教育研究会 

 http://www.zenkojoken.jp/ 

 



 

生田校舎㸷号館㸯２㸮年記念館  

 

 

江原 淳 先生 

 

࠙施設見学ࠚ 

ᖹ成２２ᖺ度埼玉県高等学校情報教育研究会施設見学会報告  

専修大学 ネットワーク情報学部 生田キャンパス 

 

埼玉県立草加西高等学校 教諭 田口 義弘 

 
にࡵࡌࡣ  

 埼玉県高等学校情報教育研究会施設見学会ࠊࡀ専修

大学ネッࢺワ࣮ク情報学部㸦生田校舎㸧に࠾いて開催

さࢀたࠋその概要を報告すࠋࡿ  

 

㸯 専修大学ࡼ࠾びネッࢺワ࣮ク情報学部の歴史  

 専修大学ࠊࡣ日本初の経済学と法学の専修学校とࡋ

てࠊ㸯㸶㸶㸮年に創立さࢀたࠋ  

 専修大学２㸯世紀

社ࠕࠊてࡋョンとࢪࣅ

会知性  

(Socio-Intelligence)

の開発ࠖを掲ࠋࡿࡆ  

 ネッࢺワ࣮ク情報

学部㸦ᖹ成２２年度

各学年定員２㸱㸮

名㸧２ࠊࡣ㸮㸮㸯年

に開設さࢀた２ࠋ㸮

㸮㸷年ࡣࡽ情報学

を共通基礎とࡀ࡞ࡋ

の目的別専ࡘ㸶ࠊࡽ

門プロࢢラࡽ࣒複

数のプロࢢラ࣒を選択ࡋてࠊ履修すࡿことࠋࡿࡁ࡛ࡀ

幅広い領域ࠊࡽ自分にあࡗたものを選ぶことࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿ

教職課程࡛ࠕࠊࡣ数学ࠖとࠕ情報ࠖの免許を取得࡛ࡁ

 ࠋࡿ

 

 

２ 次第 

㸯 日時  ᖹ成２２年㸶月２４日㸦火㸧  

 午後㸯時㸱㸮分～４時㸱㸮分  

２ 会場  専修大学生田校舎 㸷号館㸵階 

 ネッࢺワ࣮ク情報学部  

㸱 内容 ・あいさࡘ 

㸦㸯㸧ネッࢺワ࣮ク情報学部  

カࣜキュラ࣒説明  

ネッࢺワ࣮ク情報学部教授  

 江原 淳 先生 

㸦２㸧ネッࢺワ࣮ク情報学部に࠾けࡿ  

   デࢨン教育の事例  

ネッࢺワ࣮ク情報学部准教授  

 上ᖹ 崇仁 先生 

     㸦㸱㸧情報の教員養成にࡘいて  

ネッࢺワ࣮ク情報学部講師  

 望月 敏男 先生 

㸦４㸧施設見学   情報科学センタ࣮他 

㸦㸳㸧学生にࡿࡼ模擬授業  

スカッションびデࡼ࠾  

        㸦㸧４年 Y 君 

        㸦㸧４年 K 君 

        㸦ウ㸧デスカッション  

      ・閉会㸦あいさࡘ・その他㸧  

 

 

㸱 内容 

㸦㸯㸧ネッࢺワ࣮ク情報学部カࣜキュラ࣒説明  

教授 江原 淳 先生 

本学科࡛ࠊࡣMissionとࡋてࠕᮍ来の情報社会をษ

高ࠊ㸧人材の育成ࡿいものを作࡞ࡔ開いていく㸦まࡾ

度࡞ＩＴを人間や社会のたࡵに活用㸦ま࡞ࡔい使い方㸧

ࠋࡿていࡋ人材の育成ࠖ とࡿࡁ࡛  



 

上ᖹ 崇仁 先生 

 

 またࠕ自分࡛～すࠖࡿという態度育成のたࠊࡵ少人

数制の演習を行ࡗていࠋࡿ  

㸯年次にࠊ情報表現演習ࠊ情報分析演習ࠊプロࢢラ

ミンࢢ演習の必修演習を２ࠊ年次にࡣ㸱ࡘの基礎演習

と㸶ࡘの応用演習ࠊ㸱年次にࡣプロࢪェク４ࠊࢺ年次

に卒業演習とࠊ各学年にコとࡿ࡞演習科目を設置ࡋ

ていࠋࡿ  

学生ࠊࡣ次の㸶ࡘの目的別専門プロࢢラࠊࡽ࣒自

ࠋࡿンすࢨ４年間の学びをデࡽ  

 㸦 㸧内ࡣ将来の進路  

㹟．コンࢸンࢶデࢨンプロࢢラ࣒  

㸦Webデࢨナ࣮・デࣞクタ࣮࡞㸧  

ｂ．メデプロデュ࣮スプロࢢラ࣒  

  㸦コンࢸンࢶ産業の企画職࡞㸧  

㹡．ネッࢺワ࣮クシス࣒ࢸプロࢢラ࣒  

  㸦ＳＥ࡞の情報処理技術者࡞㸧  

㹢．ࣘࣅキタスシス࣒ࢸプロࢢラ࣒  

  㸦組込機器࡞の技術企画職࡞㸧  

ｅ．経営情報分析プロࢢラ࣒  

  㸦デ࣮タ分析の࡛ࡿࡁＳＥࠊ経営企画࡞㸧  

㹤．ＩＴࢪࣅネスプロࢢラ࣒  

  㸦経営コンサルタンࢺや経営者࡞㸧  

㹥．社会情報プロࢢラ࣒  

  㸦ネッࢺ上のコミュニケ࣮ションࠊ教育࡛の  

ＩＴ活用ࠊ地域の情報化を支援すࡿ人材࡞㸧 

㹦．情報数理プロࢢラ࣒  

㸦理工・情報系大学院進学ࠊ中学や高校の  

教員࡞㸧 

 学習の特徴とࡋてࠊ  

・コミュニケ࣮ション  

㸦相手にわࡼࡿうに伝えࡿ㸧  

・ソࣜュ࣮ション  

㸦問題を把握ࠊࡋその解決を図ࡿ㸧ࠊ  

クション・  

㸦自分ࡽ行動すࡿ㸧  

 そのたࢢࠊࡵル࣮プワ࣮クを通ࡋた学習課題に取ࡾ

組ࡴこと࡛力をࡘけࡼࡿうに指導ࡋていࠋࡿ  

㸱年次ࡽ修了すࡿの࡛２ࠊ年次ま࡛にプロࢢラ࣒

を検討変更࡛ࠋࡿࡁ実際にࠊࡣ科目選択に࠾いて科目

を指定ࡋていࡿものࡀあࡿたࠊࡵプロࢢラࡀ࣒限定さ

ࠋࡿ選択すࡽ࣒ラࢢのプロࡘ最大２ࡵそのたࠋࡿࢀ  

 㸯年次の専門科目のプロࢢラミンࢢ入門やプロࢢラミン

ものࠖ࡞たいࡳ方言ࡣあとࠊばࢀࡵを極ࡘとࡦࠕࡣ演習࡛ࢢ

をࣔッ࣮ࢺにࠊプロࢢラ࣒言語ࡣＣ言語を必修とࡋていࠋࡿ

単位を落とす生徒も少࡞く࡞いࠊࡀ厳ࡋくやࡗていࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

㸦２㸧ࠕデࢨン教育の事例ࠖ 

准教授 上ᖹ 崇仁 先生 

 

 広義のࠕデࢨンࠖ概念の理解ࠊコミュニケ࣮ションに関

わࡿデࢨンࠊプロࢲクࢺやサ࣮ࣅスを開発すࡿたࡵの考え

方࡞ࠊのデࢨン教育ࡣ情報教育に࠾いても十分可能࡛あ

 ࠋࡿあࡘࡘࡋ増ࡣ有用性࡞その社会的ࠊࡾ

幅広く展開ࡋていくたࡵにࠊࡣ中等教育と連携ࡋた体系化

にも取ࡾ組࡛ࢇいく必要ࡀあࠋࡿ 

 

学生に身にࡘけてもࡽうたࡵにࠊ班を作ࠊࡾ演習とその発



 

望月 敏男 先生 

 

表を行ࡗていࠋࡿ 

その事例とࡋてࠊ異ࡿ࡞言語圏の人㸦学生㸧に学食利用の

非言語表現を࣐࣮ࢸとࡋた演習࡞の様子を紹ࠋ 

 

 

㸦㸱㸧ࠕ情報科教育論ࠖの指導にࡘいて 

講師 望月 敏男 先生 

 

 Ｎ㹆Ｋ教育のࠕ高校講ᗙ 情報Ａࠖを担当も経験さࢀたࠋ 

 

学生の高校࡛のࠕ情報ࠖの履修状況を踏まえࠊ情報科の教

科指導࡛重視すࡿべࡁこととࡋてࠕࠊ情報活用の実践力ࠖࠊ 

理解ࠖを࡞情報の科学的ࠕࠊ態度ࠖࡿ情報社会に参画すࠕ

あࡆたࠋ  

また教育実習事前指導のデࢨンとࡋて 

 ࠖࡿ主体的に学習を行う学び方͇を学び取ࡀ学習者͆ࠕ

  㸦ࢢࢪソ࣮学習法と情報科教育論࡛の導入㸧 

 クチャ࣮ࠖࣞࢺのショ࣮ࡵたࡿࡵ内容知識を高ࠕ

 

 㸦授業や演習࡛の㸧発問の重視ࠖࠕ

 

今後の課題とࠊࡋた授業の体験ࠖを提案ࡋＩＣＴを活用ࠕ

ࡘ機会をࡿ教授技能を体得す࡞十分ࡣけ࡛ࡔ授業時間ࠊてࡋ

くࡿこと࡞ࡁ࡛ࡀいことやࠊ教材研究の追究をあࡆたࠋ 



 

最初に導入さࢀたシス࡞࣒ࢸ 

 

 

 
情報科学センタ࣮のサ࣮バ࣮群 

 

 
夏季休業中の端ᮎ室の様子 

 

㸦４㸧施設見学：ࠕ情報科学センタ࣮ࠖ 

 

 受付ࡀあࡿ㸷号館４階のࣇロに案内さࢀたࠋコンピュ࣮

タの利用࡛ࡿࡁ部屋ࡣ数多く分散ࡋていࠋࡿ 

前身ࠊࡣ昭和㸱㸵年㸯月(1962.1)に経営学部開設のたࡵに

設置さࢀた電子計算室࡛ࠊ以来常に先端シス࣒ࢸを導入ࡋて

いࠋࡿ 

・学生に教育ࠊことࠖを念頭にࡿ提供すࡎＩＴ技術をまࠕ

研究目的࡛のンタ࣮ネッࠊࢺメ࣮ルࢺ࣮࣏ࣞࠊ作成࡞の

ＩＣＴサ࣮ࣅスを提供ࡋていࠋࡿまた学内࡛の無線LANの

サ࣮ࣅスも提供ࡋていࠋࡿ  

 

生田校舎と神田校舎ࠊ㸦付属高校４校を含ࡴ㸧の㸱㸱の実

習室２ࠊ㸮㸮㸮台のＰＣ２ࠊ万人のカウンࢺを管理・統括

 ࠋࡿていࡋ

 

㸦㸳㸧学生にࡿࡼ模擬授業ࡼ࠾びデスカッション  

 

４年生にࠊࡿࡼ教育実習の際の模擬授業㸦情報Ｃ㸧を再現

㸦㸯㸮分㸧 

 埼玉出身のK君にࠊࡿࡼンタ࣮ネッࢺにࡿࡼデ࣮タ通信

にࡘいての授業ࠋパケッࢺ料金の話題ࠊࡽ生徒にそࡽࢀを

身近࡞こととࡋて理解させたࠋ 

 神奈川出身のY君ࠊࡣ黒板の前࡛実物のࣞコ࣮ドࡽ携帯

音楽プ࣮࣮ࣞࣖま࡛次々と取ࡾ出ࠊࡋ黒板の桟㸦さࢇ㸧に置

いてࠊその進歩を提示ࡋたࠋそࡋてࠊ生徒にその楽曲の入手

方法の発問を行いࠊメデとࡋての変化を考えさせたࠋ 

 

 

 にࡾわ࠾ ４

 この施設見学会࡛ࠊࡣ開学以来の経済と法ᚊという

人とのわࡾを学問とࡋてࡁた文系の専修大学のࠊ

ネッࢺワ࣮ク情報科学部を通ࡌての情報学への取ࡾ組

ࠊࡣࡳ組ࡾ専修大学の取ࠋたࡁてࡗ伝わࡀの本気さࡳ

同様の学部を開設ࡋた他の大学や理系学部もࠊ参考に

ࠋࡿと考えࡿ࡞  

人間関係を苦手とすࡿ若者ࡀ多い今日に࠾いてࠊ演

習や実習をあえてࢢル࣮プワ࣮クを作ࡾ学習課題に取

指導や評価ࠊࡣ実践ࡿけさせࡘこと࡛力をࡿ組ませࡾ

の難ࡋさを知ࡿᡃ々教員も深くうࡎ࡞くもの࡛あࠋࡿ  

卒業生ࠊࡣ情報分野の進路࡛࡞くてもࠊこの学部࡛

学ࡔࢇことを活せࡿものを身に付けて社会࡛活躍࡛

大変恵ࡣ学生ࡿこの大学や学部࡛学べࠋࡿと考えࡿࡁ

まࢀていࡿと思うࠋ  

 専修大学の江原先生ࠊ上ᖹ先生ࠊ望月先生ࠊ模擬授

業をࡋていたࡔいた４年生の࠾二人ࠊ情報科学センタ

࣮のスタッࣇの皆さࢇにこの場を借ࡾて࠾礼を申ࡋ上

ࠋたいࡋ感謝の意を表ࠊࡆ  
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ᖹ成２２ᖺ度埼玉県高等学校情報教育研究会第㸯回授業見学会報告 

埼玉県立川越西高等学校 教諭 曽田 正彦 

 

 じめにࡣ

 ᖹ成22年度の埼玉県高等学校情報教育研究会ࠊ第1

回授業見学会及び意見交換会の概要を報告すࠋࡿ 

 

㸯．概要 

䜰䠅 日時䞉場所 

ᖹ成22ᖺ11᭶12日 (金) 午後 13:00～16:40 

埼玉県立戸⏣翔陽高等学校 

䠐F会議室 䠄開会行䚸意見交換会䚸閉会行䠅 

䠏F䝁ン䝢ュ䞊タ室 䠄授業䠅 

䜲䠅 授業担当者 

埼玉県立戸⏣翔陽高等学校       並木 博文 教諭 

岩本 ኴ一 教諭 

䜴䠅 参加者 28名 

䜶䠅 ḟ第 

受付(㸯2：30～) 

㸯 開会行事(13：00～) 

(1)開会のことば 

(2)あいさࡘ 

埼玉県高等学校情報教育研究会  

矢部 秀一 (川越女子高等学校) 会長 

埼玉県教育委員会        荻原 康之指導主事 

会場校             菅野 吉雄 校長 

(3)授業の概要説明        岩本 ኴ一 教諭

(4)諸連絡等 

２ 授業見学(13：20～14：05) 

埼玉県立戸田翔陽高等学校 岩本 ኴ一 教諭 

情報 A 㺀webカメラを使ࡗたコミュニケ࣮ションの工夫㺁 

㸦休憩㸧 

㸱 授業担当者ࡾࡼ・授業にࡘいての研究協議㸦14：25～15：45㸧  

(1)授業者ࡽの報告 

(2)質疑応答 

(3)授業に関すࡿ意見交換会 

 

４ 各校の課題にࡘいての意見交換会(16：00～16：20) 

事前に配布さࢀた質問票をもとに質疑応答や意見交換

 ࠋたࢀ行わࡀ

5 閉会行事 16：20～ 

(1)指導講評 

埼玉県教育委員会      小川 剛  指導主事 

(2)あい䛥䛴                     矢部会長 

(3)務連絡                  務局 鈴木 

 (4)閉会䛾䛣䛸ば  

 

２．授業の様子 

チ䝱䜲䝮䛜鳴䜛前䛻ほ䛸䜣䛹䛾生徒䛜着席䛧䛶い䛯䚹並木

教諭䜘䜚服装䞉携帯電話䛾指導䛛䜙授業䛜開始䛥䜜䛯䚹本

時䛾目的䛿単純明快䛷䚸䝁䝭ュニ䜿䞊ション䛻䛴い䛶学䜆䛸

いう䛣䛸䛷あ䛳䛯䚹 

䜎䛪䛿䚸機器䛾ㄝ明䛛䜙䚹Web䜹䝯䝷䚸䝦ッ䝗䝉ッ䝖䛻䛴い

䛶ㄝ明䛜あ䜚䚸䝁ン䝢ュ䞊タ䜈䛾接続䜢行䛳䛯䚹生徒䛿一応

䛻岩本教諭䛻耳䜢傾䛡䚸䝉ンタ䞊䝰ニタ䞊䜢見䛺䛜䜙設定

䜢䛧䛶い䜛䛥䜎䛜༳象的䛷あ䛳䛯䚹䝁ン䝢ュ䞊タ䛿前䛻䝻

䜾䜲ン䛧䛶あ䜚䚸skype䛻䛴い䛶䜒䚸岩本教諭䛜前䛻ྲྀ得

䛧䛶い䛯䜰䜹䜴ン䝖䜢配布䛧䚸生徒䛿䛭䛾え䜙䜜䛯䜰䜹䜴

ン䝖䛷䝻䜾䜲ン䜢䛧䛯䚹多少䛾戸惑いや混乱䜒見䜙䜜䛯䛜大

勢䛻影響䛿無䛟䚸続い䛶䚸本番䛾skype接続䛸䛺䛳䛯䚹

 

䝦ッ䝗䝉ッ䝖䛸 web 䜹䝯䝷䛾ㄝ明䜢ཷ䛡䜛生徒 

3人程ᗘ䛾䜾䝹䞊䝥䛜決䜎䛳䛶䛚䜚䚸䛭䛾䝯ンバ䞊間䛷䝁䝭

ュニ䜿䞊ション䜢ྲྀ䛳䛶䜏䜛䚹最初䛾う䛱䚸接続䛷䛝䛺䛛䛳䛯

䜚䚸接続䛷音声や映像䛜流䜜䛶䛣䛺䛛䛳䛯䜚䚸䛸い䛳䛯支㞀

䜒䜏䜙䜜䛯䛜䚸ḟ第䛻無䛟䛺䜚会話䛜始䜎䛳䛶い䛳䛯䚹最初

䛿緊張気味䛷誰䛛䜙話䛧始䜑䜛䛛䚸身構え䛶い䜛䛸䛣䜝䜒

見ཷ䛡䜙䜜䛯䛜䚸自然䛸誰䛛䛜口䜢開い䛶い䛯䚹䛸いう䛾䜒䚸

会話䛾ෆ容䛿前䛻キ䞊ワ䞊䝗䛜用意䛥䜜䛶䛚䜚䚸䡞朝何

䜢食䜉䛯？䡟䡞昨日䛹䜣䛺䝔䝺䝡見䛯？䡟䡞䝔ス䝖䛿䛹う䛰䛳

䛯？䡟䛸い䛳䛯差䛧䛥わ䜚䛾無い䜒䛾䛷䚸䛹䛾䜘う䛺相手䛸䜒

話䛫䜛䜘う䛻配慮䛥䜜䛶い䛯䛛䜙䛰䚹10分程ᗘ䚸䛭䛾会話

䛾や䜚ྲྀ䜚䛜実践䛥䜜䚸少䛧䛪䛴慣䜜䛶䛝䛯䛾䛛䚸䝔䞊䝬以

外䛾会話䜒聞䛛䜜䜛䜘う䛻䛺䛳䛶䛝䛯䚹Skype䛾実践䛜終わ

䜚䚸最後䛻䜎䛸䜑䛾時間䛻䛺䛳䛯䚹 

 生徒䛿配布䛥䜜䛯ワ䞊䜽シ䞊䝖䛻気䛵い䛯䛣䛸や伝え䛵䜙



 

䛛䛳䛯䛣䛸䜢記入䛧䛶い䛟䚹䛭䛧䛶䚸䝁䝭ュニ䜿䞊ション䜢滑

䛻行う㔜要䛺要素䛻䛴い䛶岩本教諭䜘䜚ㄝ明䛜あ䛳䛯䚹䝁

䝭ュニ䜿䞊ション䛿言語䛷伝え䛶い䜛バ䞊バ䝹䜘䜚䜒草や

声䛾䝖䞊ン䛸い䛳䛯ノンバ䞊バ䝹䛷伝え䜛情報䛾方䛜大䛝

い䚹 

 

skype接続䛷䜾䝹䞊䝥䛾会話䛜始䜎䜛 

普段䚸会話䜢䛧䛶い䜛䛸䛝䛻䛭䛾䜘う䛺䛣䛸䜢意識䛧䛶い䜛

生徒䛿少䛺い䛰䜝う䚹人䛾話䜢聞䛟䛸䛝䛻䚸相手䛻体䜢䛧䛳

䛛䜚䛸向䛡䚸相手䜢見䛶䚸真剣䛺目䛷聞䛟䚹䛭うい䛳䛯姿勢

䛜相手䛻好感䜢え䚸良い༳象䜢䜒䛯䜙䛩䛾䛷䛿䛺い䛛䚹

䛸い䛳䛯結論䛷あ䛳䛯䚹岩本教諭䛾䛣䛾䜎䛸䜑䛾通䜚䚸生徒

䛿䝯䝰䜢ྲྀ䜚䛺䛜䜙䜒䚸懸命䛻岩本教諭䛾話䛻耳䜢傾䛡䚸

体䛷話䜢聞い䛶い䛯䜘う䛻見え䛯䚹 

 

㸱．授業者かࡽの説明 

  研究授業後䛻䚸授業者䛷あ䜛岩本先生䛛䜙授業䛾概

要䛺䛹䛻䛴い䛶ㄝ明䛜あ䛳䛯䚹 

●教材䛸䛧䛶䚸Web 䜹䝯䝷䜢使用䛧䛯 Skype 䜢利用䛧䛯䚹

Web䜹䝯䝷䞉Skype䛿䛸䜒䛻䚸生徒䛻䛸䛳䛶䛿䚸あ䜎䜚䛺䛨䜏

䛾䛺い教材䜢使䛳䛯授業䛸いう䛣䛸䛷䚸興味䞉関心䜢引䛟

ෆ容䛸考え䜛䚹 

●本授業䛿本校䠏ᖺḟ䛻設定䛥䜜䛶い䜛必修科目䞉情報 A

䛾講ᗙෆ䛷行䛳䛯䚹高校䠏ᖺ生䛷䜒対人䝁䝭ュニ䜿䞊ショ

ン䜢得意䛸䛩䜛生徒䛜多い䚹䛭䛾䛯䜑䚸携帯電話䜢使

䛳䛯䝥䝻䝣䜱䞊䝹䝃䜲䝖や E 䝯䞊䝹䛸い䛳䛯文字䛰䛡䛾䝁䝭

ュニ䜿䞊ション䛷䜘䛟起䛣䛳䛶い䜛䝖䝷䝤䝹䛾ほ䛛䛻䚸日常

会話䛷䜒䝁䝭ュニ䜿䞊ション䛜う䜎䛟い䛳䛶い䛺い経験䜒多

䛟䚸䛭䛾失敗䛾要因䜢見䛴䛡䜙䜜䛯䜙䛸思い䚸考案䛧䛯䚹 

●.題材䜢通䛧䛶䚸䝁䝭ュニ䜿䞊ション䜢滑䛻行う要素䛜䚸

音声や文字䛺䛹䛸い䛳䛯言語的䠄バ䞊バ䝹䠅䛾䛻䚸非

言語的䠄ノンバ䞊バ䝹䠅ෆ容䜒㔜要䛷あ䜛䛣䛸䜢気䛵䛛䛫䚸

普段䛾䝁䝭ュニ䜿䞊ション䛾場䛷䜒䛭䜜䜙䛾要素䜢意識䛧

䛶䚸学校生活䜢送䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘う䛻指導䛧䛯い䚹 

 

㸲．授業についての研究協議会 

 䛭䛾後䚸授業䛻関䛩䜛質疑応答䛜行わ䜜䛯䚹以ୗ䚸䛭䛾

要約䜢示䛩䚹 

Q 鉛筆䞉消䛧䝂䝮䜢禁止䛻䛧䛶い䛯䛾䛿䛺䛬䛛？ 

A 鉛筆䛾心や消䛧䜹ス䛜キ䞊ボ䞊䝗䛻挟䜎䜛䛣䛸䛜あ䜛䛾

䛷䚸䛭䜜䛻䜘䜛故㞀䜢防䛠䛯䜑禁止䛻䛧䛶い䜛䚹 

 

䠭 一部䛷映像䛜遅䜜䛯䜚䚸音䛜遠䛛䛳䛯䜚䛜あ䛳䛯䚹日

䛾人数や機器䛾状態䜢考え䛯ୖ䛷䝖䝷䝣䜱ッ䜽䛿予定通䜚

䛰䛳䛯䛛？  

A 多䛟䛿予定通䜚䚹前䛾䝔ス䝖䛷う䜎䛟い䛳䛶い䛯䛾䛷

安䛿䛭䜜ほ䛹無䛛䛳䛯䚹日䜒大䛝䛺問題䛿無䛛䛳䛯䛸思

う䚹䜎䛯䚸外部䛸䛾や䜚ྲྀ䜚䛻䛴い䛶䜒䝔ス䝖済䜏䛷後䛿ෆ

部䛻䛸䛹䜎䜙䛪䚸外部䛸䛾交流䛜䛷䛝䛯䜙䜘い䛸考え䜛䚹䠄

䛾先生䛛䜙䜒䚸外部䛸䛾可能性䛻䛴い䛶質問回答䛜あ䛳䛯䚹

十分䛻可能䛷あ䜚䚸海外䛸䛾や䜚ྲྀ䜚䜒時差䛾問題䜢除䛡

ば䛷䛝䜛䛸䛾䛣䛸䛷あ䛳䛯䠅 

 

䠭 後䛾展開䛿？ 

A 回䛿単発䛾授業䛰䛳䛯䛯䜑䚸１時間䛾䜏䛾授業䛷あ

䜛䚹教科書䛷䛿䡞情報伝達䛾工ኵ (第一学習社  第一章 

第節)䡟䛸䝸ン䜽䛧䛶い䜛䛾䛷䚸䛭䛣䛷ྲྀ䜚入䜜䜛䛣䛸䜒考え

䜙䜜䜛䚹 

 

䠭 䜾䝹䞊䝥䜢１対１䛷䛿䛺䛟䠏人䛻䛧䛯䛾䛿䛺䛬䛛？ 

A １対１䛷䛿恥䛪䛛䛧䛜䛳䛶䛚互い䛜黙䛳䛶䛧䜎う可能性

䛜あ䜛䛯䜑䚹 

 

㸳．各校の課題についての意見交換会 

 䛭䛾後䚸日䛾授業䛻䛸䜙わ䜜䛪䚸各校䛾現状䜢踏䜎え

䛯意見交換会䛜行わ䜜䛯䚹以ୗ䚸䛭䛾要約䜢示䛩䚹 

 

䠭 䝁䝭ュニ䜿䞊ション能力䜢高䜑䜛䛾䛿䛸䛶䜒難䛧い䚹䛹䛾

䜘う䛺工ኵ䜢䛥䜜䛶い䜛䛛？ 

A 絵や図䜢言葉䛷表現䛥䛫䛶䜏䜛䚹面接や発表䜢䛯䛟䛥䜣

䛥䛫䛶䜏䜛䚹䜲ンス䝖䝷䜽ション(ㄝ明書)等䜢作䜙䛫䛶何䜢伝

え䚸何䜢伝え䜛䜉䛝䛷䛺い䛾䛛䜢考え䛥䛫䜛䚹  

Ａ 䛸䛻䛛䛟䝥䝺䝊ン䝔䞊ション䚸人前䛷話䛩機会䜢増や䛧

䛶い䛟䛣䛸䚹 

Ａ 教科䡞情報䡟䛰䛡䛾問題䛷䛿䛺い䚹国語や社会䛺䛹多䛟

䛾教科䛷高䜑䛶い䛟䜉䛝能力䛷あ䜚䚸䛩䜉䛶抱え込䜐必要

䛿無い䚹 

 

䠭 情報䛾教員䛜１人䛾場合䚸誰䛻相談䛧䛯䜙䜘い䛛？ 

A 研究会䜈䛾参加や䚸校䛾授業䜢見学䛩䜛䛺䛹䚸積極

的䛻行動䛩䜛䚹 

 情報科䛾教員䛜各学校䛻１人䚸䜎䛯䛿䚸自分以外䛿非常

勤䛾先生䛾䜏䛸いう䛾䛜現状䚹䛧䛛䛧䚸自⏤䛻授業䛜進䜑

䜙䜜䜛䛺䛹䛾䝯䝸ッ䝖䜒あ䜛䚹 

 



 

Q 実㝿䛻䝖䝷䝤䝹䛜あ䛳䛯場合䚸情報科教員䛸䛧䛶䛹う対

処䛩䜛䛾䛛？ 

A 大䛝䛺問題䛻䛴い䛶䛿䚸学校単位䛷対応䛩䜛必要䛜あ

䜛䚹情報科教員䛸䛧䛶䛿䚸常䛻新䛧い䜒䛾䜢追い続䛡䛺䛡䜜

ばい䛡䛺い䚹䝥䝻䝣や䝣䜵䜲ス䝤ッ䜽䛺䛹新䛧い䝃䞊䝡ス䛿䜎

䛪自分䛷体験䛧䛶䜏䜛䛣䛸䛷䚸利点や༴険性䜢把握䛧䛶䛚

䛟䛸䜘い䚹 

 

䠭 䝥䝺䝊ン䝔䞊ション䛾指導䛜難䛧い䚹䛹䛾䜘う䛻指導䛧䛶

い䜛䛛？ 

A 言葉䛰䛡䛾情報䛛䜙図䜢ᥥ䛛䛫䜛䛺䛹䚸言葉䛰䛡䛷伝

え䜛訓練䜢䛥䛫䜛䚹発表時䛿䚸䝡䝕䜸䜢撮䜛䛣䛸䛷䚸自分䛾

発表䜢確認䛥䛫䜛䚹䜎䛯䚸聞䛝手䛻評価䞉感想䜢䜒䜙い䚸客

観的䛺意見䜢聞䛡䜛䛸いい䚹䛭䛾㝿䛿䚸傷䛴䛡䜛䜘う䛺言葉

䛜含䜎䜜䛶い䛺い䛛䚸感想䜢教員䛜あ䜙䛛䛨䜑チ䜵ッ䜽䜢䛧

䛶䛚䛟䛣䛸䛜必要䚹原稿䜢ㄞ䜣䛷䛧䜎う䜘う䛺生徒䛜多い䛜䚸

䛸䛻䛛䛟場数䜢䜅䜐䛣䛸䚹䜎䛯䚸䜽䝷スෆ䛰䛡䛷䛺䛟䚸保護者

䛾前䛷発表䛩䜛䛺䛹䛾機会䜢設䛡䛶䜏䛶䜒䜘い䚹 

 

戸⏣翔陽高校 岩本 ኴ一教諭 

 

おわࡾに 

進路䛻䛴い䛶思い悩䜏䚸決䜎䛳䛯者䛿遅刻やḞ席䛜増

え䜛 3 ᖺ生䛾䛣䛾時期䛻䚸授業見学会䜢快䛟引䛝ཷ䛡䛶い

䛯䛰い䛯岩本教諭䚸並木教諭䚸会場䜢ᥦ供䛧䛶い䛯䛰い䛯

戸⏣翔陽高校䛾菅㔝校長䛿䛨䜑職員䛾皆様䛻感謝申䛧

ୖ䛢䜛䚹 

数ᖺ前䛻新校䛸䛺䜚䚸୕部制䛸䛺䛳䛯戸⏣翔陽高校䛾生

徒䛿䛹䛾䜘う䛺生徒䛷䚸䜎䛯岩本教諭䛜䛭䛾生徒䛻対䛧䛶

䛹䛾䜘う䛺工ኵ䜢持䛳䛶授業䛻ྲྀ䜚組䜣䛷い䜛䛾䛛䚸非常

䛻興味深䛟見䛥䛫䛶䜒䜙䛳䛯䚹䜎䛯䚸skype 䛻䛴い䛶䜒実践

例䛿少䛺䛟䚸接続可能䛛䛹う䛛䚸䛷䛝䜛䛺䜙ば䛭䛾ୖ限人

数䛿䛹䛾程ᗘ䛛䚸授業䛾䛹䛾単元䛷䛹䛾䜘う䛻実践䛧䛶い

䛟䛾䛛䚸考え䜛良い機会䛸䛺䛳䛯䚹 

䜎䛯䚸意見交換会䛻䛚い䛶䜒䝁䝭ュニ䜿䞊ション能力䜢高

䜑䜛実践例䜢多䛟䛾先生方䛻紹い䛯䛰䛝䚸᭷意義䛺

時間䜢過䛤䛩䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

最後䛻参加者䛛䜙䛾感想䜢い䛟䛴䛛紹䛥䛫䛶い䛯䛰

䛟䚹 

䞉 岩本先生䛾人柄䛜良䛟出䛶い䛶生徒䛾ペ䞊ス䛻合わ

䛫䛶和や䛛䛻授業䛥䜜䛶い䜛䛾䛜䚸༳象䛻残䛳䛯授業

䛰䛳䛯䚹 

䞉 skype䜢使䛳䛯授業䜢䛿䛨䜑䛶見学䛥䛫䛶い䛯䛰䛝䚸非

常䛻参考䛻䛺䛳䛯䚹䜎䛯䚸生徒䜒興味深䛟意欲的䛻ྲྀ

䜚組䜣䛷い䛯䛾䛜༳象的䛰䛳䛯䚹 

䞉 䝁䝭ュニ䜿䞊ション䜢改䜑䛶考え直䛩䛣䛸䛜䛷䛝䛯䛝䛳䛛

䛡䛾授業䛸䛺䛳䛯䚹生徒䛛䜙䜒䛴䛺い䛷話䛧䛯い䛸いう

欲求䜢感䛨䜎䛧䛯䚹 

 

 
䛺䛚䚸授業䛷利用䛥䜜䛯 web䜹䝯䝷䛿本研究会䛷購入䛧䛯䚹貸䛧出䛧可䛸䛺䜛䛾䛷䚸利用䛥䜜䛯い学校䛿䚸研究会䛾ほう䛻䛭䛾旨

打診䛧䛶い䛯䛰䛝䛯い䚹䝦ッ䝗䝉ッ䝖䜒ᖺᗘ購入予定䛷あ䜚䚸詳細䛿本研究会Ｈ䠬䛻掲載䛩䜛予定䛷あ䜛䚹 



࠙研究委員会ࠚ 

コミュニケーション能力の向上を目的とした授業の工夫 

 

埼玉県高等学校情報教育研究会 研究委員 

 

 じめにࡣ

 埼玉県高等学校情報教育研究会の研究委員ࠊࡣ毎年

研究論文を会誌へ掲載ࡋていࠊࡀࡿ昨年ࠕ情報機器㸦情

報通信ネッࢺワ࣮ク㸧を利用すࡿ上࡛のコミュニケ࣮

ションの工夫 とࠖ題ࡋてࠊ新学習指導要領ࠕࡿࡳࡽコ

ミュニケ࣮ションࠖの工夫にࡘいて研究を行ࡗたࠋこ

の研究論文࡛8ࡣ項目にわたࡗて授業提案を行ࡗて࠾

うに授業ࡼのコミュニケ࣮ション能力の育成をࠊࡾ

࡛展開࡛ࡿࡁを提示ࡋたࠋ 

昨年度の研究࡛ࠊࡣ以下の8項目にࡘいて授業提案を

行ࡗていࠋࡿ 

 

・ プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの比較 

・ まࡣࡎ発言㸦投稿㸧すࡿ－twitterを活用ࡋた実践 

・ Webカメラを使ࡗたコミュニケ࣮ションの工夫 

・ 掲示板を使用ࡋた議論 

・ 同ࡌ資料࡛プࣞࢮン࣮ࢸション 

・ プࣞࢮン࣮ࢸション ～先生にࢁ࡞う～ 

・ プࣞࢮン࣮ࢸション～卒業旅行を計画ࡼࡋう～ 

 ࡽション࣮ࢸンࢮプࣞࡿࡼル࣮プワ࣮クにࢢ ・

学ぶコミュニケ࣮ション 

 

前半の4項目ࠊࡣ情報通信ネッࢺワ࣮クを活用すࡿう

え࡛必要࡞コミュニケ࣮ションの技術を学ぶたࡵの授

業提案࡛あࠋࡿtwitterやWebカメラࠊ࡞新ࡋい技術

を授業に取ࡾ入ࡿࢀこと࡛ࠊコミュニケ࣮ション能力

の向上ࡔけ࡛࡞ࡣくࠊ今後の情報化社会の進展を学ぶ

ことへもࡿࡀ࡞ࡘと考えていࠋࡿ 

 後半の4項目ࠊࡣ同ࡌプࣞࢮン࣮ࢸションという࣮ࢸ

コミュニケ࣮ションの能力のࡽ口ࡾたษࡗ遊ࠊ࡛࣐

向上を学ぶことを提案ࡋていࠋࡿ 

てࡋ授業実践とࠊࡾ授業提案࡛あࡣࡽࢀこࠊࡋࡋ

蓄積さࢀたもの࡛ࡗ࡞ࡣたࠋそのたࠊࡵ本年の研究

ࠊࡋ昨年の授業提案を各研究委員の勤務校࡛実践ࠊࡣ࡛

その成果ࠊࡽ新たに各校࡛実施࡛ࡼࡿࡁう࡞エッセ

ンスを見ࡘけࡿこと࡞ࡁ࡛ࡀいと考えたࠋ 

本年の研究࡛ࠊࡣこࡽࢀの中ࡘ3ࡽの項目にࡘいて実

践を行ࡗたࠋ 

実践を行ࡗたのࠊࡣ以下の項目࡛あࠋࡿ 

3-1 プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの比較 

3-2 Webカメラを使ࡗたコミュニケ࣮ションの工夫 

3-3 同ࡌ資料࡛プࣞࢮン࣮ࢸション 

 

 実践ࠊࡣ同ࡌ授業提案を複数の研究委員ࡀ各勤務校

࡛実践ࡋていࠋࡿそのたࠊࡵ同ࡌ授業提案࡛あࡗてもࠊ

各校の実情に合わせて実践ࡀ変わࡗていࠋࡿまた実施

すࡿ教員にࡗࡼて工夫すࡿ箇所ࡀ変わࡗてࠊࡾ࠾その

遊いを比較検討すࡿこと࡛ࡾࡼࠊ効果的࡞授業の展開

にࡘいて新た࡞発見ࡿࡁ࡛ࡀと感ࡌていࠋࡿ 

 

㸯 学習指導要領におけるࠕコミュニケーションࠖの

扱いについて 

ᖹ成20年1月の中央教育審議会答申࡛ࠊࡣ情報科の改

善の基本方針や主࡞改善事項とࡋてࠗࠕ社会と情報 にࠖ

ࡿ現代社会に及ぼす影響を理解させࡀ情報ࠊࡣいてࡘ

とともにࠊ情報機器等を効果的に活用ࡋたコミュニケ

࣮ション能力や情報の創造力・発信力等を養うࠊ࡞

情報化の進ࡴ社会に積極的に参画すࡿことࡿࡁ࡛ࡀ能

力・態度を育てࡿことに重点を置く࠘ࠋ と示さࠊࢀこの

答申に基࡙ࠊࡁᖹ成21年に3月に告示さࢀたࠕ新学習指

導要領࡛ࠖࠊࡣ現行のࠕ情報A 情報Bࠕࠖ ࠊ情報Cࠖをࠕࠖ

主とࡋて情報社会に参画すࡿ態度を重視すࠕࡿ社会と

情報ࠖとࠊ情報の科学的࡞理解を重視すࠕࡿ情報の科

学ࠖの2科目に再編すࡿことにࡗ࡞たࠋ 

新学習指導要領࡛ࠕࠊࡣ社会と情報 のࠖ目標にࠗ 情報

の特徴と情報化ࡀ社会に及ほす影響を理解させ,情報

機器や情報通信ネッࢺワ࣮ク࡞を適ษに活用ࡋて情

報を集,処理,表現すࡿとともに効果的にコミュニケ

࣮ションを行う能力を養い,情報社会に積極的に参画

すࡿ態度を育て࠘ࡿとあࠊࡾコミュニケ࣮ション能力

を養うことࡀ示さࢀていࠋࡿまた目標に対応ࡋてࠕࠊ内

容とその取扱い࡛ࠖ ワ࣮クとࢺ㸦2㸧 情報通信ネッࠕࡣ



コミュニケ࣮ション にࠖࠕ コミュニケ࣮ション手段

の発達 とࠖࠕウ 情報通信ネッࢺワ࣮クの活用とコミュ

ニケ࣮ションࠖの2ࡘの項目ࡀ作ࢀࡽていࠋࡿ 

現行の情報Cと比較すࡿとࠊ情報C࡛ࡣ目標とࡋてࠗ 情

報のデࢪタル化や情報通信ネッࢺワ࣮クの特性を理

解させࠊ表現やコミュニケ࣮ションに࠾いてコンピュ

࣮タ࡞を効果的に活用すࡿ能力を養う࠘とࡋて示さ

コミュニケ࣮ショࠕࡿていࢀここ࡛出さࠊࡀࡿていࢀ

ンࠖࠊࡣコミュニケ࣮ションの目的にࡗࡼて情報通信

の手段を変えࡿことを説明すࡿもの࡛あࠊࡾあくま࡛

情報通信ネッࢺワ࣮クを主とࡋて説明すࡿたࡵのもの

࡛あࡗたࠋ 

コミュニࠕࡿていࢀ新学習指導要領࡛示さࠊࡋࡋ 

ケ࣮ション࡛ࠖࠊࡣ現行のࡼうに情報通信手段を活用

コミュニケ࣮ションの成立を主題とࡾࡼࠊもࡽࡀ࡞ࡋ

いてࡘにࢀこࠋたࡗ࡞うにࡼࡴことを含ࡿて学習すࡋ

いて࠾ᖹ成22年1月の高等学校学習指導要領解説にࠊࡣ

次のࡼう࡞記述ࡀあࠋࡿ 

 

たコミュニケ࣮ショࡋワ࣮クを活用ࢺ情報通信ネッࠕ

ンの問題点を㸪対面にࡿࡼコミュニケ࣮ションと対比

させࡽࡀ࡞㸪通信サ࣮ࣅスの特徴を踏まえて考えさせ

スࣅまた㸪今後も情報通信技術の進展や通信サ࣮ࠋࡿ

の変化にࡾࡼ㸪コミュニケ࣮ションࡀ変化ࡋていくこ

とを考えさせࠋࡿ例えば㸪㸯対多࡞のコミュニケ࣮

ションࡣ㸪ࣅࣞࢸや新聞ࡽ࡞電子掲示板やＳＮＳ

㸦Social Networking Service㸧࡞ま࡛広ࡗࡀてࡁた

こと㸪情報通信技術の進展にࡾࡼ個人識別にࡿࡼ㸯対

㸯のコミュニケ࣮ションࡀ重視さࡼࡿࢀうにࡗ࡞てࡁ

ていࡿこと࡞にࡘいて考えさせࠋࠖࡿ  

 

た上ࡋや特性を理解ࡳワ࣮クの組ࢺ情報通信ネッࠕ

࡛㸪実習を中心に㸪適ษ࡞例題を通ࡋて㸪目的や場面

に応ࡌて適ษ࡞コミュニケ࣮ション手段を選択ࡋ㸪効

果的にコミュニケ࣮ションを行うたࡵに必要࡞基礎的

その際㸪伝聞や推測㸪自ࠋࡿ知識と技能を習得させ࡞

分の考えࡀ事実とࡋて伝わࡗたࡋࡾてい࡞い㸪他人

の著作権࡞を侵害࡞ࡋいࡼうに適ษ࡞引用をࡋてい

㸪情報࡞㸪情報の信憑性や著作権への配慮࡞ࡿ

を発信すࡿたࡵの様々࡞活動にࡘいて自己評価させࡿ

活動を取ࡾ入ࠋࠖࡿࢀ  

 

以上のࡼうࠊ࡞コミュニケ࣮ションの扱いの変化を踏

まえてࠊ授業の中࡛ࠊコミュニケ࣮ション能力の向上

を行うたࡵにࡣのࡼう࡞内容ࡀ有効࡞のࠊ授業の

提案と実践を行うこととࡋたࠋ 

 

 

２ 研究の進め方について 

 新学習指導要領に࠾けࡿコミュニケ࣮ションの扱い

の変化を踏まえた上࡛ࠊこのコミュニケ࣮ションの工

夫をいに指導すࠊࡿ研究を行ࡗたࠋ 

前述ࡋたࡼうにࠊ昨年の研究࡛授業提案を行ࡗて࠾

の項目をࡘいくࡽその授業提案の中ࠊࡣ本年ࠊࡾ

取ࡾ上ࡆて実践を行ࡗていࠋࡿ実践を行う際にࠊࡣ同

各委ࠊࡵたࡿていࡋを複数の研究委員࡛実践࣐࣮ࢸࡌ

員の勤務校の実情に沿ࡗた実践とࡗ࡞ていࠋࡿ 

こࡽࢀの実践を通ࡋてࠊ情報科の授業の中࡛ࠊ情報

通信機器を活用ࡋコミュニケ࣮ションの工夫を指導す

 ࠋたࡋいて研究ࡘに何ࡣ授業と࡞に有効ࡵたࡿ

授業実践ࠊࡣ以下の順に分けて説明ࡋていࠋࡿ 

題材設定の理由と題材の目標にࡘいてࠊࡣ同ࡌ授業内

容の場合ࠊ理由と目標ࡀ共通のたࡵ冒頭の実践にのࡳ

掲載ࡋていࠋࡿ 

 題材設定の理由࡛ࠊࡣのࡼう࡞コミュニケ࣮ショ

ン能力をこの題材࡛身にࡘけさせたいを挙ࡆていࠋࡿ 

 題材の目標࡛ࠊࡣこの題材を学ぶことにࡗࡼて得ࡿ

ことࡀ期待さࡿࢀコミュニケ࣮ションの知識と技能に

 ࠋࡿていࡆいて挙ࡘ

 そࢀ以外の項目にࡘいてࠊࡣ実践報告ࡈとに掲載ࡋ

ていࠋࡿ 

㸦㸯㸧授業を行ࡗたクラスの概要 

 生徒の年次や人数ࠊ学習の状況ࠊ࡞クラスの状況

にࡘいて挙ࡆていࠋࡿ 

㸦２㸧ࡽࡡい 

 授業提案の目標をࡩまえてࠊ生徒に学習の定着を期

待すࡿ内容を挙ࡆていࠋࡿ 

㸦㸱㸧教材の説明 

 授業࡛使用ࡋたプࣜンࢺやデ࣮タを挙ࡆていࠋࡿ 

㸦４㸧実施の流ࢀと留意点 

授業の展開を示ࡋたもの࡛あ50ࠋࡿ分1時間とࡋて計

算ࡋていࠋࡿ指導者や各校の実情にあわせてࠊ弾力的

に進度をえて実施ࡋてもࡽいたいࠋまたࠊ実施にあ

たࡗてࠊ留意ࡀ必要࡞内容もこの項目に掲載ࡋていࠋࡿ 

㸦㸳㸧評価 

授業を実践ࡋ生徒を評価すࡿ際にࠊ評価ࡋた対象と

観点を挙ࡆていࠋࡿ各校の実情にࡗࡼてࠊ評価方法ࡣ

変化すࡿの࡛ࠊ授業を実践すࡿ場合ࠊࡣ本研究の評価

方法を踏まえた上࡛ࠊ新た࡞評価方法を考えてもࡽい

たいࠋ 

㸦６㸧ࡾࡩえࡾ 

 授業を実施ࡋた後に授業者ࠊࡀ生徒の状況や実施ࡋ

て有効ࡗࡔたことࠊまたࡣ改善を必要とすࡿことをࡩ

 ࠋࡿていࡆ挙ࡾえࡾ

 

 



㸱 授業実践報告 

3-1 プࣟフとエントࣜーシートの比較 

 

○題材設定の理由 

 子供たࡕにとࡗてࠊ情報通信機器を利用すࡿ身近࡞

コミュニケ࣮ションの一ࡘにࠕࠊプロࣇ ࠋࡿࢀࡽࡆ挙ࡀࠖ

㸦プロࣇとࠊࡣ携帯電話等࡛自分のプロ࣮ࣇルを作

成ࡋてWeb上に公開すࡿサ࣮ࣅスの略称࡛あࠋࡿ㸧 

プロࣇに個人情報を載せࡿことの༴険性を理解させࡿ

指導も重要࡛あࠊࡀࡿそࡔࢀけ࡛プロࣇの利用࡞ࡀく

ラࢺの࡞ࡵࡌいࡀࡳ込ࡁ書ࠊまたࠋ無いࡣことࡿ࡞

 ࠋࡿていࡋ事例も増加ࡿࡀ࡞ࡘルにࣈ

 子供たࡀࡕプロࣇを安全に利用すࡿたࡵにࠊࡣプロ

ࡼࠊて考えさせࡵたࡽあのࡿに利用すࡵを何のたࣇ

 ࠋࡿ指導も必要࡛あࡿの工夫をさせࡵたࡿく利用すࡼࡾ

 就職活動࡛利用すࡿエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ ͆ 情報通信

ネッࢺワ࣮クを利用ࡋた自己PR͇ࡀ目的࡛あࠊࡀࡿプ

ロࣇも同様に捉えࡿことࠊࡋࡋࠋࡿࡁ࡛ࡀPRすࡿ相

手やࠊ目的ࡀ遊うたࠊࡵ伝えࡿ内容や表現方法ࡀ大ࡁ

く異ࠋࡿ࡞ 

 この遊いを理解すࡿこと࡛ࠊ情報を伝えࡿ際の表現

方法に目を向けさせࠊコミュニケ࣮ションの工夫ࡀ大

ษ࡛あࡿことを理解させたいࠋ 

 

○題材の目標 

 プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡽࡕࠊࡣࢺもࠕ情報通信

ネッࢺワ࣮クを利用ࡋて行う自己紹(個人の情報発

信)ࠖという共通点を持ࠊࡀࡘその利用に࠾いて 

 目的．

 相手ࡿ伝え．

ウ．発信すࡿ情報の内容 

エ．表現 

オ．相手の受け取ࡾ方 

 ࠋࡿて理解させࡋことを教材の比較を通ࡿ࡞異ࡀ

 以上ࡽプロࣇに個人情報を掲載すࡿことの༴険性

に改ࡵて触ࡿࢀとともにࠊ利用すࡿ目的を考えさせࠊ

 ࠋࡿの工夫を考えさせࡵたࡿ情報発信をす࡞適ษࡾࡼ

 またࠊエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺや履歴書を作成すࡿ時の留

意点を理解すࡿとともにࠊ効果的࡞自己PRをすࡿたࡵ

の工夫を考えさせࠋࡿ 

 

○実践の比較 

 実践a1ࡣ年生を対象に実施ࡋていࠋࡿプロࣇを禁止

ࠊࡀたࡗい部分もあࡋ難ࡀ指導ࠊࡵ学校のたࡿていࡋ

プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの遊いࡔけ࡛࡞くࠊプロࣇ

の༴険性を強く意識させࡿことࡁ࡛ࡀていࠋࡿ実際に

使わࢀていࡿプロࣇやエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺを教材にࡋて

 ࠋࡿていࡗ࡞うにࡼやすいࡋࢪメ࣮具体的にࡀ生徒ࠊࡾ࠾

 実践bࡣ就職希望者の多い3年生を対象にࠊ少人数の

選択授業࡛実施ࡋていࠋࡿ生徒1ࡀ年生に比べ落ࡕ着ࠊࡁ

進路意識ࡀ高まࡗていࡿたࠊࡵ進路指導に繋ࡼࡿࡀう

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの書ࡁ方に時間をけていࠋࡿ 

授業公開を行ࡗてࠊࡾ࠾授業の様子ࡀ細く分析さࢀ

ていࠋࡿ 

 実践cࡣ進学希望者ࡀ多数を占3ࡿࡵ年生を対象に実

施ࡋていࠋࡿ現状ࡣプロࡾࡼࣇSNSを利用すࡿ生徒ࡀ多

くࠊ今後ࡣプロࣇに限定せࡎに教材を選択すࡿことࡀ

改善案とࡋて挙ࢀࡽࡆた2ࠋ時間࡛実施ࡋたࠊࡀ後日エ

ン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの作成部分を短縮ࠊࡋ他のクラス࡛1

時間࡛も実施ࡋていࠋࡿ 

 同ࡌ授業提案࡛あࡗてもࠊ生徒の能力・学年・進路

希望等の条件にࡗࡼてࠊ実践内容ࡣ異ࠊࡾ࡞各教員の

工夫も様々࡛あࡿことࡀわࠋࡿそࢀࡒࢀの結果を振

今後のࠊࡾあࡀ発見࡞新たࠊこと࡛ࡿ比較すࠊࡾ返ࡾ

授業࡛役立てࡿことࡿࡁ࡛ࡀと感ࡌたࠋ 

 

実践a㸦1時間࡛実施㸧 

㸦㸯㸧授業を行ࡗたクラスの概要 

情報Aの時間内࡛実践ࡋたࠋ対象とすࡿ生徒1ࠊࡣ学

年32名㸦男子14名ࠊ女子18名㸧ࠋ多くの生徒ࡀ勉強に苦

手意識をもࠊࡕ高校生活の目的を見いࡔせ࡞い࡛いࠋࡿ

授業中ࠊ落ࡕ着いて学習に取ࡾ組ࡴことࡀ難ࡋい生徒

もいࠋࡿ進路学習に࠾いても真剣に前向ࡁに取ࡾ組ࡵ

 ࠋࡿい傾向にあ࡞

プロࣇにࡘいて4ࡣ月の入学時にンケ࣮ࢺ調査を

のࡿていࡋを禁止ࣇプロࡣ学校࡛ࠊࡋࡔたࠋࡿていࡋ

 ࠋい࡞答えていࡣも正直にࡋࡎ必ࠊ࡛

 㸼ࢺンケ࣮＞

1．プロࣇを作ࡗてい7    ࡿ人 

      作ࡗてい࡞い  25人 

2．他の人のプロࣇを見13  ࡿ人 

         見࡞い  19人 

3．1日のメ࣮ルの発信数  ᖹ均60通 

4．1カ月のᖹ均携帯使用料 9,665 

 

㸦２㸧ࡽࡡい 

情ࠊこと࡛ࡿを比較すࢺシ࣮࣮ࣜࢺとエンࣇプロ 

報発信すࡿ際にࠊࡣ目的・相手にࡾࡼ適ࡋた表現方法

を選択すࡿことの重要性を理解させࠋࡿまたࠊその効

果にࡘいても考えさせࠋࡿさࡽにࠊプロࣇに関ࡋてࠊࡣ

個人情報を掲載すࡿことの༴険性にࡘいて考えさせࠋࡿ 

ࠊࡾࡼことにࡿの表現方法を知ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

高校を卒業すࡿま࡛に身にࡘけ࡞けࢀば࡞ࡽ࡞いスキ

ルにࡘいてメ࣮ࢪを持たせࠋࡿ 

ウ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺを通ࡋてࠊ日頃の生徒指導の意

義にࡘいて気付せࠋࡿ本来進路選択ࡀ迫3ࡿࢀࡽ年時



に行うのࡀ望まࡋいのも࡞ࢀࡋいࠊࡀあえて1年生に

行うこと࡛効果ࡀ得ࡿࢀࡽの࡛ࡣと考えࠋࡿ 

 

㸦㸱㸧教材の説明 

 例㸦画像㸧ࣇプロ 

 前の時間ࠊ生徒に教材とࡋて使いたい旨を説明ࠊࡋ

承諾を得ࢀࡽた生徒のプロࣇを使用ࡋたࠋエン࣮ࣜࢺ

シ࣮ࢺとの対比をࡋたとࡁ特徴ࡀ分ࡾやすい構図の

写真を選ࠋࡔࢇ㸦人数・髪型・ࠋ࡞ࢬ࣮࣏㸧 

 

 㸦画像㸧ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

事前に大学生のエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺを本人の承諾を得

て借ࡾたࠋ 

 

 

ウ 比較シ࣮ࢺ㸦プࣜンࢺ㸧 

プࣟフとエントࣜーシートの比較Ϩ 

 

1年  組  番 氏名         

 プロࣇ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ 

ձ目的 

  

ղ相手 

  

ճ内容 

  

մ表現 

  

յ成果 

  

  

 

エ．振ࡾ返ࡾシ࣮ࢺ 
情報Ａ

プࣟフとエントࣜーシートの比較ϩ 

 

1年  組  番 氏名         

◎プࣟフについて、改めてࡶう一度考えてࡼࡳう 

何のたࡵに利用ࡋていࡿの？ 

 

目的にあࡗた公開をࡋていࢁࡔࡿう？ 

 

目的ࡣ達成࡛ࡁたの？ 

 

༴険性࡞ࡣい࡞？ 

 

相手に࡞ࢇ印象を与えていࡿの࡞？ 

 

◎個人情報を発信する際に気をつけ࡞け࡞ࡽ࡞ࡤࢀいこと࡞ࢇࡣことࢁࡔう 

・ 

・ 

・ 

・ 

◎今回の授業の感想 

 

 

㸦４㸧実施の流ࢀ 

 の利用状況を質問ࣇプロ 

・プロࣇの便利さࠊ不便さࠊ利用すࡿ理由利用࡞ࡋい

理由ࠊ興味のあࡋ࡞ࡿにࡘいて 

 の画像を表示㸧ࣇ用語の解説㸦プロ 

ウ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの説明 

・今時の就職活動 

・履歴書との遊い 

エ 比較㸦プࣜンࢺに記入㸧 

・何のたࡵに利用すࡿの 

・伝えたい相手࡞ࢇࡣ人 

・伝えࡿ内容ࡣ何 

 ࡿていࡋ表現を࡞ࢇ・

 のࡿあࡀ効果࡞ࢇ・

オ プロࣇにࡘいて整理すࡿ 

・目的ࡣ何 

・༴険性࡞ࡣい 

 ࡿ印象を与えてい࡞ࢇ・

カ まとࡵ㸦プࣜンࢺに記入㸧 

・個人情報を発信すࡿ際に気をࡘけ࡞けࢀば࡞ࡽ࡞い

こと 

キ 振ࡾ返ࡾ㸦プࣜンࢺに記入㸧 

・今回の実習࡛学ࡔࢇこと 

・こࡽࢀのプロࣇの使い方を考えࡿ 

・2年後にエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡀࢺ書けࡼࡿうにࡿ࡞にࡣ何

 ࡿを考え必要ࡀ

 

㸦㸳㸧授業に࠾いて留意ࡋたこと 

・プラバシ࣮に配慮ࠊࡋ生徒の個人情報の扱いにࡣ

十分注意ࡋたࠋ 

ࠊにࡵたࡿを生徒に持たせࢪメ࣮࡞べく具体的ࡿ࡞・

プロࣇもエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺも本物㸦実際に使わࢀてい

 ࠋ画像を見せたࠊࡋもの㸧を用意ࡿ



㸦６㸧評価 

 ࢺシ࣮ࡾ返ࡾび振ࡼ࠾㸧ࢺ㸦プࣜンࢺ比較シ࣮ 

プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの遊いやࠊ情報発信の振ࡾ

返ࡾにࡘいてࠊ十分࡞記述ࡀあࡿを3段階࡛評価ࡋたࠋ 

 ࡳ組ࡾ授業への取 

授業中の態度やࠊ発言の様子を評価ࡋたࠋ 

 

㸦㸵㸧振ࡾ返ࡾ 

 生徒の感想 㸦原文のまま㸧 

・プロࣇやࡿ時ࡣ気をࡘけࡼうと思うࠋ 

・プロࡣࣇ自分の事をネッࢺ上に公開ࡋてࠊすべての

人ࡿࢀࡳࡀけࠊエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ会社の中࡛ࡋ

見࡞ࢀいࠋプロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡘ2ࡣࢺとも自分の

自己PRをࡋてࡿけࠊ言葉使いやࠊ趣味ࡀࡕࡀ࡞うࠋ 

・プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ同ࡌ個人情報を書いた

もの࡛もࠊ書ࡁ方ࡀ遊ࡗたࡾ目的ࡀ遊ࡗた࡛ࡾ全然遊

うࠋ 

・プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣ࡛ࢺ大࡞ࡁ遊いࡀあࡿと

いうことࡀ分ࡗたࠋ表現やことば࡙いࡀ大ࡁく遊

うこともわࡗたࠋ 

・プロࣇというものࡀういうもの分ࡗたࠋ 

・個人情報を出すとࡣࡁ気をࡘけࡼうと思いますࠋ 

・別に悪いこと書いて࡞けࢀばいいࢇࡷࡌと思ࡗたࠋ 

・自分の情報を書ࡁ込࡛ࢇいいもの࡞のࢇࡷࡕ࡞

と考えࡿべ࡞ࡔࡁと思いまࡋたࠋ 

・個人情報の大ษさを知ࡾまࡋたࠋ 

・同ࡌ自分の情報を公開すࡿもの࡛もࠊこ࡞ࢇに遊う

たࠋ書くの大変そうࢺシ࣮࣮ࣜࢺエンࠋたࡗと思ࡔࢇ

くさࢇ勉強࡞ࡋいとけ࡞いと思ࡗたࠋ 

・プロࣇの意味ࡼࡀくわࡗたࠋ 

・気をࡘけࡷࡁ࡞いけ࡞いと思いまࡋたࡼࠋくわࡽ

 ࠋたࡋとこうと思いまࡵやࡽい࡞

・プロࡣࣇ個人情報を簡単に書いた࡞ࡋࡾい㸦࡞ࢇࡳ

遊いࡾ࡞ࡣࣇとプロࢺシ࣮࣮ࣜࢺエンࠋ㸧ࡽࡿࡳࡀ

く安全࡞ࢀ漏ࡀ個人情報ࡣࢺシ࣮࣮ࣜࢺてエンࡗあࡀ

࡛やࡕࡿもあࡿけࠊプロࡣࣇ༴険ࡀたくさ࡛ࢇ個

人情報ももࢀやすいࡽあぶ࡞いࠋ 

・プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ全然ࡀࡕうことࡀわ

いと思ࡊうࡣも服装指導ࡘいࠋ写真も全然遊うࠋたࡗ

 ࠋたࡋと思いまࡔࢇࡿあࡀ意味ていたけࡗ

・ネッࡣࢺこわい࡞あと࠾もいまࡋたࠋ 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ中学の時に書いたのと遊ࡗてさ

ࡕࡽ特に志望理由とࠋたࡋと思いま࡞いࡋに難ࡽ

ࡔいの࡛大変࡞いけࡷࡕく࡞て書ࡗと目的をもࢇࡷ

 ࠋたࡋと思いま࡞

・プロࣇをやࡿ意味を考えたことࡗ࡞ࡀたの࡛ࠊ今

回のこの授業を通ࡋてࠊもう一回作ࡾ直そうと思ࡗたࠋ

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺとプロࣇの遊いࡣすࡈく大ࡗࡁた

࡛すࡕࡗࠋも個人情報を書くけࠊ相手のとࡽえ方

 ࠋたࡗと思࡞ࡔࢇ全然遊うࡀ

 

 た点ࡗࡔて有効ࡗ授業を行 

・何も考えࡎにプロࣇを利用ࡋていた生徒たࠊࡀࡕ情

報発信に当たࠊࡾ相手や目的にࡗࡼて表現や内容を考

え࡞けࢀば࡞ࡽ࡞いことを自覚ࡋたことࠋ 

・友人ࡔけ࡛࡞くࠊ誰に࡛も見ࢀࡽていࡿと㸦ࠕ個人情

報を掲載すࡿことの༴険性 㸧ࠖ改ࡵて実感ࡋたことࠋ 

 

ウ 改善を必要とすࡿ点 

・プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの比較にとまࠊࡎࡽ情

報発信という視点ࠊࡽプラバシ࣮やࠊ情報ࣔラルࠊ

著作権とࡆ࡞ࡘて授業を計画ࡋていく必要ࡀあࠋࡿ 

・特に本校の生徒のプロࣇにࡣ友人と一緒のプࣜクラ

問題をこの具体࡞まࡊさまࠋことも多いࡿてあࡗ貼ࡀ

的࡞教材を例にࡋて取ࡾ上ࡆていけࡿと生徒の興味関

心意欲も高まࡿと考えࠋࡿ 

 

実践b㸦2時間࡛実施㸧 

㸦㸯㸧授業を行ࡗたクラスの概要 

対象とすࡿ生徒3ࠊࡣ学年情報と表現履修者12名ࠋ 

1・2年次にプロࣇの問題にࡘいて学習済࡛ࡳあࠋࡿ 

半数以上ࡀ卒業後の進路ࡣ就職を希望ࡋていࠋࡿ 

就職活動ࡀ始まࠊࡾ進路意識ࡀ高まࡗてい2ࡿ学期半ば

に実施ࡋたࠋ 

 

㸦２㸧ࡽࡡい 

 プロࣇにࡿࡼ情報発信にࡘいてࠊࡣ生徒指導の観点

 ࠋࡿいて注意喚起すࡘ問題行動に࡞まࡊさまࠊࡽ

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの作成にࡘいてࠊࡣ進路指導の観点

 ࠋいての指導を行うࡘ良い自己PRにࡾࡼࠊࡽ

 

㸦㸱㸧教材の説明 

 例㸦画像㸧ࣇプロ 

 

 



 例㸦画像㸧ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

 

ウ 比較シ࣮ࢺ㸦プࣜンࢺ㸧 

 

 

エ 振ࡾ返ࡾシ࣮ࢺ㸦プࣜンࢺ㸧 

 

 

 

 

オ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ㸦プࣜンࢺ㸧 

 

㸦４㸧実施の流ࢀと留意点 

1時間目 

 の利用状況を質問ࣇプロ 

・利用ࡋたことࡀあࡿ生徒の感想 

・便利ࡔと思うこと 

・不便ࡔと思うこと 

 の説明ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

・今時の就職活動 

・履歴書との遊い 

ウ 比較㸦プࣜンࢺに記入㸧 

・何のたࡵに利用すࡿの 

・伝えたい相手࡞ࢇࡣ人 

・伝えࡿ内容ࡣ何 

 ࡿていࡋ表現を࡞ࢇ・

 のࡿあࡀ効果࡞ࢇ・

2時間目 

 に記入㸧ࢺ㸦プࣜンࡾ前回の振返 

・自己PRに必要࡞情報ࡣ何 

 適ษࡀ表現方法࡞ࢇ・

 ࡾ作ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの書ࡁ方を調べࡿ 

・自分ࡾ࡞のエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺを書いてࡿࡳ 

ウ まとࡵ 

・他の生徒ࡀ書いたエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺと比較ࡋてࡿࡳ 

・プロࣇの使い方を振ࡾ返ࡗてࡿࡳ 

・こࡽࢀのプロࣇの使い方を考えࡿ 

・授業の感想を記入させࡿ 

授業に࠾いて留意ࡋたこと 

生徒の個人情報の扱いにࠊࡋバシ࣮に配慮プラ 

 ࠋࡿ十分注意すࡣ

࡞効果的ࠊࡣ際にࡿを記入させࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

自己PR法࡞ࡣいࠊ調べさせࡿ時間や考えさせࡿ時間

を作ࠋࡿ 

ウ 生徒同士࡛作成ࡋたシ࣮ࢺを比較ࠊࡋ感想を述べ

合う時間を作ࡾ理解を深ࠋࡿࡵ 

エ プロࣇを利用ࡋていࡿ生徒にࠊࡣ個人情報の取ࡾ

扱いやࠊ安全࡞利用方法にࡘいて振ࡾ返ࠊࡾ注意を再



び呼びけࠋࡿ 

オ 情報を発信すࡿ際の責任にࡘいて触ࠊࢀ情報社会

に参画すࡿ態度を身に付けさせࠋࡿ 

 

㸦㸳㸧評価 

 ࢺ比較シ࣮ 

プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの遊いにࡘいてࠊ項

目ࡈとに比較ࡋた内容を記入ࡋたࠋ 

 ࢺシ࣮ࡾ返ࡾ振 

ネッࢺ上࡛自己PRすࡿ際気をࡘけࡿべ࣏ࡁン

 ࠋたࡋ記入ࠊを考えࢺ

ウ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ 

就職活動へ意識を向けさせࡿとともにࠊ効果的

ࢺ実際にエンࠊ考えࠊいて調べࡘ自己PR法に࡞

࣮ࣜシ࣮ࢺを作成ࡋたࠋ 

エ 授業への取ࡾ組ࡳ 

授業中の態度やࠊ発言の様子ࠋ 

 ࠋたࡋ5段階࡛評価ࢀࡒࢀそࡣウの提出物～・

 

㸦６㸧ࡾࡩえࡾ 

 生徒の授業の感想㸦原文のまま㸧 

・プロࡣࣇ自分の思い通ࡾに書けࠊࡀࡿエンࣜࢺ

࣮シ࣮ࡣࢺ会社に出すものࡽࡔ思い通ࡾに

書け࡞いࠋエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ会社にࡗࡼて内

容ࡀ遊うࠋ 

・プロࡣࣇ簡単に楽ࡋく書けたࡋࡾて࡛ࠊ けࡿࡁ

く書くࡋく詳ࡋ堅苦ࡣࢺシ࣮࣮ࣜࢺエンࠊ

シ࣮࣮ࣜࢺとエンࣇプロࠋࡔといやࡗࡻࡕࠊࡽ

 ࠋと思うࡔ正反対ࡣࢺ

・プロࣇの掲示板を見てࠊプロࣇとエン࣮ࣜࢺシ

 ࠋたࡋまࡾわࡀの遊いࢺ࣮

・プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ互い自己紹ࡽ

始まࠊࡀࡿプロࣇの場合ࡣ自由に略語を使ࡗた

たࡗ撮࡛࡞プࣜクラࠊ多くࡀけた表現ࡔくࡾ

写真を貼ࡾ付けて自由性ࡀあࡿ反面ࠊエンࣜࢺ

࣮シ࣮ࢺの場合ࠊ採用に必要࡞情報や学歴ࠊ証

明写真や言葉遣いにも気をࡘけ࡞いといけ࡞

いࠊࡋその会社の志望動機も書࡞いといけ࡞

いことࡀわࡾまࡋたࠋ 

・プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺを比較すࡿことに 

驚いたࠋプロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣ࡛ࢺ伝えࡿ

情報ࡀま࡛ࡿ遊うࡼうに感ࡌたࠊࡀ特技や趣味

てࡋࡾたࡗあࡀと共通のものࡿく考えࡼ࡞

感心ࡋたࠋ 

・プロࣇを使用すࡿ際ࠊ気をࡘけていࡁたいࠋ 

・プロࡣࣇ誰࡛も見ࡿࢀࡽの࡛ࠊ内容を注意ࡋ

て書࡞いといけ࡞いと思ࡗたࠋエン࣮ࣜࢺ

シ࣮ࡾࡗࡋࡣࢺとࡋた敬語を使ࡗて書くࠋ

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ企業に採用ࡋてもࡽうた

࡞ࢇた言葉࡛やࡋとࢇࡷࡕࠊの࡛࡞のものࡵ

いと࡞ࡔࡵࡔと思いまࡋたࠋ 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺやࡥࡗ難ࡋいࠋ志望動機

や入社後の生活を具体的に書いて࠾けばࡋ

の作ࣇプロࠋたࡗとわ࡞ࡔࢇࡿ伝わࡾࡗ

成ࡣ結構気をࡘけてやࡗたほうࡀいいとい

うことࡀわࡗたࡽࡕࠋも自分をピ࣮ル

すࡿたࡵのもの࡞の࡛自己主張ࡀ大事ࡔと

わࡗたࠋエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺのࠕ学校࡛学ࢇ

特に難ࡀࢁたとこࡗ性格ࠖといࠕことࠖやࡔ

 ࠋたࡗࡋ

・プロࡣࣇ人の目をあࢇまࡾ気に࡞ࡋい࡛自分

のスタル࡛けࡗこう簡単にすࡽすࡽと書

けࡷࡕう࡛ࢇすけࠊエン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺそ

ࡣわすのࡽ自分をあࠊくて࡞書けࡣ風に࡞ࢇ

一緒࡛ࢇ࡞すけ書ࡁ方や言葉使いに気を

を正確にࢀそࠊいことと࡞ࡽ࡞ばࢀけ࡞けࡘ

表す難ࡋさや大変さをわࡾまࡋたࠋ 

やࡾ方ࡣ一緒࡞のにものすࡈい差ࡀあࡾま 

もを書くࢺシ࣮࣮ࣜࢺエンࡣࡘいࠋたࡋ

ࡳ書いてに備えて何回ࢀそࠊいの࡛࡞ࢀࡋ

 ࠋうと思いますࡼ

・目的とࡋて࡞いࡗࡔࢇたࡽや࡞ࡽい方ࡀいい

と思ࡗたࠋプロࡔࣇと全国に見ࡿࢀࡽけエ

ン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ企業の人にࡋ見࡞ࢀࡽ

いࠋ 

 た教員の感想㸦原文のまま㸧ࡋ授業見学 

ࡗ的を絞ࠊたࡗわࡔ表現ࠖということにこࠕ

た授業࡛あࡗたと思うࠋワ࣮クシ࣮ࢺの構成も

要点ࡀ良くまとࢀࡽࡵていたࠋ 

プロࣇの目的のとこࠊࡣ࡛ࢁ単に作ࡿ目的ࡔ 

け࡛࡞くࠊ他人のプロࣇをࠕ見ࡿ目的ࠖにࡘい

ても生徒に問いけをࡋていたࠋ生徒も熱心に

授業に参加ࡦࠕࠊࡋまࡘぶࡋ とࠖいうࡼう࡞本音

も漏ࡋࡽていたࠋワ࣮クシ࣮ࢺの書ࡁ込ࡳにࠊࡣ

生徒ࡽの意見ࡀ活発に出てࠊそࢀを書画カメ

ラに写ࡋて書ࡁ込࡛ࢇいたࠊࡀ板書ࡾࡼとても

見やすくてࡗࡼたと思うࠋ 

プロࣇを書ࡁ込ࡴに当たࡗての注意喚起もࠊ 

項目ࡈとに良く࡞さࢀていたと思うࠕࠋ友達ࡔ

けࡀ見ࡿわけ࡛࡞ࡣいこと を書࡞学校名ࠕࠖ

いてࡣいけ࡞いことࠖ࡞具体的に細く例を

挙ࡆていたとこࡀࢁ生徒にࡣメ࣮ࡀࢪ持ࡕや

すくࠊわࡾやすࡗたと思うࠋ生徒指導にも

こࡣ㸦筆者ࠋたࡌことを強く感ࡿていࡗࡀ࡞ࡘ

の授業のこの展開をࡳてࠊエン࣮ࣜࢺシ࣮࡞ࢺ

縁の薄い1年生にあえて授業ࡣ進路の意識に



をࡋてࡳたいと思ࡗたࠋ㸧 

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺに関ࡋてࠕࠊࡣ書類上の面 

接࡛ࠖあࠊࡾこの表現・内容ࡀ良く࡞けࢀば採

用の土俵にも上࡞ࢀࡀいことを昨今の就職事情

とともに詳ࡋく説明ࡋていたࠋ特に自己PRにࡘ

いてࠊࡣ業界分析・自己分析ࡀ重要࡛あࠊࡾそ

ࢀいことも強調さ࡞ば書けࢀけ࡞ていࡁ࡛ࡀࢀ

ていたࠋそࡽࢀの説明3ࠊࡣ年生࡛進路の実現に

向けて日々試行錯誤ࡋていࡿ状況の生徒にとࡗ

てࠊࡣとても身近に感ࡌたに遊い࡞いࠋ発言も

活発࡛ࠊメࣔも熱心にとࡗていたࠋ 

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺにࠊࡣ自己分析࡞のオࣜ 

その一ࠊࡀࡿ勿論࡛あࡣ内容ࡿのあࢸナࣜࢪ

方࡛ࠕ形式的࡞表現ࠖも重要࡛あࠊࡾそ࡛ࡀࢀ

ピ࣮ルにことのࡿあࡀ社会常識ࠊࡀことࡿࡁ

のࡿ誰に伝えࠕࠋていたࢀことも強調さࡿ࡞ ࠊࠖ

のࡿに表現すࡵうたࡽてもࡋ誰に何を評価ࠕ

 ࡀࢁというとこࠖࡿ効果的࡛あࡣࢀそࠕࠊࠖ

順を追ࡗて考えていけࡼࡿう࡞授業展開࡛あࠊࡾ

そࢀを効果的に進ࡿࡵワ࣮クシ࣮ࢺにࡗ࡞てい

たと思わࠋࡿࢀ 

この後の授業とࡋてࠕࠊࡣ個人情報の取ࡾ扱 

い やࠖࠕࠊ情報ࣔラル 効ࡀことࡿを展開す࡞ࠖ

果的࡛࡞ࡣいと考えࠋࡿ 

 ネッࢺワ࣮ク上࡛のコミュニケ࣮ションに関

࣮ࢸ࡞て身近ࡗ生徒にとࠊࡣ今回の授業ࠊてࡋ

ࠊࡾ問題࡛あ࡞身近ࠊ発問も具体的࡛ࠊࡾあ࡛࣐

生徒ࡀ興味・関心を持ࠊࡕ積極的に取ࡾ組ࡿࡵ

良い授業࡛あࡗたࠋ 

ウ 授業を行ࡗて有効ࡗࡔた点 

・プロࣇという題材ࡀ生徒にとࡗて身近࡞もの

࡛あࡗたの࡛ࠊ生徒ࡣ積極的に実体験を発言

すࡿことࡁ࡛ࡀたࠋ高校生ࡀ普段使ࡗていࡿ

言葉の意味を質問ࡋたとこࠊࢁ生徒の発言ࡀ

増えࠊ授業ࡀ盛ࡾ上ࡗࡀたࠋ 

例：ࠕいࡘメン JKࠕࠖ ࡾもࡘぶࠕࠖ オラニࠕࠖ

ャンࠖ等ࠋ 

・実施ࡋた時期ࠊࡣ生徒ࡀ就職活動を行ࡗてい

シ࣮࣮ࣜࢺエンࠊࡵていたたࡗ࡞時期と重ࡿ

 ࠋいた࡛ࢇ組ࡾて取ࡗいても興味を持ࡘにࢺ

・感想を見ࡿ限ࠊࡣ࡛ࡾこࡽࡕの伝えたࡗた

内容ࡀ生徒に伝わࡗたと感ࡿࡌことࡁ࡛ࡀ

たࠋ 

・授業公開をすࡿことにࡗࡼてࠊ教員・生徒ࡀ

緊張感を持ࡗて授業に臨ࡴことࡁ࡛ࡀたࠋ 

 

 

 

エ 改善を必要とすࡿ点 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの作成に思ࡗた以上に時間

の書ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエンࠋたࡗまࡋてࡗࡀ

ࠊࢁ調べさせたとこ࡛ࢺンタ࣮ネッ方をࡁ

さࡽに時間ࡗࡀてࡋまࡗたࠋもう少ࡋ短

時間࡛実施࡛ࡼࡿࡁうࠊシ࣮ࢺをすべて埋ࡵ

࡞ࡿにすࢺのプࣜンࡵ穴埋ࠊく࡞ࡣの࡛ࡿ

工夫ࡀ必要ࡔと感ࡌたࠋ 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの作成に時間をけすࠊࡂ

こࡽࢀのプロࣇの利用にࡘいてࠊ話ࡋ合う

時間を作ࡿことࡗ࡞ࡁ࡛ࡀたࠋ 

・1・2年次に実施すࡿ場合にࠊࡣエン࣮ࣜࢺシ

時間ࡿいて考えさせࡘにࣇもプロࡾࡼࢺ࣮

を多くとࡗたほうࡀ効果的࡛࡞ࡣいࢁࡔう

 ࠋ

 

実践c㸦2時間࡛実施㸧 

㸦㸯㸧授業を行ࡗたクラスの概要 

情報Cの授業内࡛行ࡗたࠋ対象とすࡿ生徒3ࠊࡣ学年

理系クラス37名㸦男子34名ࠊ女子3名㸧ࠋコミュニケ࣮

ションに࠾けࡿネッࢺワ࣮クの活用ࡣ学習済࡛ࡳあࠋࡿ

ほとࢇの生徒ࡀAO入試等࡛大学・専門学校に進学す

自己PRや志望動機ࠊࡾ࡞入試の時期と重うࡻࡕࠋࡿ

の添削を受けていࡿ生徒ࡀ多ࡗたࠋ 

 

㸦２㸧ࡽࡡい 

プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺを比較ࡋた後にࠊエンࢺ

࣮ࣜシ࣮ࢺを作成すࡿこと࡛ࠊ情報発信すࡿ際にࠊࡣ

目的にࡾࡼ適ࡋた表現方法を選択すࡿことの重要性を

理解させࠋࡿまたࠊプロࣇに関ࡋてࠊࡣ個人情報を掲

載すࡿことの༴険性にࡘいて考えさせࠋࡿ 

 

㸦㸱㸧教材の説明 

 例㸦画像㸧ࣇプロ 

 

 



 㸧ࢺ㸦プࣜンࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

 

ウ 比較シ࣮ࢺ㸦プࣜンࢺ㸧 

情報 C プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの比較 

    組     番   氏名             

 

 ࠋࡿ比較すࠊࡵの特徴をまとࢺシ࣮࣮ࣜࢺとエンࣇプロࠊてࡋを利用ࢺンタ࣮ネッ◆

 

㸯．何のたࡵに利用すࡿのࠋ利用すࡿ理由を考えࡾࡂࡿࢀࡽ書くことࠋ 

プロࣇ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．伝えたい相手࡞ࢇࡣ人ࠋ実際にのࡼう࡞人ࡀ書ࢀた内容を見ࡿのࠋ 

プロࣇ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱．伝えࡿ内容ࡣ何ࠋ氏名ࠊఫ所࡞項目を全て書࡞ࡁさいࠋ 

プロࣇ エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たࡌう感࡛ࢇをㄞࢀそࠊてࡋ出ࡁ文章を抜࡞特徴的ࠋࡿていࢀ使わࡀ表現࡞ࢇ．４

をまと࡞ࡵさいࠋ 

プロࣇ㸦特徴的࡞文章㸧 エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ㸦特徴的࡞文章㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロࣇ㸦ㄞ࡛ࢇ感ࡌたこと㸧 エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ㸦ㄞ࡛ࢇ感ࡌたこと㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦４㸧実施の流ࢀと留意点 

1時間目 

 の利用状況を質問ࣇプロ 

・プロࣇの便利さࠊ不便さࠊ利用࡞ࡋい理由ࠊ興味の

あࡋ࡞ࡿにࡘいてメ࣮ル࡛教員に送信すࡿ 

 の説明ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

・今時の就職活動 

・履歴書との遊い 

ウ 比較㸦プࣜンࢺに記入㸧 

・何のたࡵに利用すࡿの 

・伝えたい相手࡞ࢇࡣ人 

・伝えࡿ内容ࡣ何 

 ࡿていࡋ表現を࡞ࢇ・

 のࡿあࡀ効果࡞ࢇ・

2時間目 

 ࡾ前回の振返 

・自己PRに必要࡞情報ࡣ何 

 適ษࡀ表現方法࡞ࢇ・

 ࡾ作ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの書ࡁ方を調べࡿ 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの3項目を記入すࡿ 

ウ まとࡵ 

・他の生徒ࡀ書いたエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺと比較ࠊࡋ感想

を発表すࡿ 

・こࡽࢀのプロࣇの使い方を考えࡿ 

授業に࠾いて留意ࡋたこと 

・プラバシ࣮に配慮ࠊࡋ生徒の個人情報の扱いにࡣ

十分注意ࡋたࠋ 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࡣࢺ項目の優先順位を指示ࡋてࠊ時

間内に࡛ࡿࡁとこࢁま࡛記入させたࠋ 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの記入ࡀ進ま࡞い生徒にࡣ適宜助

言を与えたࠋ 

 

㸦㸳㸧評価 

 ࢺ比較シ࣮ 

プロࣇとエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの遊いにࡘいてࠊ十分࡞記

述ࡀあࡿを3段階࡛評価ࡋたࠋ 

 ࢺシ࣮࣮ࣜࢺエン 

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺに相応ࡋい表現࡛記述さࢀていࡿ

を3段階࡛評価ࡋたࠋ 

ウ 授業への取ࡾ組ࡳ 

授業中の態度やࠊ発言の様子を評価ࡋたࠋ 

 

㸦６㸧ࡾࡩえࡾ 

 の感想࡛ࢇをㄞࣇ生徒のプロ 

・略語ࠊ話ࡋ言葉ࠊ若者言葉を多用ࡋていࠋࡿ 

・同世代向けにࡗ࡞ていࠋࡿ 

・文ࡀ明ࡿいࠋ 



・気軽にࡳࡽやすいࠋ 

・メ࣮ル感覚࡛書ࢀていࠋࡿ 

・自分の悪いとこࢁも良いとこࢁも書いてあࠋࡿ 

・謙遜とタメ語ࡀバラバラࠋ 

・自由に書いていてࠊたまに何ࡀ言いたいわ࡞ࡽ

いことࡀあࠋࡿ 

・この人࡞ࢇࡀ性格࡞のわࠋࡿ 

・キャラ立てをࡼࡋうとࡋていࠋࡿ 

・距離感を࡞くそうとࡋていࠋࡿ 

・い࡞ࢇࢁ個人情報㸦誕生日や学校ࠊ県㸧ࡀのࡗてい

ていࢀわࡘてࡋ暗証番号とࡣとくに誕生日ࠊの࡛ࡿ

 ࠋたࡗいと思࡞多いの࡛༴ࡀのࡿ

・友人࡞作ࡿのに快適࡞コミュニケ࣮ションの一種

ࡽわのࡿい࡛ࢇㄞࡀ誰ࠊࡋࡋࠋたࡋと思いまࡔ

 ࠋたࡋと思いまࡔ不安ࡀいという点࡞

 

 方を調べての感想ࡁの書ࢺシ࣮࣮ࣜࢺ生徒のエン 

・真面目に書࡞くて࡞ࡽ࡞ࡣいࠋ 

・すべて敬語࡛書ࢀていࠋࡿ 

・言葉࡙いに気をࡘけࠊࡽࡀ࡞自分の良さを伝えて

いࠋࡿ 

・すࡈく難ࡋい質問ࡔと思うࠋ 

・志望理由࡞前向ࡁに自分を客観的に見ていࠋࡿ 

・誰ࡀㄞ࡛ࢇもわࠋࡿ 

伝わࡀࡕたいという気持ࡾた文章࡛入ࡋとࡾࡕࡗࡁ・

 ࠋたࡁてࡗ

・全体的にたいࠋ 

・自分の良い所のࡳを書ࠊࡁいに相手に好印象を与

えࡀࡿ大事ࡗࡔࡌࢇ࡞たࠋ 

・面接を受けていࡿ感ࡗࡔࡌたࠋ 

 

ウ 授業を行ࡗて有効ࡗࡔた点 

・進路意識ࡀ高い時期に授業を行ࡗたの࡛ࠊ集中ࡋて

エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの作成に取ࡾ組࡛ࢇいたࠋ 

・実際にエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺを作成すࡿこと࡛ࠊ授業の

ࡿ表現方法を用いࡿ࡞て異ࡗࡼ目的にࠕࡿい࡛あࡽࡡ

重要性ࠖを生徒ࡀ理解࡛ࡁたと感ࡌたࠋ 

 

エ 改善を必要とすࡿ点 

・今回授業を行ࡗたクラス࡛ࠊࡣプロࣇの利用ࡣ既に

行ࡗてい࡞い生徒ࡀ多くࠊSNSを利用すࡿ生徒ࡀ多ࡗ

たࠋ今後ࡣプロࣇに限定すࡿの࡛࡞ࡣくࠊ様々࡞コミ

ュニケ࣮ション手段を比較すࡿ授業を行う必要ࡀあࠋࡿ 

・ほとࢇの生徒ࡣ情報の授業を通ࡋてࠊ既にプロࣇ

の༴険性やエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺとࡣ表現ࡀ異ࡿ࡞ことを

理解ࡋていたࠋエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺそのものを作成すࡿ

のࡀ授業の目的࡛࡞ࡣいの࡛1ࠊ時間࡛授業を行うこと

も考えたいࠋ 

・実際に後日ࠊ文系クラス39名㸦男子12名ࠊ女子27名㸧

࡛1時間࡛授業を行ࡗたࠋ進路意識の高い生徒ࡗࡔたの

ࡁそのとࠋたࡁ࡛ࡀの授業ࡾ࠾いࡽࡡ1時間࡛もࠊ࡛

の授業の流ࠊࡣࢀ以下のと࡛ࡾ࠾あࠋࡿ 

㸦㸧 プロࣇの利用状況を質問 

・プロࣇの便利さࠊ不便さࠊ利用࡞ࡋい理由ࠊ興味の

あࡋ࡞ࡿにࡘいてメ࣮ル࡛教員に送信すࡿ 

㸦㸧 エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの説明 

・今時の就職活動 

・履歴書との遊い 

㸦ウ㸧 比較㸦プࣜンࢺに記入㸧 

・何のたࡵに利用すࡿの 

・伝えたい相手࡞ࢇࡣ人 

・伝えࡿ内容ࡣ何 

 ࡿていࡋ表現を࡞ࢇ・

 のࡿあࡀ効果࡞ࢇ・

㸦エ㸧 エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺ作ࡾ 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの2項目を書く 

㸦オ㸧 まとࡵ 

・他の生徒ࡀ書いたエン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺと比較ࠊࡋ感想

を発表すࡿ 

・こࡽࢀのプロࣇの使い方を考えࡿ 

授業に࠾いて留意ࡋたこと 

・エン࣮ࣜࢺシ࣮ࢺの書ࡁ方にࡘいてࠊࡣ参照させた

いンタ࣮ネッࢺサࢺを生徒に転送すࡿこと࡛ࠊ生

徒ࡀ調べࡿ時間を大幅に短縮すࡿことࡁ࡛ࡀたࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-2 Web࢝メࣛを使ࡗたコミュニケーションの工夫 

 

○題材設定の理由 

以前ࠊࡽ人間関係ࡀ発達過程の生徒間࡛ࡣコミュ

ニケ࣮ションࡀうまく成立࡞ࡋいことにࢺࡿࡼラࣈル

携帯ࠊࡣてこの問題ࡋそࠋていたࡋ発生ࡎࡽ࡞少ࡀ

電話やンタ࣮ネッࠊࢺメ࣮ル࡞情報通信機器を利

用ࡋた新ࡋいコミュニケ࣮ション࣮ࢶルのⓏ場にࡗࡼ

てࠊさࡽに深刻さを増ࡋていࡼࡿうに感ࠋࡿࡌ新ࡋい

こࡽࢀの࣮ࢶルの特徴・特性を正ࡋく理解せࠊࡎうま

く使いこ࡞せてい࡞い現状ࡀあࡿと考えࠋࡿそのࡼう

携帯電話やPCに数百万画素のCCDカメラࠊ環境の中࡛࡞

ࢀに利用さࢺデオチャッࣅTV電話やࠊࢀ標準装備さࡀ

ていࠋࡿ 

この題材࡛ࠊࡣ滑࡞コミュニケ࣮ションを成立さ

せࡿにࡣのࡼう࡞要素ࡀ重要࡞のを理解させࡿの

デオࣅたࡗWebカメラを使ࠊにࡵそのたࠋࡿ目的࡛あࡀ

チャッࢺの実習を行いࠊ対面コミュニケ࣮ションとWeb

カメラをࡋたものと࡛ࠊいくࡘの状況を比較すࠋࡿ

そࡽࢀの比較の中࡛ࠊコミュニケ࣮ションࡀ成ࡾ立ࡘ

情報通ࠊてࡗࡼことにࡿという点を注目させう

信機器を使ࡗてコミュニケ࣮ションすࡿ際の注意点とࠊ

コミュニケ࣮ションに重要࡞要素に気࡙せࠊ対面࡛

のコミュニケ࣮ションを滑に成立させࡿたࡵの工夫

に応用させࠋࡿ 

 

○題材の目標 

言語的要素͆ࡣコミュニケ࣮ションに  ・͇͆ 非言語

的要素͇ࡀあࡿことを学ぶࠋ 

非言語的要素͇͆ࡣコミュニケ࣮ションに࡞滑 

 ࠋことを学ぶࡿ重要࡛あࡀ

対面࡛のコミュニケ࣮ションとWebカメラをࡋた

コミュニケ࣮ションとの遊いに気࡙せࠋࡿこのとࠊࡁ

コミュニケ࣮ションをすࡿ状況の設定とࡋて1ࠕ対1 ࠊࠖ

1対多ࠕ のࠖ2ࡘの状況に分けてࠊWebカメラをࡋたコ

ミュニケ࣮ションを行ࡗてࠋࡿࡳこの2ࡘの状況を通ࡋ

てࠊ滑࡞コミュニケ࣮ションを行うにࠊࡣ 

 ࡞言語的 ・・・ 言葉・文字 

 ࡞ࡁࡎ࡞非言語的 ・・・ 視線・う 

という2ࡘの要素ࡀあࠊࡾ滑࡞コミュニケ࣮ションに

たࡗ情報通信機器を使ࠊ重要࡛ࡀ非言語的要素͇͆ࡣ

コミュニケ࣮ション࡛ࡣそࡽࢀの非言語的要素の情報

言語的要素の情報࡛そࠊ多いの࡛ࡀことࡿࢀ制限さࡀ

ことを気࡙ࡿあࡀ必要ࡿう工夫・注意すࡼを補うࡽࢀ

 ࠋࡿせ

 

 

 

実践a 㸦1時間࡛実施㸧 

㸦㸯㸧クラスの概要 

 授業実践を行ࡗたクラス3ࠊࡣ年次の必履修科目情報

A履修者34名㸦男：女 13：21㸧࡛あࠊࡾの年次も女

子2ࡀ㸭3程度を占ࠋࡿࡵ 

 実践校の特徴とࡋてࠊ小・中学校時の不Ⓩ校経験者

の学び直ࡋの場とࡋての性格ࡀあࠋࡿ事実在籍生徒の

半数以上ࡣ不Ⓩ校経験者࡛あࠊࡾそのたࠊࡵ対人コミ

ュニケ࣮ションを苦手とすࡿ生徒も少ࡎࡽ࡞いࠋࡿ

進路とࡋてࠊࡣ進学希望者・就職希望者ࡀ半々࡛あࠋࡿ

進学希望先とࡋてもࠊ大学・専門学校ࡀ半々の状況࡛

あࠋࡿ大学ࡣ推薦・AO入試ࡀほと࡛ࢇあࠋࡿ 

 

㸦２㸧授業のࡽࡡい 

 コミュニケ࣮ションࠕࠊࡣ言語的要素 とࠖࠕ非言語的

要素ࠖࡽ構成さࠊࢀ滑࡞コミュニケ࣮ションを行

うにࠕࡣ非言語的要素ࠖの方ࡀ重要࡛あࡿことに気付

タルのコミュࢪのデ࡞携帯電話ࠊてࡋそࠋࡿせ

ニケ࣮ション࣮ࢶルを使う際にࠕࠊࡣ非言語的要素 ࡀࠖ

伝わࡾにくい性質を持ࡘの࡛ࠊそࡽࢀ削ࢀࡽた要素を

意識的に補完࡞ࡋけࢀば࡞ࡽ࡞いことをࠊ発信者・受

信者ともに意識࡞ࡋけࢀば࡞ࡽ࡞いことを気付せࠋࡿ 

 

㸦㸱㸧教材 

 㸧ࢺ㸦プࣜンࢺワ࣮クシ࣮ 

 㸧ウェࢺࣇSkype㸦ソ 

ウ Webカメラ 

エ ࣊ッドセッࢺ 

オ 学習指導案 

 Webカメラ120ࡣ万画素HD画質࡛2ࠊ千程度࡛購入ࡋ

たࠋ画質的にࡣもࡗとప品質のもの࡛も十分と感ࡌ

 ࠋࡿ

 

㸦４㸧授業の流ࢀ㸦留意点を含ࡴ㸧 

 事前準備 

本来2ࠊࡣ時間分の授業とࡋて考えていたࠊࡀ実施

時期の関係࡛1時間分の授業とࡋて行ࡗたࠋそのたࠊࡵ

教員側࡛事前準備すࡿ項目ࡀ多くࡗ࡞たࠋ実施予定

に時間ࡀあࢀばࠊこࡽࢀ事前準備を授業とࡋて行う

ことも࡛ࡿࡁと考えࠋࡿ 

㸦㸧 Skypeのンス࣮ࢺル 

㸦㸧 Webカメラの接続・ドラバンス࣮ࢺル 

㸦ウ㸧 Skypeカウンࢺの作成㸦40人分㸧 

㸦エ㸧 Skypeのコンタクࢺメンバ࣮の追加 

㸦オ㸧 Skypeカウンࢺを書いた紙 

実際ࠊࡣ項目とを同時に行い40ࠊ台のPCに設

定すࡿのに1時間程度40ࠊ人分のカウンࢺ作成に30

分程度ࡗたࠋそࡋてࠊ項目エࠊࡣSkype࡛通話を



すࡿにࡣ事前に࠾互いのロࢢン名を͇コンタクࢺ

メンバ࣮͇とࡋてⓏ録ࡋて࠾く必要ࡀあࡿたࡵの作

業࡛あࠋࡿ今回5ࠊࡣ人一組6ࢢル࣮プとࡋてコンタ

クࢺメンバ࣮を作成ࡋたࠋ作業時間30ࡣ分程度ࡗࡔ

たࠋまたࠊ項目オࠊࡣ生徒にSkypeをロࢢンさせࡿ

とࡁの分ࡾやすさのた࡛ࡵあࠋࡿ 

 授業㸦1時間分㸧 

㸦㸧 生徒に馴染ࡳのあࡿ携帯電話࡞のコミュ

ニケ࣮ション࣮ࢶルにࡘいて発問 

㸦㸧 Skypeや࣊ッドセッࢺ等の機器の説明 

㸦ウ㸧 ࢢル࣮プ分け 

 授業準備の項目㸦オ㸧࡛用意ࡋた紙を生徒に

配3ࠊࡾ人1ࢢル࣮プにࡋて自分ࡀのࢢル࣮プ

に所属ࡋていࡿのを明確にすࠋࡿ 

㸦エ㸧 3人࡛のࣅデオ通話 

 このとࠊࡁのࡼうࡄࡋ࡞さをࡋていࠊࡿ

普段の対面の会話と異ࡿ࡞点࡞ࡣい注目࡞ࡋ

 ࠋࡿデオ通話させࣅࠊࡽࡀ

㸦オ㸧 まとࡵ 

 コミュニケ࣮ションの言語的要素と非言語的

要素にࡘいてࠊプࣜンࢺにまとࠋࡿࡵ 

 

㸦㸳㸧評価 

 の内容ࢺワ࣮クシ࣮ 

 姿勢ࡳ組ࡾ授業への取 

 

㸦６㸧授業の振ࡾ返ࡾ 

 生徒の感想 

・楽ࡗࡋたࠋ 

・初ࡵて使ࡗたࠋもࡗと使ࡗてࡳたいࠋ 

という感想ࡀ多いࠊ࡞ 

・隣の人とࡗࡔたࠊࡽ話すことࡗ࡞ࡀた࡛すࠋ 

・楽ࡗࡋたけࠊ何少ࡋ恥ࡗࡋࡎたࠋ 

・メ࣮ルや電話ࠊࡾࡼ相手のࡄࡋさࡀ࡞分ࡗたࠋ 

ࢶコࠊࡣにࡿうにすࡼࡌと普通の会話と同ࡗࡻࡕ・

 ࠋたࡋと思いま࡞ࡔ必要ࡀ

・顔ࡀ見えࡿせいࠊ話ࡗࡽ࡙ࡋたࠋ 

という感想もあࡗたࠋ特にࠊ最後のࠕ顔ࡀ見えࠖࡿ

のにࠕ話ࡽ࡙ࡋいࠖという矛盾ࡋた感想ࡀ今の生徒

のコミュニケ࣮ションにࡘいての現状を表ࡋていࡿ

 ࠋたࡌうに感ࡼ

 

 た点ࡗࡔ有効 

・SkypeやWebカメラといࡗた普段使ࡗたこと࡞ࡀい

ソࢺࣇウェや機器を使ࡗたたࠊࡵ生徒の参加意欲

を高ࡿࡵことࡁ࡛ࡀたࠋ 

・コミュニケ࣮ションにࠊࡣ言葉に࡞ࡽ࡞いࠕ非言

語的要素ࠖもあࡿということを気付せたࠋ 

ウ 改善を必要すࡿ点 

 項目の生徒の感想にもあࡗたࡼうにࢢࠊル࣮プ

割ࡾにࡗࡼてࡣ隣の人とSkypeを通ࡌて話すという

状況ࡀ生まࢀてࡋまうの࡛ࠊ工夫ࡀ必要࡛あࠋࡿま

た2ࠊ時間分を想定ࡋていࠊࡀࡿ若ᖸ実施時間ࡀ厳ࡋ

いࡼう࡛あࡗたࠋカウンࢺ作成の際にパスワ࣮ド

にࡘいての話やࠊ進学・就職の面接の際の姿勢࡞

の内容を織ࡾ交ࡐてࠊやや長期的࡞授業とࡋた方ࠊࡀ

時間にࡺとࡿࡁ࡛ࡀࡾと感ࡌたࠋ 

 

ワ࣮クシ࣮ࢺ 

Ｗｅｂ࢝メࣛを使ࡗたコミュニケーションの工夫：ワークシート 

㸱年  組  番 氏名           

 

㸯 先生ࡀＷｅｂ࢝メࣛを通して、話していると࡞ࢇࡁ印象を受けましたかࠋ 

実際に前࡛話しているとࡁと、視線や身振࡞ࡾに注目しࡽࡀ࡞、比較しましࡻうࠋ 

 

 

 

２ ビࢹオ通話をして、対面࡛の会話との違いࡀあࡾましたか？ 

 

遊いࡀあࡗた ・ 遊いࡗ࡞ࡣた 

 

㸱 その理由を以ୗの項目に注目しࡽࡀ࡞書いてࡳましࡻう 

□視線ࡣ？ 

 

 

 ？ࡣさࡄࡋ□

 

 

□話ࡋ始ࡿࡵ・話ࡋ終わࡿタミンࡣࢢ？ 

 

 

㸲 コミュニケーションの工夫 

 

    バ࣮バル・コミュニケ࣮ション  ･･･ 言語的࡞コミュニケ࣮ション 

       声㸦音声㸧や文字にࡿࡼコミュニケ࣮ション 

 
 コミュニケ࣮ション࡞ンバ࣮バル・コミュニケ࣮ション･･･ 非言語的ࣀ    

       言葉を用い࡞いコミュニケ࣮ション 

       たとえばࠊ視線ࠊ宇奈月࡞の身振ࠊࡾ 

       服装や髪型ࠊ声の࣮ࢺンや声質も含ࡴ 

㸳 まとめ 

 

・コミュニケ࣮ションにࡣ言語的と非言語的࡞要素ࡀあࠊࡾ非言語的࡞要素の方ࡀものを伝

えࡿ情報量ࡣ多いࠋ 
・電話やメ࣮ルࠊ࡞音声や文字ࡔけ࡛コミュニケ࣮ションをすࡿ場合ࠊ非言語的࡞要素ࡀ

少࡞くࡗ࡞ていࡿことに気をࡘけ࡞けࢀば࡞ࡽ࡞いࠋ 

・面接ࠊࡣ࡛࡞内容ࡔけ࡛࡞ࡣく話す姿勢や視線も重要࡛あࠋࡿ 

 
㸴 感想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-3 同じ資料࡛プࣞゼンテーション 

 

○題材設定の理由 

プࣞࢮン࣮ࢸションの授業を行う場合ࠊスラドの

作成に時間ࠊࡾࡀ発表時間やࠊその後の評価に࡞

スラࠊまたࠋࡿあࡀいこと࡞ࢀࡽけࡀ時間࡞

ドや発表内容ࡀ異ࡿ࡞とࠊ一人ࡦとࡾのプࣞࢮン࣮ࢸ

ションスキルを同ࡌ基準࡛評価すࡿことࡀ難ࡋいࠋま

たࠊ生徒も発表内容やスラドの完成度に重点を置く

傾向にあࡿたࠊࡵプࣞࢮン࣮ࢸションスキルの重要性

を理解すࡿことࡀ難ࡋいࠋ 

今ま࡛行ࡗてࡁたプࣞࢮン࣮ࢸション実習࡛ࢸࠊࡣ

評価ࠊ発表ࠊ資料作成ࠊ情報集ࠊࡵ始ࡽ設定࣐࣮

ま࡛の一連作業をすべて行ࡗてࡁたࠊࡀ資料作成に時

間ࠊࡾࡀ評価に時間をけࡿことࡗ࡞ࡁ࡛ࡀたࠋ

またࠊ生徒ࡣ発表内容やスラドのニメ࣮ションに

注目ࡋてࡋまいࠊプࣞࢮン࣮ࢸションスキルの重要性

を実感すࡿことࡗ࡞ࡁ࡛ࡀたࠋ 

そこ࡛ࠊ発表に使用すࡿスラドと原稿を事前に教

材とࡋて用意ࠊࡋ全員同ࡌ資料࡛発表を行わせࠊ相互

評価させたいと考えたࠋそうすࢀばࠊプࣞࢮン࣮ࢸシ

ョンスキルのࡳを評価すࡿことࡿࡁ࡛ࡀの࡛࡞ࡣいࡔ

たコミュニケࡋド㸧を利用情報機器㸦スラࠋうࢁ

࣮ション㸦発表㸧に࠾いてもࠊ人と人とのコミュニケ

࣮ションにࡣ工夫・ດ力ࡀ必要࡛あࡿことに気࡙せࠊ

ࠊの工夫を考えさせࡵたࡿやすい表現をすࡾ伝わࡾࡼ

実践させたいࠋ 

 

○題材の目標 

基本的࡞プࣞࢮン࣮ࢸションスキルを理解させࡿと

ともにࡾࡼࠊ魅力的に伝えࡿたࡵの工夫を考えさせࠋࡿ

またࠊ発表練習の時間を確保ࡾࡼࠊࡋ効果的に伝えࡿ

たࡵにࠊࡣ練習ࡀ重要࡛あࡿ点にࡘいてもࠊ体験を通

 ࠋࡿて理解させࡌ

全員ࡀ発表ࠊࡋ相互評価・自己評価をすࡿこと࡛ࠊ

新た࡞プࣞࢮン࣮ࢸションスキルを発見させࠋࡿ 

評価を基に話ࡋあいࠊ改善案を出させࠊ改善案を基

にもう1度練習・発表を行いࠊ再評価をすࡿこと࡛ࠊコ

ミュニケ࣮ションの工夫・ດ力に終わ࡞ࡀࡾいことを

伝えࠋࡿ 

 

○実践の比較 

実践例a3ࡣ年の選択科目とࡋて実施ࠋ実践例b1ࡣ年

生の必修科目とࡋて実施ࠋ 

実践例 a࡛ࠊࡣ同ࡌ原稿・資料を用いࠕࡀࡿ下を向

いて原稿をㄞࡴ 前を向いて堂々と話すࠕࠖ ࡞ࠖ 8種類

の条件を生徒に選ばせࠊ演技をさせࡽࡀ࡞発表ࡋ相互

評価させていࠋࡿ単に発表の練習にࡔࡿ࡞け࡛࡞ࡣくࠊ

望まࡋく࡞いと思わࡿࢀ条件も演技させࡿことにࠊࡾࡼ

コミュニケ࣮ションの基本的࡞部分に目を向けさせࠊ

伝わࡾ方の遊いを体験させࡿことを目指ࡋていࠋࡿ 

実践例b࡛ࠊࡣ同ࡌ原稿を用いࡀࡿ簡単࡞スラドを

作成させてࠊ条件を付けࡎに発表を行い相互評価させ

ていࠋࡿ様々࡞発表の方を見ࡿことにࡗࡼてࠊ他人

の良いものを吸ࠊࡋまたࠊ自分の発表を振ࡾ返ࡾ今

後に活すことを目指ࡋていࠋࡿ 

実践方法ࡣ大ࡁく異ࠊࡀࡿ࡞いࢀࡎの実践例࡛もࠊ

プࣞࢮン࣮ࢸション実習の中࡛の発表の段階に注目ࠊࡋ

話ࡋ方や態度といࡗたコミュニケ࣮ションスキルの向

上を目指ࡋて実践ࡋていࡿ点࡛共通ࡋていࠋࡿまたࠊ

この授業ࡔけ࡛終わࠊࡎࡽその後ࠊ問題解決型の実習

を行いࠊその成果を発表すࡿ場面࡛活すたࡵの練習

にࡗ࡞ていࡿ点࡛も共通ࡋていࠋࡿ 

 

実践a 㸦1時間࡛実施㸧 

㸦㸯㸧授業を行ࡗたクラスの概要 

 普通科の 7クラス規模の学校࡛ࠊ大学・短大への進

学ࡀ約 4 割ࠊ専門学校への進学ࡀ約 4 割ࠊ就職ࡀ約 2

割࡛ࠊ様々࡞進路への対応ࡀ求ࢀࡽࡵていࡿ学校࡛あ

 ࠋࡿ

 授業を行ࡗたクラス3ࠊࡣ 年生 25 名のࠕ情報実習ࠖ

㸦3単位㸧選択者1ࠋ年次に情報 Aを履修ࠊࡋプࣞࢮン

1ࠊにࡽさࠋࡿていࡋションを経験࣮ࢸ 学期の授業࡛

࡞考察ࡋその結果を分析ࠊ集計を行いࢺンケ࣮ࡣ

をࣞࢺ࣮࣏にまとࡵたࠋ 

 今回の授業ࠊࡣンケ࣮ࢺ集計結果を分析・考察ࡋ

たプࣞࢮン࣮ࢸションを行う前にࠊ資料作成と並行ࡋ

て授業の前半࡛ 3日間に分けて実施ࡋたࠋ 

 

㸦２㸧ࡽࡡい 

 同ࡌ提示資料ࠊ同ࡌ原稿を準備ࠊࡋこࡽࡕの与えた

条件࡛演技をࡽࡀ࡞ࡋプࣞࢮン࣮ࢸションを行うこと

たコミュニケ࣮ションࡗ方や態度といࡋ純粋に話ࠊ࡛

の基本的࡞部分に目を向けさせࠊ伝わࡾ方の遊いを体

験させࠋࡿ 

 

㸦㸱㸧教材の説明 

 自己紹ࠖࠕ࣐࣮ࢸションの࣮ࢸンࢮプࣞ 

 たものࡋ準備 

㸦㸧籤 

 下の 8種類の条件ࡀ書ࢀた紙を用意ࠊࡋᑒ筒に入

 ࡿい状態࡛発表者に選ばせ࡞ࡽ分ࡀ中身ࢀ

 

 

 

 



下を向いて原稿

をㄞࡴ 

聞いていࡿ人のほうを一度

も見ࡎにࡗࡎࠊと下を向いて

ㄞࡴ 

早口࡛話す 
とにく早口࡛ࢇࢇࠊま

くࡋ立てࡼࡿうに話す 

小さ࡞声࡛話す 
小さ࡞声࡛自信࡞さそうにࠊ

ぼそぼそとࡷࡋべࡿ 

え࣮ࠕ ࡗえ࣮ࠕࠖ

とࠖを連発 

え࣮ࠕ ࡁとࠖを࡛ࡗえ࣮ࠕࠊࠖ

 ࠋて話すࢀ入ࢇけたくさࡔࡿ

クネクࠊラࣇラࣇ

ネࡽࡀ࡞ࡋ話す 

頭や顔・首࡞を触ࡽࡀ࡞ࡾ

クネクネ・ࣇラࣇラࡋた態度

࡛話す 

棒ㄞ࡛ࡳ話す 
声の強弱を付け࡞い࡛ࡗࡎࠊ

と同ࡌ調子࡛話す 

前を向いて堂々

と話す 

前を向いて聞いていࡿ人の

ほうを見ࠊࡽࡀ࡞堂々と話す 

㸦  㸧の中を強

調ࡋて話す 

㸦  㸧の中の言葉を強調ࡋ

てࡾࡁࡗࡣと話す 

 

㸦㸧スラド 

 

 

㸦ウ㸧原稿 

㸦  㸧の中ࠊࡣ自分のことや架空の人物を想定ࡋ

て発表者ࡀ書ࡁ入ࡿࢀ 

 

自己紹原稿 

 

こࡽࢀ簡単࡞自己紹をࡋますࠋ 

私の名前ࡣ㸦       㸧࡛すࠋ 

㸦    㸧高校の 3年㸦  㸧組㸦  㸧番࡛

すࠋ 

●クࣜック 

ఫ࡛ࢇいࡿとこࡣࢁ㸦    㸧市࡛ࠊいࡘも

㸦     㸧࡛通学ࡋていますࠋ 

●クࣜック 

誕生日ࡣ㸦    㸧月㸦    㸧日࡛ࠊ

㸦     㸧ᗙ࡛すࠋ 

●クࣜック 

性格ࡣ㸦             㸧ࡔと思い

ますࠋ 

●クࣜック 

高 校 生 活 ࡛ 一 番 の 思 い 出 ࡣ ࠊ

㸦         㸧࡛すࠋ 

●クࣜック 

高校生活も残ࡾ少࡞くࡾ࡞まࡋたࠊࡀたくさࢇの

思い出を作ࡗて࡞ࢇࡳと良い卒業式をࡋたいと

思ࡗていますࠋ 

以上࡛自己紹を終わࡾますࠋ 

 

 

㸦エ㸧記録用紙 

 発表者以外ࠊࡀ発表を聞いて受けた印象や感ࡌたこ

とをメࣔすࠋࡿ最後の発表を聞いた後にࠊ一番分ࡾ

やすࡗた発表ࡣ何番目記入すࠋࡿ 

 

 

㸦４㸧授業の流ࢀ 

 事前準備 

㸦㸧8～9人ࡘࡎ 発表の順ࠊル࣮プにわけてࢢのࡘ3

番を決ࡵて࠾く 

㸦㸧概要を説明ࡋて原稿を配布ࠊࡋ㸦  㸧の中に入

 く࠾記入させてࡵࡌࡽ言葉をあࡿࢀ

当日㸦50分授業の前半  20分程度ェ3回㸧 

㸦㸧事前に決ࡵてあࡗた順番࡛発表者ࡀスク࣮ࣜン

の前に出てࡁて籤を引く＜聞ࡁ手にࡣ引いた籤の内容

 た㸼ࡋうに注意ࡼい࡞ࡽ分ࡀ

㸦㸧発表者ࡣ聞ࡁ手にࡣ分࡞ࡽいࡼうに陰࡛練習



や打ࡕ合わせを軽く行う＜指定さࢀた演技を࡛ࡔࡿࡁ

け大袈裟に行うࡼう助言ࡋた㸼 

㸦ウ㸧発表者ࡣ自分の引いた籤の条件࡛演技をࡋて発

表を行う 

㸦エ㸧聞ࡁ手ࡣ記録用紙に記入すࡿ＜話の内容࡛࡞ࡣ

くࠊ話ࡋ方や態度に注目ࡋて発表を聞ࠊࡁ感ࡌたこと

を記入すࡼࡿうに指示ࡋた㸼 

㸦オ㸧㸦㸧～㸦エ㸧を繰ࡾ返す 

㸦カ㸧聞ࡁ手ࡣ全員の発表を聞いた後ࠊ何番目の発表

 ࡿを記入すたࡗやすࡾ一番分ࡀ

㸦キ㸧記録用紙の回 

 

㸦㸳㸧評価 

 記録用紙 

 話ࡋ方や態度に注目ࡋて記入࡛ࡁていࡿうࠊ

聞く態度等を総合ࡋて 3段階࡛評価ࡋたࠋ 

 次回の発表 

 聞ࡁ手の記入すࡿ相互評価シ࣮ࠊࢺ発表終了後に作

成ࡋた自己評価ࣞ1ࠊ࡛ࢺ࣮࣏ 回目の演技をࡽࡀ࡞ࡋ

の発表ࡀ意識さࢀていࡿうを 5段階࡛評価ࡋたࠋ 

 

㸦６㸧ࡾࡩえࡾ 

 た発表の投票結果ࡗやすࡾ一番分 

 1回目 2回目 3回目 

下を向いて原稿をㄞ8  ࡴ  

早口࡛話す 4 1  

小さ࡞声࡛話す    

え࣮ࠕ  とࠖを連発 2 4 3ࡗえ࣮ࠕࠖ

ࡽࡀ࡞ࡋクネクネࠊラࣇラࣇ

話す 
3   

棒ㄞ࡛ࡳ話す  4 5 

前を向いて堂々と話す 12 6 13 

㸦  㸧の中を強調ࡋて話す  1  

  

 た点ࡗࡔて有効ࡗ授業を行 

 この発表の後に行ࡗた2回目の発表࡛ࠊࡣ聞ࡁ手を意

識ࡋた話ࡋ方ࠊ態度を心ࡀけࡿ姿勢ࡀ見ࢀࡽたࠋまた

場数を踏ࡴという意味࡛もࠊ今回の発表ࡣ多少ࡾ࡞と

も効果ࡣあࡗたの࡛࡞ࡣいと思わࠋࡿࢀ 

 2回目の発表࡛聞ࡁ手ࡀ記入ࡋた評価用紙にࠕࠊࡣ聞

いていࡿ人の方を向いて話ࡋていた ࢁとこ࡞重要ࠕࠖ

を強調ࡋていたࠖࠊ࡞話ࡋ方や態度を意識ࡋた記載

 ࠋたࡗࡀ聞く側の意識の向上にも繋ࠊࡾ多くあࡀ

 準備にࡿ時間やコンピュ࣮タ操作技術の差を気

にすࡿこと࡞くࠊ籤を引いたࡾ演技をࡋたࡾといࡗた

 ࠋたࡁ࡛ࡀ気軽に行うことࡽࡀ࡞ࡳࡋ楽ࠊࡾ性もあ࣒࣮ࢤ

ウ 改善を必要とすࡿ点 

ࠊࡀ前を向いて堂々と話すࠖࠕࡾの投票結果の通 

一番多くの人に分ࡾやすいと感ࢀࡽࡌたࡼう࡛あࠋࡿ

ࠖࡴ下を向いて原稿をㄞࠕとࡿけを見ࡔ2回目ࠊࡋࡋ

発表者の演ࠊう࡛ࡼたࢀࡽࡌやすいと感ࡾ最も分ࡀ

技力やキャラクタ࣮ࡀ大ࡁく関係ࡋていࡼࡿうに思わ

 ࠋたࢀ

今回ࡣ分ࡾやすࡗたものを一ࡔࡘけ選ぶという

投票形式࡛あࡗたࠕࠊࡀ分ࡾやすࡗた ࡾ分ࠕࠖ

にくࡗたࠖの○ェ形式にࡋてࡿࡳとࠊ別の結果に

 ࠋࡿࢀࡽことも考えࡿ࡞

 

実践b 㸦4時間࡛実施㸧 

㸦㸯㸧授業を行ࡗたクラスの概要 

1年生の情報Cの授業࡛実施ࡋたࠋ多くの生徒ࡀプࣞ

 ࠋい࡞ࡀたことࡋを使用ウェࢺࣇションソ࣮ࢸンࢮ

学校の概要ࠊࡣ全日制普通科㸦1学年8クラス㸧ࠊ就職

希望ࡀ数名8ࠊ割以上の生徒ࡀ大学進学を希望ࡋてࠊࡾ࠾

そのうࡕ半数以上ࡀセンタ࣮試験を受験すࠋࡿまたࠊ

部活動ࡀ盛8࡛ࢇ割以上ࡀ参加ࡋていࠋࡿ 

  

㸦２㸧授業のࡽࡡい 

同ࡌ発表原稿を提示すࠊࡀࡿ発表資料㸦スラド㸧

各自ࡣ 1枚程度作成させたࠋたࠊࡋࡔ資料作成ࡣあく

ま࡛も補助的࡞もの࡛あࠋࡿ 

授業のࡽࡡい㸦目標㸧ࠊࡣ以下の 3点࡛あࠋࡿ 

 

 資料作成の工夫 

発表原稿に沿ࡗてࠊ発表を補完࡛ࡼࡿࡁうに工夫ࡋ

て発表資料を作成すࡿことࠋ 

 発表の技術の向上 

発表原稿ࡀ既にあࡿの࡛ࠊ声の大ࡁ・速度ࠊ抑揚ࠊ

話の間ࠊ身体表現࡞発表すࡿ上࡛の基本的࡞ことを

意識ࡋて発表すࡿことࠋ 

ウ 評価とࡾࡩえࡾ 

他人のスラドを見たࠊࡾ発表の方を聞いたࡋࡾ

て評価すࡿことにࠊࡾࡼ自分の発表を客観的に振ࡾ返

 ࠋことࡿを考えいࡼばࢀう改善すࠊࡾ

  

原稿の内容ࡣ提示さࢀていࡿの࡛ࠊ差ࡀ出ࡿのࠊࡣ

発表資料をのࡼうに構成ࠊࡋ発表す࡛ࡿあࠋࡿ 

資料作成や発表の方にࠊࡣ望まࡋい方法ࡣあࠊࡀࡿ

こࡀࢀ正解というものࡀあࡿ訳࡛࡞ࡣいࠋ発表を経験

すࡿことࠊ見ࡿことにࡗࡼてࠊ問題点を改善ࠊࡋ他人

のࡼいものを吸ࡋ今後に活すことࢀࡁ࡛ࡀばプࣞ

ࡋと考え実践ࡿࡀ࡞ࡘションスキルの向上に࣮ࢸンࢮ

たࠋ 

 



㸦㸱㸧教材 

 教科書 

 発表原稿 

発表原稿の一例㸹 

࡞飯能河原ࠊ長瀞ࠊ㸯．荒川・利根川の二大河川やࠕ

埼ࡿていࢀ水辺空間に恵まࠊ࡞清流ࡿࢀに代表さ

玉県ࠋ県土に占ࡿࡵ河川面積の割合3.9ࡣ％࡛全国㸯位

࡛すࠋ荒川の鴻巣市・吉見⏫間の川幅2,537ࡣm࡛こࢀ

も日本一ࠋ 

㸱．熊谷市࡛ࡣᖹ成19年8月16日に最高気温40.9℃ࡀ観

測さࢀまࡋたࠋこࡣࢀ日本国内࡛観測さࢀた中࡛ࡣ最

も高い値࡛ࢇ࡞す！㸦ࠊ࠾࡞この気温ࠊࡣ同日ࠊ岐阜

県多治見市࡛も観測さࢀていますࠋ㸧ࠖ  ࠋ16項目࡞

㸦http://www.pref.saitama.lg.jp/site/saitama/iga

i.htmlࠋࡾࡼたࠊࡋࡔタࢺルࡣ伏せࠋࡿ㸧 

ウ プࣞࢮン࣮ࢸションソࢺࣇウェ 

エ 相互評価シ࣮ࢺ 

オ 自己評価シ࣮ࢺ㸦エと同ࡌ㸧 

プレゼンテヸション実習Ძ：発表資料を作成しǑうᲢ埼玉を紹介しǑうᲣŵ 

 

班ư相談しŴЎ担しƯŴＰᳩｗｅｒＰᳩｉ᳨ｔư資料を作成しƯくƩさいŵ 

発表使用すǔ元原稿ƸŴ裏面Ʒ通ǓŵᲢこǕƕ発表原稿ƩƱ思ƬƯくƩさいᲣ 

ｎЎ担しƯŴ全項目ᲢᲫᲰ項目Უを網羅すǔǑうƴŵ 

  

 

★制作ヷ発表ƴƭいƯ 

 ヷ制作 こƷ時間Ʊ次回ᲢᲬ時間Უ 

 ヷ発表 各班 ᲬЎᲭᲪ秒以上ᲭЎ以内ᲢᲫ人ᲭᲪ～ᲮᲪ秒程度Უ 

   

 

★条件： 

 ヷ表紙ƴタイトルを入Ǖǔŵ 

  →タイトルƸŴ班ư統一すǔこƱ 

  →名前を入ǕǔこƱ 

 ヷ一人ŴᲫ項目紹介しŴ班ưᲯ項目紹介ưƖǔǑうЎ担すǔこƱŵ 

 ヷ元原稿Ɣǒ逸脱しƳいこƱŵ 

 ヷ画像ƸŴクリップアヸトƷǈŵ 

 ヷアニメヸションƷ使用可ŵ 

 ヷ音Ƹ不可ŵ 

 ヷǹライド枚数ƸᲫ枚 

 

 

★ヒント： 

 Ў類ŴタイトルŴキャッチフレヸǺ 

 

 

★評価Ʒ観点： 

ǹライドƴ関しƯ  ヷ文字Ʒ大ƖさƸ 

    ヷᲢᲫǹライドあƨǓƷᲣ情報量Ƹ適ЏưあƬƨƔ 

    ヷǹライドƱ内容Ʒ整合性ƸあƬƨƔ 

    ヷǇƱめ方ƴ工夫ƕあƬƨƔ 

発表Ʒ方法Ŵ話し方ƴƭいƯ ヷ聞Ɩ手Ʊ視線を合わせƯ話すこƱƕưƖƨƔŵ 

    ヷ声Ʒ調子や大ƖさƸ適ЏưあƬƨƔ 

    ヷ話す速さᲢ話Ʒ間ᲣƸ適ЏưあƬƨƔ 

    ヷ手振Ǔ身振ǓƳƲƷ身体表現や姿勢Ƹ適ЏưあƬƨƔŵ 

 

 

★こƷ実習Ʒ目的 

ᲫᲫ月Ʒ進路見学発表会ƴƭƳƕǔǑうƴ 

 ヷわƔǓやすい資料Ʒ作成ᲢЎ量Ŵ配置ƳƲᲣ 

を身ƴ付けǔ  

㸦参考：生徒への指示書㸧 

 

㸦参考：評価シ࣮ࢺ㸧 

 

㸦４㸧留意点と実施の流ࢀ 

方ࡣド作成スラࠊࡾ通ࡿ題材設定の理由ࠖにあࠕ

法にࡗࡼてࡣ非常に時間ࠋࡿࡀまたࠊニメ࣮シ

ョン設定࡞にこࡔわࡿと本質を見失う༴険性ࡀあࠋࡿ

そこ࡛作成時間ࠊスラド枚数࡞制約を多くࠊࡋあ

くま࡛もࠕࠊ伝えࡿ たࠖࡵに最小限度のものとࡼࡿ࡞う

に心掛けたࠋ制約や条件を多くすࡿことにࠊࡾࡼ自分

のスラドや発表と比較ࡋやすくࡿ࡞メࣜッࢺもあࠋࡿ

制約・条件ࡣ以下の通ࠋࡾ 

 

 ࠋࡿの項目を30⛊程度とすࡘ1人1ࡣ発表方法 

ࡋ使用ࡣࢺ࣮㸦クࣜップࠋ1枚に限定ࡣドスラ 

てࡼいࠊࡀそࢀ以外の画像ࡣ不可ࠋ㸧 

ウ ニメ࣮ションࡣ使用ࡋても良いࠋ㸦たࡋࡔ原稿

をㄞࡔࡴけ࡛ࡿ⛊20～⛊15ࠊの࡛ࠊ実質簡単࡞も

のࡋ使用すࡿこと࡞ࡁ࡛ࡀいࠋ㸧 

エ のࡼう࡞点に注意ࡋて作成・発表すࢀば良い

を明確にすࡿたࠊࡵ評価項目を事前に提示すࠋࡿ 

オ 発表原稿の内容ࠊࡣ理解に時間࡞ࡽࡀいࡼうࠊ

身近࡞ものとすࠋࡿ 

カ 引用ࡋた元の資料にࠊࡣタࢺル㸦小見出ࡋ㸧ࡀ

あࡗたࠊࡀあえて外すことにࠊࡾࡼ原稿のこの部分

をスラドに使用すࡿ考えさせࡼࡿうにࡋたࠋ㸦小

見出ࡀࡋあࡿとࠊ内容を理解࡞ࡋい࡛安易にスラド

に使用すࡿ可能性ࡀあࡿたࠋࡵ㸧 

 

1時間目 

 いて講義ࡘ表現にࡿࡼションに࣮ࢸンࢮプࣞ 

 の操作実習ウェࢺࣇションソ࣮ࢸンࢮプࣞ 

2時間目 

 発表原稿提示・資料作成 

 発表練習 

3時間目 

 発表資料作成 

 発表練習 

4時間目 



 発表・評価 

 

㸦㸳㸧評価方法 

基本的にࠊࡣ自己評価ࡼ࠾び相互評価に基࡙くࠋ㸦評

価シ࣮ࠕࡣࢺ㸦２㸧授業のࡽࡡいࠖのࠊに基࡙いて

作成ࠋ㸧 

たࠊࡋࡔ本校࡛ࠊࡣこの後ࠊ進路見学会を実施ࠊࡋ

その報告発表をプࣞࢮン࣮ࢸションソࢺࣇウェを使

用ࡋて行ࡗていࡿ㸦発表ࡣ班単位㸧ࠋ今回の実習ࠊࡣそ

の報告発表に向けての練習の位置࡙けも兼ࡡていࠋࡿ

そのたࠊࡵ他者の評価をࡽࡀ࡞ࡋもࠊ自分の発表を振

ࡘ課題を見たࡗࡔࡁ発表にすべ࡞うࡼのࠊࡾ返ࡾ

けࠊ次の発表の機会にࢀࡀ࡞ࡘばࡼいと考えࠋࡿ 

 

㸦６㸧ࡾࡩえࡾ 

 た点ࡗࡔて有効ࡗ授業を行 

原稿を事前に全員に提示ࡋていࡿの࡛ࠊ内容࡛࡞ࡣ

く純粋に発表の部分に集中すࡿことࡁ࡛ࡀたࠋ多くの

発表を見ࡿ中࡛ࠊ自分にとࡗて良い発表ࠊ悪い発表の

区別ࡘࡀく目ࡀ養わࢀたࠋ 

そのた2ࠊࡵ月後に行ࡗた進路見学会の発表࡛ࠊࡣ

発表の方に今回の反省を踏まえた改善ࡀ見ࢀࡽたࠋ 

 

  点ࡿ改善を必要とす 

作業の効率化のたࡵにࠊ班を作1ࡾ班3分以内㸦1人30

⛊程度㸧࡛ 8班の発表を行ࡗたࠋ計算上ࡣ評価と班の入

実ࠊࡀたࡗࡔ計算ࡿても時間内にまࡗ替えに3分とࢀ

際にࠊࡣ時間ࡀ足࡞ࡾくࡿ࡞クラスもあࡗたࠋ寧に

自己評価ࠊ相互評価を行うにࠊࡣ発表後4～5分程度必

要࡛あࠊࡾその場合2ࠊ班程度ࡣ前の時間に発表を行う

必要を感ࡌたࠋ 

またࠊう改善すࢀば良いをまとࠕࡿࡵ振ࡾ返ࡾ

シ࣮ࠖࢺの作成を課さࡗ࡞たࠊࡀプࣞࢮン࣮ࢸショ

ンスキルの向上という主旨ࡽすࢀばࠊ絶対に必要࡞

もの࡛あࢁうࠋ次回ࡣࡽ用意すࡿ必要ࡀあࡿと強く

感ࡌたࠋ 

 

おわࡾに 

 今回の実践報告のࡼうにࠊ同࣐࣮ࢸࡌを複数の教員

࡛実施すࡿことࠊࡣ課題を共有ࡋ指導方法の工夫を研

究࡛ࠊࡿࡁ研究会という場ࡀあࡗたࡽこそ可能࡛あ

 ࠋࡿていࡗたと思ࡗ

 実践報告ࡣࡽ各教員の工夫ࡀ見えࠊいࢁい࡞ࢁษ

生徒のコミュニケ࣮ション能力の向上を意ࠊࡽ口ࡾ

識ࡋた授業を展開࡛ࡿࡁことࡀわࠋࡿまたࠊ昨年に

行ࡗた授業提案を実践すࡿこと࡛ࠊさࡽに授業を改善

のたࡳい試ࡋ新ࠋたࡗドバックも多くあ࣮ࣇࡿࡁ࡛

その失敗もすࠊࡀたࡗこともあࡿて失敗すࡋ実践ࠊࡵ

べて掲載すࡿこと࡛ࡾࡼࠊ効果的࡞授業の方法とࡣ何

 ࠋと考えたい࡞ࡣの࡛ࡿࡁ提案࡛ࠊ

 生徒の状況ࡣ多様࡛ࠊ学校にࡗࡼて学習環境ࡣ遊う

何ࡣ実践とࡿていࢀࡽࡵ情報科に求ࡀ今回の研究ࠊࡀ

コミュニケ࣮ションの工夫をࠊࡾ࡞機会とࡿを考え

学ぶたࡵの指導を考えていࡿ方の一助にࡿ࡞ことを願

 ࠋࡿていࡗ

 



࠙投稿論文ࠚ 

写真かࡽムービーを作る 

埼玉県立芸術総合高等学校  教諭 西澤 廣人   

 
 じめにࡣ

たい！ࠖと生徒ࡾを作࣮ࣅ࣮࣒コンピュ࣮タ࡛ࠕ 

ࠋ……ࡽたࢀさࢺクエスࣜࡽ  

 所沢西高校時代に部活動࡛ࡵࡌࡣた時ࠊࡣ数人ࡽ࡞

ࢇ組ࡾ積極的に取ࡀࡕ生徒たࠋうぶと考えたࡻࡌいࡔ

࡛くࢀたの࡛ࠊ翌年ࠕࠊ写真࣮ࣅ࣮࣒ࡽを作ࠖࡿ授業

を㸱年生選択科目࡛行いࠊ学校説明会࡛も上映ࡋたࠋ

ࠖうぶࡻࡌいࡔ教室のPC環境࡛ࠕࠊࡣ前ࡿࡵࡌࡣ

࡞ࡁ予想࡛࡞ࠖい࡞ࡣの࡛ࡿࡀ作成に時間ࠕ

い不安もいࢁいࢁとあࡗたࠊࡀ生徒たࡕと取ࡾ組ࡔࢇ

勝ࡀという期待のほうࡿ࡞授業ࠖにࡿワクワクすࠕࡽ

い࡛ࢇࡘ対処法をࡽࡀ࡞ࡋ経験ࠊࡣルࣈラࢺࠋたࡗ

けばいいと考えたࠋ  

 この時に࡛ࡁた生徒の作品を当時新任の᭯田先生に

見せたとこࢁ気に入ࡗてもࡽえたࠋ二人࡛協力ࡋて教

科ࠕ情報 のࠖ授業を始ࡵた年にࠊすべてのクラス 写ࠕ࡛

真࣮ࣅ࣮࣒ࡽを作ࠖࡿ授業をすࡿことࡁ࡛ࡀたࠋ  

 所沢高校に異動にࠊࡾ࡞有志や部活動࡛࣮ࣅ࣮࣒の

作成を行ࡗたࠋ昨年度ࡣ久ࡋぶࡾに情報の授業も担当

すࡿこととࡗ࡞たࠋ転任ࡋてࡁた黒田先生と相談ࠊࡋ

㸱年生のࠕ情報Ａࠖ全クラス࡛ࠕ写真࣮ࣅ࣮࣒ࡽを

作ࠖࡿ授業をすࡿことࡁ࡛ࡀたࠋあࡽたࡵて࠾ࠊ二人

と生徒たࡕに感謝ࡋたいࠋ  

 さてࣅࣞࢸࠊのニュ࣮ス࡛動画共有サ࣮ࣅス࡛の映

像ࡀ流ࡿࢀことࡀ不思議࡞こと࡛࡞くࠊࡾ࡞ネッ࡛ࢺ

動画を見たࠊࡾ投稿ࡋたࡾということࡀ一般的࡞こと

とࡋてとࡽえࡼࡿࢀࡽうにࡗ࡞てࡁたࠋ携帯端ᮎを使

の中࣒ルタࣜࠊことやࡿて動画を撮影・編集すࡗ

継をすࡿことも࡛ࡼࡿࡁうにࡗ࡞たࠋ日常ࢀࡩていࡿ

映像ࡀ身近࡞道具を使ࡗて制作࡛ࡿࡁ時代にࡗ࡞たࠋ 

先ࡿと考えていࠖࡿࡳてࡋࢪチャࣞンࢁそࢁそࠕ 

生のたࡵにࠊ役に立ࢺ࣮࣏ࣞࡘにࢀ࡞ばと思うࠋ 

 

㸯 動画の授業に入る前に 

 実習に入ࡿ前にࠊ授業をメ࣮ࢪすࠋࡿ教師の側

の両方を考えてࢀ流ࡿࡌ感ࡽと生徒の側ࢀ見た流ࡽ

ࠋࡿていࡗまࡽ複雑にࡣ学びࠊࡣ実習の中࡛ࠋࡿࡳ

ࡿ自由に作ࠕ こࠖともࠕ同࣮࣌ࡌス࡛同ࡌものを作ࠖࡿ

こともࠊ時間のコンࢺロ࣮ル࡞࡞ࡣ難ࡋいࠋ単位

数ࡀ少࡞い科目࡛ࡣ時間のコンࢺロ࣮ルࡀ重要࡛あࠋࡿ

そこ࡛ࠕࠊ制限の中࡛個性を発揮させࡿ こࠖととࠊ学び

の࣏ンࢺをシンプルにすࡿことを心ࡀけたࠋ 

㸦㸯㸧 プࣜケーションのࢶボࡣ何か？ 

 教科ࠕ情報ࠖࠊࡣプࣜケ࣮ションの操作方法を教

えࡿ教科࡛࡞ࡣいということࡼࡣくわࡗていࡿのにࠊ

新ࡋいプࣜケ࣮ションを授業に導入すࡿとࡁにࠊࡣ

い細ࡀ教師ࠋࡿ࡞たくࡋい多くの機能を紹ࡘいࡘ

説明を長々とすࡿこと࡛ࠊ生徒の活動の時間ࡀ少࡞く

 ࠋまうࡋてࡗ࡞希薄にࡀばいいのࢀ結局何をすࠊࡾ࡞

 そこ࡛ࠊプࣜケ࣮ションを使うとࡁにࠕここをࡘ

動画編ࠋࡿていࡋことにࡿさえ࠾を࣎ࢶというࠖࡵ

集ソࢺࣇウェ࣮ࠖࣖࣞࠕࡣ࡛とࠕタ࣒ランࠖ

の概念ࡔと考えていࠋࡿ  

 あとࡔࡿࡁ࡛ࠊࡣけシンプル࡞方法࡛完成࡛ࡼࡿࡁ

うにスࢸップを考えࠋࡿ一度に多くを説明࡞ࡋいࠋオ

プションの機能ࡣ質問をࡋた生徒に教えたࠊࡽ次ࡣそ

の生徒に他の生徒ࡣ聞ࡁにいくࡼうにすࠊ࡞ࡿ各自

の必要に応ࡌて機能を使ࡗていく方法をとࡗていࠋࡿ 

前ࡿ動画編集に入ࠊࡣいてࡘの概念に࣮ࠖࣖࣞࠕ 

にࠊ画像処理ソࢺࣇウェࢀࡩ࡛て࠾くと入ࡾやすいࠋ  

 動画編集ソࠕࡣ࡛ࢺࣇタ࣒ランࠖを表示࡞ࡋい

࣮ࣔドもあࠊࡀࡿ一度ࠕタ࣒ランࠖを見せて࠾く

とࠊ細い調整ࡀ必要にࡗ࡞たとࡁに役に立ࠋࡘ 

㸦２㸧 映像ࡀ先か、音楽ࡀ先か？  

 映像を作ࡗてࡽ後ࡽ音楽をࡘけࠊࡿ音楽にの

せて映像を編集す࡞ࢇࠊࡣࡿ作品を作ࡿにࠋࡿࡼ

ＣＭのࡼう࡞短時間࡛メ࣮ࢪを伝えࡿ作品を作ࡿ場

合やࠊ制作時間ࡀ短い場合ࠊࡣ曲のほうを先にࡵࡁてࠊ

そこに映像をのせࡿという形にすࡿとスࢬ࣮࣒にいくࠋ 

 音楽を先にすࡿことにࡋてࠊ曲ࡣう用意すࠋࡿ 

 の時間にあわせた曲࣮ࣅ࣮࣒・

 映像の途中࡛曲ࡀษࢀたࠊࡾまࡗたく遊う雰ᅖ気の

曲にࡿࡀ࡞ࡘとࠊ少ࡋ興ࡋࡵࡊてࡋまうࠋ  

ࡵたࡿロ࣮ルすࢺの時間を曲の時間࡛コン࣮ࣅ࣮࣒ 

にࠊ㸱㸮⛊や６㸮⛊࡞指定ࡋた出来上ࡾࡀの時間に

合わせた曲を用意ࡋて࠾くとࡼいࠋ曲ࡀ長い場合ࠊࡣ

この時間にあわせてࣇェドウࢺすࠋࡿ  

・曲数ࡣ㸯㸮曲程度 

 曲数ࡀ多くࡾ࡞すࡿࡂとࠊ選ぶのに時間ࡗࡀて

生徒たࠊてもࡋ用意ࢇてたくさࡋ苦労ࠊまたࠋまうࡋ

ࠊࡣここ࡛ࠋい࡞ࢀࡋも多いࡀ曲を選ぶことࡌ同ࡣࡕ

曲に合わせて࣮ࣅ࣮࣒を作ࡿことに重ࡁをࠊࡁ࠾曲ࡀ



重ࡗ࡞たとࡣࡁあまࡾ気に࡞ࡋいࡼうにと言うことに

すࠋࡿ  

・歌詞ࡀ入ࡗてい࡞いもの  

 歌詞ࡀ入ࡗていࡿものࠊࡣ言葉の影響を受けてࡋま

うࠋ言葉࡛感動すࡿことも多いのࠊࡀࡔ写真をメン

にࡋて組ࡳ立てࡿたࡵにࠊこの授業࡛ࡣ歌詞の࡞いも

のにすࠋࡿこの条件をࡘけࡿこと࡛ࠕࠊ自分の好࡞ࡁ

࣮チスࢺの曲を使いたいࠖという生徒の希望を牽制す

音楽著作権の話をすࠊࡣた声ࡋ㸦こうࠋࡿࡁ࡛ࡀことࡿ

ࠊにࡵたࡿく話をすࡼࢢミンタࠋࡿ࡞けにࡗࡁࡿ

プࣜンࢺや資料࡞を事前に準備ࡋて࠾くࠋプࣜンࢺ

࠾࡛ࢇㄞࡣいこと細ࠊࡁ短時間࡛説明࡛ࠊばࢀあࡀ

くࡼうにと指示ࠋࡿࡁ࡛ࡀ㸧 

・著作権をクࣜすࡿ  

 ネッ࡛ࢺ自作曲を࡛࣮ࣜࣇ公開ࡋていࡿ人に許諾を

プࣜケࡿࡁル࣮プ素材を並べて作曲࡛ࠊࡿ願いす࠾

࣮ションを使ࡗて自作すࡿ㸦関心ࡀあࡿ生徒にやࡗて

著作ࠊた㸧ࢀてくࡗ短時間࡛作ࠊࡽけたと声をࡽたࡳ

権保護期間ࡀษࢀたクラシック音楽を演奏すࠊ࡞ࡿ

ࢁいࠊの࡛ࡿ࡞いても教材にࡘにのࡿすうクࣜ

いࢁ調べて試ࡋてࠋࡿࡳまたࠊあࡵࡌࡽ曲ࡀ用意さ

ࢀていࢀく開催さࡼࢢミンタࡀࢺスࢸコンࡿていࢀ

ばそࢀを利用すࡿ手もあࠋࡿ  

㸦㸱㸧作成ࣝࢢ、ࡣープか個人か？ 

 授業の中にࢢル࣮プ活動をう入ࡣࡿࢀ簡単࡛ࡣ

ࠊࡿうす評価をࠊࡿうす合わせをࡳ組ࠋい࡞

生徒たࡣࡕ協力ࡋあえࡿのࠋ  

 ᝎࡣࡳ多いࢢࠊࡀル࣮プ࡛取ࡾ組ࡴベンࢺとࡋて

映像制作を考えࡿのも㸯ࡘの手ࡔと思うࠋ社会に出ࡿ

とࠊ好ࡁ嫌いを超えて協力ࠊࡋ途中経過を報告すࡿこ

とࠊスケࢪュ࣮ルに間に合わせࡿことࠊ人に伝わࡼࡿ

うに発表すࡿことを求ࡿࢀࡽࡵことࡣ多いࠋ映像制作

ࠋࡿ࡞やすくࢀた要素を授業に入ࡋこうࡣ࡛  

ࠋࡿ࡞く࡞少ࡀと作品数ࡿル࣮プにすࢢ   

 メࣜッࢺとࡋてࡣ 

・上映会の時間のコンࢺロ࣮ルࡋࡀやすくࡿ࡞  

 㸯人㸯作の場合ࠊࡣ㸱㸮⛊の作品に発表者コメンࢺ

２ࠋて４㸮分ࡋたとࡗにいࢬ࣮࣒け→㸯人㸯分࡛スࡔ

人࡛㸯作にすࡿとࠊその分をコメンࢺや相互評価の時

間にまわせࠋࡿまた発表者席への移動時間もࠊ入ࢀ替

わࡾの回数ࡀ少࡞くࡿ࡞こと࡛減ࡽすこと࡛ࠋࡿࡁ  

・サࢺ࣮࣏対象ࡀ減ࡿとࠊサࢺ࣮࣏を手厚く࡛ࡿࡁ  

 機材の準備やࢺラࣈルへの対処に追わࢀてࡋまうとࠊ

制作へのサࡀࢺ࣮࣏手薄にࡗ࡞てࡋまうࠋ慣࡞ࢀいう

と࡞不調ࡀPCࠋたࡗたࡀࡾあࡣいこと࡞少ࡀ数ࡣࡕ

ル࣮プࢢࠊまたࠋたࡋ別のPCを使うこと࡛対処ࠊもࡁ

内にいࡿ頼ࡾにࡿ࡞生徒の力もあࡀࡾたࡗたࠋその

分ࠊ苦手࡞生徒ࡀ集まࡗたࢢル࣮プへのサࢺ࣮࣏に時

間をけࡿことࡁ࡛ࡀたࠋ  

 一方ࠊ不安要因への対処とࡋて  

・組ࡳ合わせにࡘいてࠊࡣ家庭科࡞他の授業࡛う

ル࣮プࢢあわせてࠋࡿࡳてࡋをࣜサ࣮チのࡿていࡋ

活動時のクラスの様子もࡁいてࠋࡿࡳ  

・評価ࠊࡣ個人ࣞࢺ࣮࣏の中にࢢル࣮プ内評価を入ࢀ

生徒をチェックࡿい࡛ࢇ組ࡾ作成中に積極的に取ࠊࡿ

上映ࡣての評価ࡋ㸦作品とࠋࡿカバ࣮す࡛࡞く࠾てࡋ

会࡛認ࡿࢀࡽࡵこと࡛ࠊ個人の評価ࡣ活動をうࡾࡩ

  㸧ࠋ࡛ࡿていࡗえ

㸦㸲㸧動画フイࣝの書ࡁ出しࡣうするのか 

 動画編集ソࡣ࡛ࢺࣇ完成ࡋた後にࠕࠊ書ࡁ出ࡋ 必ࡀࠖ

要にࠋࡿ࡞動画ࣇルの書ࡁ出ࡋにࡣいࢁい࡞ࢁ形

式ࡀあࡿの࡛ࠊ迷う場合も多いࠋまたࠊ書ࡁ出ࡋ時に

ᅽ縮作業ࡀ加わࡿの࡛࣮ࣅ࣮࣒の長さやPCの能力に

ࣇࠊまたࠋࡿあࡀことࡿࡀ時間ࡾ࡞てࡗࡼ

ルサࡀࢬ大ࡁくࡾ࡞すࡂてࠊコピ࣮ࡗ࡞ࡁ࡛ࡀた

ていࡋく完成ࡗせࠊ࡞い࡞ࡁ他のPC࡛再生࡛ࠊࡾ

たのに上映会直前࡛大㦁ࡂということもあࡗたࠋ  

 作成前の設定と書ࡁ出ࡋの形式にࡘいてࠊ授業࡛使

う素材を使ࡗて事前に試ࡋてࠊう設定ࠊࡋのくࡽ

いの時間ࡿࡀのを確認ࡋて࠾く必要ࡀあࠋࡿ 

 またࠊ書ࡁ出ࡋ場所や素材の一時置ࡁ場にࡘいても

複数台࡛同時にࢸスࡋࢺて࠾くとࡼいࠋネッࢺワ࣮ク

࡛サ࣮バに素材をࠊࡁ࠾書ࡁ出ࡋもサ࣮バという状態

ロ࣮カࡣにࡵたࡿ負荷をさけࠋࡿࡀ負荷ࡾ࡞ࡣ

ルの࣮ࣁドデスクを利用すࡿ方法もあࠋࡿ㸦ࣅデオ

映像を扱うとࡁにࠊࡣロ࣮カルの࣮ࣁドデスクに作

業用のwork࢛ࣇルࢲを作ࠊࡾ環境復元࡞ࡽࡀいࡼ

うに設定ࡋたࠋ㸧  

 またࣇࠊル名の付け方やࠊ素材ࣇルの入ࢀ

方ࡣ࡞指示をまとࡵたプࣜンࢺを作ࡿとࡼいࠋ㸦動画

の編集ࣇルࠊࡣ素材ࣇルの場所ࡀわࡿとࣜ

ンクษࢀのࢺラࣈルにࡿ࡞こともあࡿたࠋࡵ㸧 

㸦㸳㸧素材ࡣ動画か写真か 

 最初にチャࣞンࢪすࡿとࠊࡣࡁ素材ࡣ写真にࡋぼࡿ

といいの࡛࡞ࡣいࢁࡔうࠋ 

 現在ࣅࠊデオカメラや携帯࡛撮影ࡋた動画ࣇル

にࡣ複数の形式ࡀ混在ࡋていࡿ状況࡛あࣇࠋࡿル

形式にࡗࡼてࡣ取ࡾ込ࡴとࡁにࠊ変換作業࡛ࡾ࡞時

間ࡿࡀ場合やࣇࠊルࡀ巨大࡞たࡵそのまま࡛

࡞遅くࡀ反応ほࡿと思えいの࡞動いていࡀPCࡣ

現ࠊとࡿࡳてࡋも調べて試ࡾこのあたࠋࡿ場合もあࡿ

在の環境にそࡗた方法を見ࡘけࡿことࡿࡁ࡛ࡀのࠊࡀࡔ

そࡾ࡞ࢀに時間ࠋࡿࡀ  

 さてࠊ写真を利用すࡿとࡁにࠊ肖像権への配慮を考

え࡞けࢀば࡞ࡽ࡞いࠋ前任の２ࡘの高校࡛担当ࡋてい

たとࡁにࠊࡣ入学許可候補者説明会࡛ࠊ個人情報保護



と携帯電話࡞ネッ࡛ࢺの問題に対処すࡿ話をすࡿと

うにࡼࡿいて説明すࡘ行事等࡛の写真の活用にࠊにࡁ

てࡗ使ࠊのࡿあࡀことࡿ目的࡛利用す࡞ࢇࠋたࡋ

ほࡋく࡞い場合ࡣ気軽に申ࡋ出てほࡋいࠋ࡞ここ࡛

説明ࡋた上࡛ࠊ授業の際にももう一度話すࡼうにࡋたࠋ 

 またࠊ生徒ࡀ撮影ࡋた写真を利用すࡿ場合ࠊࡣメࣔ

ࣜカ࣮ドにもいࢁい࡞ࢁ形式ࡀあࡿの࡛ࠊ小型のメࣔ

ࣜカ࣮ドにも対応ࡋていࢲ࣮ࣜࡿを複数台用意すࡿと

人に確認ࡿていࡗ写ࠊ前にࡿࡵ授業࡛利用を始ࠋいࡼ

すࠊ࡞ࡿ他人への配慮とࠊ使わࢀたく࡞い写真の場

合ࢇࡕࡁࡣと申ࡋ出ࡼࡿうにと強調ࡋたࠋ  

 一方ࠊ学校にࡗࡼてࡣ生徒の顔ࡀ写ࡗていࡿ写真の

利用ࡀ難ࡋい場合もあࢁࡔࡿうࠋ自然や食事࡞人物

ていて顔ࡗ入ࡀ࡞姿や手ࢁ後ࠊいもの࡞ていࡗ入ࡀ

個人࡞具体的ࠋࡿい写真を使う方法もあ࡞ていࡗ写ࡣ

ての体験をࡗ自分にとࠊいこと࡛࡞い࡛ࢇこࡾࡘうࡀ

ࠊࡾぼけていたࠋࡿもあࢺメࣜッࡿ࡞やすくࡋࢪメ࣮

ぶࢀていࡿ写真࡛もࡆ࡞ࡘࠊて࣮ࣅ࣮࣒にすࡿと雰ᅖ

気を伝えࡿことࠋࡿࡁ࡛ࡀ  

 学校の現状にあわせて࡞ࢇ写真を利用すࡿを考

えࠊチャンスをࡘࡳけ撮影ࡋて࠾くࠋまたࠊ同僚の中

に撮影ࡋていࡿ人ࡀいࡿ場合ࠊࡣ協力を࠾願いࡋて࠾

くとࠊ使えࡿ写真の幅ࡀ広ࠋࡿࡀ  

 

２ 最初の授業— オࣜエンテーション  

ࠋࡿ練習をす࡞簡単ࠊてࡋルを示࣮ࢦ   

㸦㸯㸧何のために作るのか 

 目的を明確にࡋて࠾くࠋ見せࡿ相手ࠊ見せࡿ時期を

明ࡽにࡋてࠊそこ࡛࡞ࢇメッセ࣮ࢪを伝えたい

を考えさせࠋࡿメッセ࣮ࡾࡁࡗࡣࠊࡣࢪとࡋた文章࡛

け࡛も最ࡔわすキ࣮ワ࣮ドࡽをあࢪメ࣮ࠊくても࡞

初ࡣまわ࡞いࠋ㸦最後の発表のとࡁま࡛にࠊࡣメッセ

㸧ࠋいࡼとࡿうにすࡼࡿࢀࡽࡵを短い文章࡛まとࢪ࣮  

 上映会ࡣ大画面࡛行いࠊ見ࡿ人ࡀ発表者と作品のほ

うに向ࡁあう形ࡀベスࡔࢺと考えࠋࡿ映画館のࡼうに

暗くࡋてࠊ音を再生すࡿ環境も整えࡿとࠊ作品ࡀ持ࡘ

力をࡾࡼ引ࡁ出すことࠋࡿࡁ࡛ࡀ  

 クラス内࡛の上映会ࡔけ࡛࡞くࠊ各クラスの優秀作

品の上映会を放課後に行ࡗたࠊࡾ学校説明会࡛上映ࡋ

たࡾという࣮ࢦルを前もࡗて示すとࡾࡼࠊ高いࣔチベ

࣮ション࡛取ࡾ組ࡴ生徒ࡀあࡽわࢀたࠋいい作品ࡀ出

てくࡿとࠊその刺激ࡀ次のいい作品を生ࠋࡴ  

 目的と࣮ࢦルのメ࣮ࢪを最初に伝えࡿことࡀ重要

࡛あࠋࡿ作成途中࡛も時々このことを確認ࡋにᖐࡗて

くࡿことࡼࡿࡁ࡛ࡀうにワ࣮クシ࣮࡛ࢺ強調ࡋて࠾くࠋ 

㸦２㸧࡞ࢇ作品を作るのか：参考作品を見る 

 先輩の作品や教師ࡀ作ࡗたサンプルを見ࠋࡿ場合に

࡞も参考に࡞たCM映像ࢀࡽ作ࡽ写真ࠊࡣてࡗࡼ

 ࠋうࢁࡔࡿ

 参考作品ࡣ複数回見せࡿといいࠋ何枚の写真ࡀ使わ

効果を࡞ࢇにࡁとࡿ替えࡾ画面をษࠊていたのࢀ

使ࡗていࡿのࠊ文字ࡣう࡞の２ࠊ࡞回目以降

うにࡼࡿ見ࡽを伝えていいࡽたࡋこに注目ࠊࡣ

すࠕࠋࡿ視点ࠖࡾࡁࡗࡣࡀすࡿとࠕ見えてࠖくࡼࡿうに

ࣅࣞࢸࠊその後ࠊとࡴࡘた視点をࡋ一度こうࠋࡿ࡞

や映画を見ていてもこうࡋた点ࡀ見えてくࡼࡿうに࡞

ࡗ࡞うにࡼࡿて映像を見ࡋ意識ࠋࡔうࡼ多いࡀ生徒ࡿ

た生徒ࠊࡣ次の時間に作成すࡿとࡁま࡛に見方ࡀ成長

 ࠋことも多いࡿていࡋ

 サンプルを見せࡔࡿけ࡛࡞くࠊ見ࡿ視点を示ࡋてࠊ

自ࡽ気࡙くࡼうにもࡗていくこと࣏ࡀン࡛ࢺあࠋࡿ 

㸦㸱㸧簡単࡞練習をする 

 写真を数枚選ぶ・

 選ぶ写真の枚数ࡣ教師ࡀ示すࠋ選ぶ時間ࡿࡀ生

徒も少࡞く࡞いたࠊࡵこの場面࡛ࠊࡣ選ぶもとにࡿ࡞

写真の枚数ࡣあまࡾ多く࡞ࡋいࠋ  

ࡄ࡞ࡘࠊ順番を考えてࡿ並べ・  

 組ࡳ写真を事前に体験ࡋていࢀばࠊここ࡛ࡣそのと

 ࠋࡿࡁ活ࡀの経験ࡁ

ࡿ時間順に並べࠕ  うに並べࡼࡿࡁ࡛ࡀ࣮࣮ࣜࢺスࠕࠖ

㸧ࠖࡿうに並べࡼࡿࡁ࡛ࡀ話ࡽࡀ࡞ࡳ㸦写真をࡿ を基本

とࡋてࠕࠊ動ࡿࡀ࡞ࡘࡀࡁものを並べࡿ ࡞形や色ࠕࠖ

画面࡛見えていࡿもの࡛ࡿࡀ࡞ࡘものを並べ࡞ࠖࡿ

のࣄンࢺをࠊ作業をࡋていࡿ途中࡛伝えていくࠋ 

ウ・音楽をࡘけࡿ  

 場面転換の効果ࠊ࡞プࣜケ࣮ションの使い方に

ࠋࡿけࡘ音楽をࡣ次ࠊにࡎせࡾ深入ࡣ  

 まࡣࡎ音楽࡞ࡀいままࠊPC上࡛上映ࠊࡋそࢀにあい

そう࡞BGMを数曲用意ࡋた中ࡽ選ぶࠋ選ࡔࢇ曲をࡘ

けࠊ再度上映すࠋࡿ写真ࡔけ࡛上映ࡋたとࡁにくࡽべࠊ

曲ࡘࡀいていࡿとࠊう感ࡀࡌわࡿを体験させࠋࡿ 

 時間ࡀあࡿ生徒にࠊࡣ本番࡛使う曲を用意ࡋた࢛ࣇ

ルࢲの中ࡽ選ぶࡼうに指示をすࠋࡿ  

エ・肖像権にࡘいて  

 学校行事࡞の写真࡛ࠊࡣ写ࡗていࡿ生徒ࡀ使ࡗて

ほࡋく࡞いと感ࡿࡌ場合もあࠋࡿ撮影時に許可をとࡗ

ていたとࡋても࡞ࣖࠊ場合ࡣ遠慮࡞く申ࡋ出ࡿこと

とࠊその場合ࡣサ࣮バや作品ࡽ写真をࡎࡣすこと࡞

ࠋࡿと考えࡔ重要ࡀことࡿと伝えࢇࡕࡁを  

 さࡽにࠊ自分たࡀࡕ撮影ࡋた写真を使う場合ࠊ仲間

内࡛ࡼࡣくてもࠊクラスの中࡛見せࡿにࡣ適さ࡞いも

のࡀあࡿことにࡘいてもࢀࡩて࠾くといいࢁࡔうࠋ  

 次回ࡣ曲をまࡎ選びࠊその曲にのせてࠊ選ࡔࢇ写真

をࡆ࡞ࡘていくことを予告すࠋࡿ余裕ࡀあࢀばCMや

映画の予告編を分析的に見ࡿことを宿題に出すࠋ  



㸱 写真の選択とストーࣜー  

 今回࣮ࣅ࣮࣒ࡀࡽ制作の本番ࠋ各時間の最初に今

日クࣜすべࡁ目標ࡣ何を説明すࠋࡿ制作ࡌࡣࡀま

てࡗ先にいࠋまうࡋてࡗ࡞にࢀࡒࢀそࡣス࣮࣌ࠊとࡿ

いࡿものにࠊࡣ深くࡼࡿ࡞うに振ࡾ返ࡗて修正すࡿた

さ࠾ࠊࡣものにࡿていࡗ࡞気にࡀࢀ遅ࠊࡋの指示をࡵ

えࡿべࡁとこࢁを示ࡋてࠊ次の段階にいけࡼࡿうにサ

ࠋࡿすࢺ࣮࣏  

 さてࠊ最初の段階࡛࠾ࡣさえࡿことࡣ次の２点ࠋ 

㸦㸯㸧写真の選択に時間をかける 

 ここに時間をけࡿこと࡛࡞ࢇࠊメッセ࣮ࢪを伝

えࡿの࡞ࢇࠊス࣮࣮ࣜࢺにすࡿのࡀたまࡗて

くࠋࡿ個人制作の場合࡛もࠊ友達と話ࡽࡀ࡞ࡋ写真を

選択すࡿことࠊࡣ思いࡀこもࡗた作品ࡘくࡾに役に立

を使うこと࡞学校行事の写真ࠊまたࠋうに思うࡼࡘ

ࡘた日々にࡁてࡋࡈすࡀ愛着や自分ࡿ学校に対すࠊ࡛

いての肯定感を強くすࡿことも多いࠋこの部分ࠊࡣ時

間を十分にとࡔࡿࡁ࡛ࠊࡾけ急ࡀせ࡞いࡼうにすࠋࡿ 

㸦２㸧選ぶ人にとࡗての写真の意味 

 写真ࡣ必要࡞枚数に数枚プラスࡋたものを選びࠊそ

こࡽ絞ࡾ込ࡼࡴうにすࠋࡿ絞ࡾ込ࡴとࡁにࠊ自分ࡀ

冷静に選ࠊとࡿを意識させのࡔࢇその写真を選ࡐ࡞

択࡛ࡼࡿࡁうにࠋࡿ࡞自分や自分の友達ࡀ写ࡗていࡿ

写真ばࡾを選ぶ生徒もいࠋࡿ自分ࡀ主役のス࣮ࣜࢺ

࣮を作ࡿことももࢇࢁࡕＯＫࠊࡀࡔそのとࡁにࠊ状況

を説明すࡿたࡵの写真を加えࡿとࡾࡼࠊ伝わࡼࡿうに

ࡗ࡞くࡋ㸦悲ࠋく࠾てࡋに出ࢺンࣄということをࡿ࡞

て空をࡳあࡆていࡿ写真のあとにࠊ青空ࡔけの写真を

㸧࡞ࡄ࡞ࡘ  

 

㸲 タイトࣝとクࣞジットを入ࢀる  

 曲に選ࡔࢇ写真をのせた次の段階ࠊࡣ文字をいࡿࢀ

作業࡛あࠋࡿ  

㸦㸯㸧タイトࣝに個性を出すか？ 

 タࢺルに個性を出࡞ࡋく࡞い場合ࠊࡣ作ࡾ方を統

一ࡋて࠾くࠋ個性を出ࡋたい場合ࠊࡣプࣜケ࣮ショ

ンのタࢺル機能を使うࡾࡼもࠊナロ࡞ࢢ手法をま

をࢀそࠊࡿのものを撮影すࡁ手書ࠋࡿ出ࡀと変化ࡿࡐ

オ࣮バ࣮ラップさせࠊ࡞ࡿ早ࡵに制作ࡀすす࡛ࢇい

ࠋࡿのも手࡛あࡿࡵ試すことをすすࢁいࢁ生徒にいࡿ  

ࡗ࡞と異ࢪメ࣮まうと作品のࡋてࡂすࡾ凝ࠊ࠾࡞ 

てࡋまうえࡗて࣐ナスにࡿ࡞の࡛ࠊあくま࡛ࠕシ

ンプルにࠖを強調ࡋて࠾くࠋ  

㸦２㸧クࣞジットの入ࢀ方ࡣ統一しておくとࡼい 

 作品の最後にࠊ制作者やスタッࠊࣇ情報の何年度の

授業࡛作ࡗたもの࡞のクࣞࢪッࢺを入࢛ࣇࠋࡿࢀ

ンࢺやサࠊࢬ位置ࡣ࡞統一ࡋて࠾くとࠊ年度を超

えて上映すࡿとࡁにわࡾやすいࠋ  

㸳 画面の切ࡾ替えと動ࡁをつける  

㸦㸯㸧画面の切ࡾ替え 

徐々ࠊࢺウࢺン・カッࢺカッࡿ替わࡾとษࡗࡥ 

にษࡾ替わࣇࡿェ࣮ドン・ࣇェ࣮ドウࢺを基本にࠊ

他のษࡾ替えࡣ極力使わ࡞いࠋ  

ࠊ合わせやࡳ白の画面との組ࡣ黒またࠊࡣェ࣮ドࣇ 

ࡀェ࣮ドࣇクロスࡿ替えࡾにษࡻࡌࡻࡌの画面をࡘ２

あࠋࡿ写真のࡀࡾࡀ࡞ࡘ悪い場合ࠊࡣ黒や白の画面を

間にࡣさࣇ࡛ࢇェ࣮ドを使うことをࣄンࢺに出すࠋ

㸦チャップࣜンの映画࡛ࠊ途中に黒バックに文字ࡀ入

㸧ࠋを参考に࡞ࢁとこࡿ  

㸦２㸧動ࡁをつける 

࣮ࢬ静止画にパンやࠊࡣてࡗࡼプࣜケ࣮ションに 

を加えࢀこࠋࡿあࡀものࡘ機能を持ࡿけࡘの効果を࣒

ࡣࡁ動ࠋࡿうに見えࡼけ࡛も動画のࡔ写真ࠊこと࡛ࡿ

ࠋ多いࡀことࡿ࡞にࡌいい感うࡻࡕࡀいࡽࡄとࡗわࡌ

余裕ࡀあࡿ生徒に紹ࡋてࠊう動すのࡀこの写真

やス࣮࣮ࣜࢺにとࡗて最適を考えさせࡿとࠊ作業工

程の差を縮ࡿࡵことに役立ࠋࡘ  

 

㸴 試写会→再編集→上映会  

 試写会を行いࠊ他の生徒の作品ࡽ刺激を受けて再

編集を行う時間をとࡿことࡀ理想࡛あࣈࠋࡿラッシュ

試写ࠊまたࠋࡿࡁく成長࡛ࡁ大ࠊこと࡛ࡿップをす

会の中࡛ࠊ自分ࡀ考えたス࣮࣮ࣜࢺと見ࡿ人ࡀ受けࡿ

ミス࣮ࣜドにࡘいて考えさせࡿことࡿࡁ࡛ࡀとࠊ映像

をうㄞࠊࡴう表現すࡿを深ࡿࡵことࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

 そࡋてࠊ最後の上映会ࡣベンࢺとࡋて盛ࡾ上ࡿࡆ

工夫を考えࠋࡿ会場の雰ᅖ気や音響も大事ࠋ個々の作

品へのコメンࢺの交換や優秀作㸱作品への投票ࠊ࡞

相互評価ࡀ互いのࡆࡣまࡋにࡿ࡞場を設定ࡋたࠋ  

 

おわࡾに 

 実習にࡣ教師の多くの意図ࡀ含まࢀていࠋࡿここ࡛

ࠊࡀけたࡀことを心ࡿけ自分の意図を記述すࡔࡿࡁ࡛ࡣ

足࡞ࡾい部分も多いࢁࡔうࠋ何࠾役に立てࡿ点ࡀあ

ࠋばと思うࢀけࡔば気軽に質問をいたࢀ  

 同ࠕࡌ山 へࠖⓏࡿとࡁにもࠊⓏࡾ方ࡣいࢁいࢁあࠋࡿ

またࠊ山もいࢁいࢁあࠋࡿⓏࡿことを楽ࡿࡵࡋ山を見

ࠋࡿば幸い࡛あࢀ࡞けにࡗࡁࡿけࡘ  

 このࣞࢺ࣮࣏をたたࡁ台とࡋてࠊ自分や自分の目の

前にいࡿ生徒たࡕにࣇッࢺすࡿ方法をࡦࡐあࡋࡔࡳ

ていたࡁࡔたいと願ࡗていࠋࡿ  

 今年度ࡣ東京工芸大学芸術学部の写真学科࡛研修の

機会をいたࠊࡁࡔ表現すࡿことの楽ࡋさを実感ࡋたࠋ

こࡽࢀも先生方や生徒たࡽࡕ学びࠊࡽࡀ࡞生徒た

実ࡿ自分自身もワクワクすࠊࡳ組ࡾと取ࡁ生ࡁ生ࡀࡕ

習を準備ࡋていࡁたいと考えていࠋࡿ  



Web ページの制作 －作品の制作意図を言語化する授業の実践－ 

 

埼玉県立朝霞高等学校 教諭 春日井 優 

 

 じめにࡣ

昨年度ࠊ埼玉県高等学校情報教育研究会主催にࡿࡼ

授業見学会࡛ࠊ本校࡛ Webࢪ࣮࣌の相互評価を行う授

業の見学をࡋていたࡔいたࠋ授業終了後の研究協議の

場࡛さまࡊま࡞質疑応答ࡀ行わࢀたࠊࡀ作品制作を行

う際にࡣ計画の部分ࡀ重要࡛あࡿということを改ࡵて

認識すࡿことࡁ࡛ࡀたࠋ計画の部分࡛ࠊࡣ著作権等の

知的財産権の保護や情報機器の活用にࡘいての指導も

挙ࠊࡀࡿࢀࡽࡆそࡔࢀけ࡛࡞ࡣく情報の表現・伝達の

工夫を考えさせたࠊࡾWeb 情報の発信をࡿࡼにࢪ࣮࣌

コミュニケ࣮ションの一手段と捉え効果的に情報伝達

を行ࡗたࡾすࡿことの指導も重要࡛あࡿと考えていࠋࡿ 

今年度ࠊࡣ漠然と Webࢪ࣮࣌の制作を行うの࡛࡞ࡣ

くࠊ効果的に情報を表現ࠊࡋ伝達を行うことࡿࡁ࡛ࡀ

ことを目標とࠊࡋWeb コンセࡿの制作意図࡛あࢪ࣮࣌

プࢺを生徒に考えさせࠊ自身の作品のコンセプࢺを的

確に表現࡛ࡿࡁことを目指ࡋた授業の実践を取ࡾ組ࢇ

 ࠋその授業の実践報告を行うࠋࡔ

 

㸯 学習指導要領における位置付けについて 

ᖹ成 12 年 3 月に出さࢀた現行の高等学校学習指導

要領解説情報編࡛ࠊࡣ第 2章第 3節情報Ｃの第 2㸦㸯㸧

ウの情報機器を活用ࡋた表現方法の項࡛ࠕࠊ具体的࡞実

践࡛ࠊࡣすࡄにコンピュ࣮タ࡛作業を進ࡵさせࡿの࡛

に࡞発表や相互評価ࠊの設定や計画࣐࣮ࢸࠊく࡞ࡣ

も十分࡞時間を配分すࡼࡿうに配慮すࠋࡿ㸦中略㸧 

・制作者の意図ࡀ十分に伝わࡿ 

・表現内容ࡀわࡾやすい 

・表現手段と方法ࡀ適ษ࡛あࡿ 

ことࡿて意識化させࡗࡼを自己評価や相互評価に࡞

も大ษ࡛あࠋࠖࡿと計画に関わࡿ部分の扱いࡀ挙ࠊࢀࡽࡆ

制作意図࡛あࡿコンセプࢺの指導にࡘいて扱うࡼう挙

 ࠋࡿていࢀࡽࡆ

またࠊᖹ成 22 年 5 月の新高等学校学習指導要領解

説情報編࡛ࠊࡣ直接制作意図にࡘいて述べた部分࡞ࡣ

いࠊࡀ第 2 章第 1 節社会と情報の第 2㸦㸯㸧ウの情報

の表現・伝達の工夫の項࡛ࠕࠊ目的や情報の受信者の状

況࡞に応ࡌて情報の表現技法及び情報機器を選択さ

せたࠊࡾ問題解決の手順を踏まえࠊࡽࡀ࡞あࡵࡌࡽ

作業の手順や素材を選択させたࠊࡾ生徒自身に検討さ

せࡿ活動を取ࡾ入ࠋࠖࡿࢀ とあࠋࡿここに挙ࢀࡽࡆた表

現技法や素材の選択ということࡣ制作意図に関わࡿ事

柄࡛あࠊࡾ本授業実践࡛取ࡾ上ࡆていࡿ Webࢪ࣮࣌の

コンセプࢺにあたࡿものと考えࠋࡿࢀࡽ 

ᖹ成 21 年 3 月に改定さࢀた高等学校学習指導要領

の総則࡛ࠊࡣ教育課程の実施等に当たࡗて配慮すべࡁ

事項とࡋてࠕ各教科・科目等の指導に当たࡗてࠊࡣ生

徒の思考力ุࠊ断力ࠊ表現力等をࡄࡣくࡴ観点ࠊࡽ

基礎的・基本的࡞知識及び技能の活用を図ࡿ学習活動

を重視すࡿとともにࠊ言語に関すࡿ関心や理解を含ࠊࡵ

言語に対すࡿ能力の育成を図ࡿ上࡛必要࡞言語環境を

整えࠊ生徒の言語活動を充実すࡿこと 㸦ࠖ第 1章第㸳款

の㸳の㸦㸯㸧㸧というࡼうにࠊ生徒の言語活動の充実ࡀ

挙ࢀࡽࡆていࠋࡿ情報科の指導内容に࠾いてもさまࡊ

ま࡞場面࡛言語活動を行うことࠊࡀࡿࡁ࡛ࡀ生徒自身

の Webࢪ࣮࣌のコンセプࢺを言語化ࡋ表現すࡿことも

重要࡞言語活動࡛あࡿと考えࠋࡿࢀࡽ本校の授業࡛ࡣ

コンセプࢺという制作意図の部分を表現すࡿことも重

要࡞指導内容࡛あࡿと考えࠊ時間をけて指導すࡿこ

とにࡋたࠋ 

 

２ 授業実践 

㸦㸯㸧本内容の授業࡛の位置࡙け 

科目 情報 C 

内容 Webࢪ࣮࣌の制作ࠕ○○の紹ࠖ 

㸦○○の部分ࡣ各生徒ࡀ決ࡿࡵ㸧 

授業計画㸦1時間ࡣ 50分授業㸧 

 課題の提示・Web ࢪ࣮࣌の作ࡾ方  㸯時間 

 コンセプࢺを考え２        ࡿ時間 

㸦本内容ࡣこの部分㸧 

 の検討    㸱時間ࢪ࣮࣌・の決定࣐࣮ࢸ 

 Web ࢪ࣮࣌の作成         㸳時間 

 相互評価             ４時間 

 Web ࢪ࣮࣌の修正         㸱時間 

 修正ࡋた Webࢪ࣮࣌の相互評価   ４時間 

   計             ２２時間 

対象   全日制 普通科 㸯年次生 40名クラス 

実施時期 9月～12月 

㸦クラスにࡗࡼてࡣ㸯月中旬ま࡛㸧 

場所   コンピュ࣮タ室 

 

㸦２㸧コンセプࢺを考えࡿ授業の目標 

コンセプࢺとࡣのࡼう࡞考え方࡛あࡿを理解

させࠊ生徒ࡀ制作すࡿ Web を他者ࢺのコンセプࢪ࣮࣌



に伝えࡼࡿࢀࡽう言語化࡛ࡼࡿࡁうにࠊࡋそのコンセ

プࢺに基࡙いて Webࢪ࣮࣌の制作を行うことࡿࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿうにすࡼ

 

㸦㸱㸧授業の流ࢀ 

 何ࡣとࢺコンセプ 

企業のࣅࣞࢸ CM を生徒に見せࠊその後商品の特徴

とࣅࣞࢸ CM にࡗࡼて消費者に伝えࡿとࡁの伝達の工

夫࡞を生徒に答えさせࠋࡿこの活動を通ࡋてࠊコン

セプࢺとࡣのࡼう࡞もの࡛あࡿ考えさせたࠋ生徒

に答えさせた後ࠊそのࣅࣞࢸ CM のコンセプࢺとࡋて企

業側ࡀ挙ࡆていࡿことを説明すࡿにࡾࡼ生徒に指導を

行ࡗたࠋ写真 ࡀ生徒ࡣ1 CMを見ていࡿとこ࡛ࢁあࠋࡿ 

 

写真 1 

 う㸯ࡼࡋを言葉࡛表現ࢺコンセプ 

専門学科を有すࡿ県外の高校の Webࢪ࣮࣌を生徒に

見せࠊ生徒全員にその Webࡽࢪ࣮࣌ㄞࡳ取ࡿࢀコン

セプࡣࢺ何を言葉࡛表現させたࠋここ࡛題材とࡋた

高校の Webࡣࢪ࣮࣌比較的コンセプࢺを挙ࡆやすいも

の࡛ࡔࡿࡁ࡛ࠊけ初ࡵてコンセプࢺを言語化すࡿ生徒

にも回答ࡋやすいものを選ࠋࡔࢇ 

回答の方法とࡋてࠊ生徒にࡣ Webにࡿࡼンケ࣮ࢺ

入力࣒࣮࢛ࣇを利用ࡋ入力させたの࡛ࠊすࡄに集約す

入力を終えた後に生徒の回答ࡀ全員ࠋたࡁ࡛ࡀことࡿ

結果を中間ࣔニタ࣮に表示ࠊࡋ回答結果に対ࡋて主࡞

回答を取ࡾ上ࠊࡆコメンࢺすࡿことにࠊࡾࡼ生徒ࡀコ

ンセプࢺとࡋて Webࢪ࣮࣌を制作すࡿ基本とࡿ࡞考え

方を表現࡛ࡼࡿࡁうに指導を行ࡗたࠋ写真 高ࡿあࡣ2

校の Webࢪ࣮࣌を閲覧ࡋていࡿ様子࡛あࠋࡿ 

 

写真 2 

ウ コンセプࢺを言葉࡛表現ࡼࡋう２ 

数社の乳製品の企業の Web 上ࠊを生徒に見せࢪ࣮࣌

記と同様の方法࡛全員にそࢀࡒࢀの Webࡽࢪ࣮࣌ㄞ

乳製品の企業を題ࠋを回答させたࢺコンセプࡿࢀ取ࡳ

材とࡋたのࠊࡣ生徒ࡀ特定の企業に対ࡋて思い入ࡀࢀ

あࡿとࡣ考えにくくࠊ商品の差異もそࢀほ生徒ࡽ

わࡾにくくࠊ各企業ࡀそࢀࡒࢀのࣈランドメ࣮ࢪ

を商品パッケ࣮ࢪや Web࡛࡞ࢪ࣮࣌表現ࡋて消費者

に伝えࡼうとࡋていࡿの࡛ࠊ各企業や商品のコンセプ

写真ࠋࡿあ࡛ࡽて良いと考えたࡋ題材とࡿを考えࢺ

3 企業のࡣ Web 考えたコンセࡀ生徒ࠊࡋを閲覧ࢪ࣮࣌

プࢺを回答ࡋていࡿ様子࡛あࠋࡿまたࠊ図㸯ࡣ生徒ࡀ

回答ࡋたコンセプࢺの結果を表示ࡋたもの࡛あࠋࡿ 

 

写真 3 

 

図 1 

エ コンセプࢺを Webࢪ࣮࣌に反映すࡿ方法を考えࡼ

う 

い暖ࠕ 高級感ࠕࠖ とࢺたコンセプࡗ希望ࠖといࠕࠖ

すࡿ Webࢪ࣮࣌を制作すࡿ際にࠊのࡼう࡞方法にࡼ

をࡿࡁて実現࡛ࡗ Webにࡿࡼンケ࣮࡛ࢺ回答させ

たࠋこのとࡔࡿࡁ࡛ࠊࡁけ言葉遣いࠊ色使いࠊ使用す

うࡼのいて具体的にࡘに࡞さࡁ文字の大ࠊ画像ࡿ

に表現すࡿと実現࡛ࡿࡁのを回答させࡼࡿうにࡋたࠋ 

オ ࢢル࣮プにࡿࡼ検討 

上記のウ・エ࡛行ࡗた内容にࡘいて4ࠊ 人 1 組のࢢ

ル࣮プ࡛話ࡋ合う時間を設け検討させたࠋそࢀࡒࢀの

このࠋた結果を代表者に発表させたࡋル࣮プ࡛検討ࢢ

際ࠊ他者と共感࡛ࡿࡁ部分もあࡀࡿ異ࡿ࡞認識も生ࠊࡌ

伝達をすࡿたࡵにࡣ工夫ࡀ必要࡛あࡿことを生徒に理



解させたいということを目的に行ࡗたࠋ写真 ルࢢࡣ4

࣮プ࡛まとࡵた意見を発表ࡋていࡿ様子࡛あࠋࡿ 

 

写真 4 

㸦４㸧指導の留意点 

生徒ࡀコンセプࢺを言葉࡛表現࡛ࡼࡿࡁうにࠊWeb

ࠊࡀ示すࡣ表現ࡿうࡾ࡞考え方とࡿ࡞制作の基とࢪ࣮࣌

コンセプࡣࢺ正解・不正解ࡀあࡿ問題࡛࡞ࡣいの࡛正

うに留意すࡼい࡞ࡽ࡞ࡣという考え方にういࡋ

回答ࡽ生徒ࡀ意見࡞多様ࠊࡵそのたࠋࡿあࡀ必要ࡿ

さࠊࡀࡿࢀコンセプࢺにࡾ࡞うࡿ表現にࡗ࡞てい࡞い

ものにࡘいてࡣ指導すࠊࡀࡿ指導者の求ࡵていࡿ通ࡾ

の回答࡛࡞くてもࠊ十分コンセプࢺとࡋて考えࡿࢀࡽ

意見に対ࡋてࡣ許容すࡿ姿勢ࡀ必要ࡔと考えࠋࡿ 

 

㸦㸳㸧評価 

生徒に事後ンケ࣮ࢺを行いࠊコンセプࢺという考

え方を理解࡛ࡁたࠊコンセプࢺを言葉࡛表現࡛ࡿࡁ

の工夫をࡵたࡿを実現すࢺコンセプࠊたࡗ࡞うにࡼ

考えࢀࡽたという観点࡛自己評価させたࠋこの自己

評価ࡣ評定をࡘけࡿ際にࡣ使わ࡞いこととࡋたࠋその

理由ࠊࡣ生徒ࡀ制作すࡿ自身の Webࢪ࣮࣌のコンセプ

に基࡙いࢺそのコンセプࠊࡋうにࡼࡿࡁを言語化࡛ࢺ

て Webࢪ࣮࣌を制作すࡿということࡀこの授業の目的

のたࠊࡵ生徒ࡀ制作ࡋた作品とそのコンセプࢺを評定

に反映させࡿこと࡛十分࡛あࡿと考えたた࡛ࡵあࠋࡿ 

生徒ࡀ Web Webࠊࡣた後にࡋを作成ࢪ࣮࣌ 内ࢪ࣮࣌

に Webࢪ࣮࣌のコンセプࢺを書せࠊ相互評価の観点

に Webࢪ࣮࣌のコンセプࢺを的確に表現࡛ࡁていࠊࡿ

コンセプࢺに基࡙いて Webࡀࢪ࣮࣌制作࡛ࡁていࡿ

という 2項目を設けࠊ評価を行ࡗたࠋこࡽࡕの評価ࡣ

情報Ｃの評定を出す際に用いていࠋࡿ 

 

㸦６㸧生徒の自己評価の結果 

 たࡁという考え方を理解࡛ࢺコンセプ 

 ％た   㸯㸵ࡗくわࡼ

 ％た 㸵㸳ࡗいたいわࡔ

あまࡾわ࡞ࡽい  㸵％ 

全くわ࡞ࡽい   㸯％ 

回答ࡀ授業実施後࡛ࠊわࡗた・ࡔいたいわࡗた

という回答ࡀ多数を占ࡵていࠊࡀࡿいࡊ Webࢪ࣮࣌の

制作を開始すࡿとコンセプࢺの意味ࡀわ࡞ࡽいとい

う者ࡀ徐々に増えてࡁたࡾࡼࠋ理解ࡀ持続すࡼࡿう࡞

指導を検討すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 たࡗ࡞うにࡼࡿࡁを言葉࡛表現࡛ࢺコンセプ 

 ％た  㸶ࡗ࡞うにࡼࡿࡁ࡛

 ％４㸶   ࡿࡁいたい࡛ࡔ

 ％４㸱  ࡿものもあࡿࡁ࡛

全く࡛࡞ࡁい     㸯％ 

数社の乳製品メ࣮カ࣮の Webࢪ࣮࣌を題材にࡋたこ

ともあ3～2ࠊࡾ社のものࡀうまく言葉࡛表現࡛࡞ࡁい

たࡵ自己評価ࡣపくࡗ࡞ていࡿと考えࡾࡼࠋࡿࢀࡽ的

確に表現すࡼࡿう真摯に取ࡾ組࡛ࢇいたことにࡿࡼも

のと考えていࠋࡿ 

ウ コンセプࢺを実現すࡿたࡵの工夫を考えࢀࡽた 

 た   ２２％ࡗくわࡼ

 ％た ６㸷ࡗいたいわࡔ

あまࡾわ࡞ࡽい  㸶％ 

全くわ࡞ࡽい   㸯％ 

具体的࡞文字࢛ࣇンࢺや配色࡞生徒にとࡗて回

答ࡋࡀやすࡗたことにࡼࠊࡾࡼくわࡗた２ࡀ㸮％

を超えたもの࡛あࡿと思わࠋࡿࢀこࢀま࡛も生徒ࡀ制

作ࡋた Web࡛ࢪ࣮࣌も表現力ࡣ高いࡀ言語にࡾࡼ表現

㸧㸦ウ㸧の回答㸦ࠋたࢀࡽいものも多く見࡞ていࡁ࡛

結果ࠊࡽ抽象的࡞概念ࡽ具体的࡞工夫を考えࡿこ

とࡣ比較的容易に行うことࠊࡀࡿࡁ࡛ࡀ抽象的࡞概念

を言語化すࡿことࡣ難ࡋいと考えࠋࡿࢀࡽそのたࠊࡵ

抽象概念を言語化すࡿ練習を行うことࠊࡣ必要࡛あࡿ

と考えࠋࡿࢀࡽ 

図 自己ࠋࡿたもの࡛あࡋ自己評価の結果を集計ࡣ2

評価にも Webにࡿࡼ評価シス࣒ࢸを利用ࡋたࠋ本文中

の数値と異ࡗ࡞ていࡿのࠊࡣ本文中の数値ࡣ私ࡀ担当

ࡿていࡋ 3クラスを合わせた値࡛あࠊࡾ図 2の数値ࡣ

あࡿクラスの数値のた࡛ࡵあࠋࡿ 

 

図 2 

エ 生徒の感想 

・コンセプࢺにࡘいて書くのࡣとても大変࡞ࡔと思い

まࡋたࠋ 自分の HP࡛ࡣコンセプࢺをまとࡿࡵのࡣ

大変ࡔけࢇࡀばࡗてまとࡵていࡁたいと࠾もい

ますࠋ 



ࡀ事ࡿの考えてい࡞ࢇࡳを見てࢺンケ࣮の࡞ࢇࡳ・

分ࡿのࡗࡼࡀた！ 希望のࡀ難ࡗࡋた… 

とࡿうとすࢁ取ࡳの作成者の考えをㄞࢪ࣮࣒࣮࣌࣍・

コンセプࢺに色々࡞工夫ࡀあࡿことࡀわࡾまࡋ

たࠋそういう風にࢪ࣮࣒࣮࣌࣍を見てࡿࡳと面白い

と思いまࡋたࠋこࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡣࡽࢀや広告࡞

をࡿࡳとࡣࡁそういうとこࢁも見ていࡁたい࡛すࠋ 

・普段ࡣ何気࡞く見てた CMやࡔࢪ࣮࣒࣮࣌࣍けࠊ改

࡞ࡔࢇࡿあࡀ意図࡞ࢁいࢁていࡋて見て考え直ࡵ

 たࡗて思ࡗ

・人にࡗࡼてメ࣮ࡀࢪ結構変わ࣮࡞ࡔࢇࡿと思ࡗたࠋ

うࡣにࡿを与えࢪメ࣮࡞うࡼࡌに࡛も同ࢀࡔ

すࢀばいいの࣮࡞と思ࡗたࠋ 

・コンセプࢺをࡵࡁたࡾメ࣮ࢪにあう工夫ࡣ大変ࡔ

けたのࡋい 

・初ࡼࡣࡵく分ࡗ࡞ࡽたけ何回もやࡗていࡿうࡕ

に分ࡼࡿうにࡗ࡞てࡁた 

・まࡔ完ࡁにࡣコンセプࢺを言葉࡛ࡣ表すこと࡛ࡣ

出来ࡀことࡿ確実に理解すࡣࡾࡼ今ま࡛ࡀい࡞ࡁ

まࡋた࡞ࢇࡳࠋの意見を聞くというのࡣ凄くいい࡞

と思いまࡋたࠋ 

・コンセプࢺを考えࡿのࡣ難ࡗࡋたࠋ 

・言葉にすࡿのࡣ難ࡋいと思ࡗたࠋ人の意見を聞いて

授業をࡋてࠊ共感࡛ࡁたࠊࡾ色々気付さࢀたࡋࡾ

たの࡛ࡗࡼたと思いますࠋ 

と聞ࡣࢺのコンセプࢪ࣮࣌てこのࡳをࢪ࣮࣒࣮࣌࣍・

ࡾࡁࡗࡣࡿていࡋにࢺにをコンセプ࡞てもࢀ

とわࡾませࡋ࡛ࢇたࠊࡋࡋࠋこの授業をうけて

いくうࡕにࢪ࣮࣒࣮࣌࣍のコンセプࢺをࡵࡌࡣと

うࡼࡿに気࡙けࢺことのコンセプ࡞ࢁいࢁていࡋ

にࢀ࡞たࡽいい࡞と思いまࡋたࠋ 

ことを初ࡿあࡀࢺコンセプ࡞様々ࠊにもࢺのサ・

ࠊࡣ時ࡿを作ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡀ自分ࠋたࡋまࡾて知ࡵ

相手に࡞ࢇコンセプࢺを分ࡗてもࡽえࡼࡿ

うに工夫ࡋていࡁたい࡛すࠋ 

て面白ࡗ遊ࡀ࣐࣮ࢸ毎にࢪ࣮࣒࣮࣌࣍とࡿく見ࡼ・

 ࠋたࡗ

・Web ていࡗ使ࠊいて考えてࡘにࢺのコンセプࢪ࣮࣌

ࡔࢇࡿていࡗて使ࡗあࡀと意味ࢇࡷࡕも࡞色ࡿ

 ࠋたࡋと思いま࡞

・最初ࠊコンセプࢺの意味ࡀ全然わࡗ࡞ࡽたけ

今回のこの授業࡛ࡔいたいのことを知ࡿこと࡛ࡀ

授業にも積極的に参ࠊまたࠋた࡛すࡗࡼたの࡛ࡁ

加࡛ࡁたの࡛ࡗࡼた࡛すࠋ 

・暖いࠊ高級感ࠊ希望のメ࣮ࢪの要素࡞ࢇࡳࡣ同

 たࡋと思いま࡞ࡔࢇ࡞ࡌࢇࡌ

・企業にࡗࡼてࡣすࡄにわࡼࡿう࡞のもあࡗたけ

わࡾにくいያもあࡗて面倒࡛ࡣあࡗたࠊࡀ楽ࡋい

面もあࡗたࡽ個人的にࡣみ㸮࡞気ࡋࡀまࡋたࠋ 

・わࡿこともあࡗたけࠊࢀわ࡞ࡽいものもあࡾ

まࡋた・・・ 

・コンセプࢺにࡘいて考えࡿ授業ࡣ少ࡋ難ࡗࡋた࡛

すࠋ  

・やや漠然とࡋていࡿと思うࡗࡻࡕと分ࡽࡎࡾい 

 

㸦㸵㸧授業を実施ࡋての考察 

 た点ࡗࡔ有効 

㸦㸧過去のものࡾࡼも制作意図を言語化࡛ࡼࡿࡁう

にࡗ࡞た 

一昨年ࠊ昨年の上位の作品と比べて生徒自身の Web

 ࠋたいࡋて書いたものと比較ࡋとࢺのコンセプࢪ࣮࣌

 

○ 一昨年度の生徒作品のコンセプࢺ 

・やࡾࡣ・・・チワワの可愛さ࡛すࡡえ 

・私ࡣコンࣅニࡣたくさࢇのࢪャンルのものࡀあ

やすくࡾわࡎさを潰さࡼのࢀࡒࢀ中࡛そࡿ

・もࠗ見やすいࡋの࡛わた࡞ࠋますࡾいてあ࠾

分ࡾやすい࠘をコンセプࢺにこの࣮࣒࣮࣌࣍

 ࠋたࡋまࡾくࡘをࢪ

・最近ࡣやࡗていࡿ血液型占いや相性ࠊ性格診断

ࡽࢀそࠊࢀいけ࡞ていࢀ科学的に説明さ࡞

に࡞ࢇࡳ！す࡛ࢇ多いࡀことࡿていࡗ当たࡣ

も血液型別の相性や性格にࡘいて興味を持ࡗ

てほࡋいと思います！ 

・興味を持ࡗてもࡽうࡗてこと࡛す࡞ࠋࡡの࡛文

字ࡣあまࡾ多す࡞ࡂいࡼうにࡋまࡋたࠋ○○さ

 ࠋさいࡔくࡳࡋ楽࠾を中心にࢺラスのࢇ

・クラスの࡞ࢇࡳを対象にࠊኴ鼓の種類やそࢀを

彩ࡿ笛・鐘・チャッパ࡞紹ࠊࡋኴ鼓の面白

さを分ࡗても࠾ࡽうと思いますࠋ 

・コンセプࡣࢺバナナのすࡈさ！を伝えたい࡛すࠋ

というバナナのいࠖ安い・美味い・体にࠕ

 ࠋたࡋもいま࠾うとࡼシンプルに伝えࠊをࢁいࢁ

○ 昨年度の生徒作品のコンセプࢺ 

ࢪメ࣮いࡋ優ࠊていてࡋもこもこࡀルパカ・

てࡗい色を使ࡋも優ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍このࠊの࡛࡞

 ࠋたࡋまࡾくࡘ

・ネコのわいさを伝えたい!!! 

ࠊてࡋて青を基調とࡋࢪメ࣮ルカや海を・

ルカの絵やコンࠊ写真を࡛ࡔࡿࡁけ多く取

たࡋに工夫ࡾ࡞自分ࠊうにࡼて見やすいࢀ入ࡾ

 ࠋす࡛ࡾもࡘ

・さまࡊま࡞年代の人にࠊあࡽたࡵてプࣜンの魅

力を知ࡗてもࡽいࠊさࡽに好ࡁにࡗ࡞てもࡽい

たい࡛すࠋ 

・私࡞ࢺ࣐ࢺࡀ࣐࣮ࢸࡣの࡛赤系の色を使うࡼう



にࡋまࡋたࠋまたࠊ各ࢪ࣮࣌毎に画像をࡘけࡿ

こと࡛ࠊ世界にࡣいࢁいࡀࢺ࣐ࢺ࡞ࢁあࡿのࡔ

と知ࡗて貰えたࡽ嬉ࡋい࡛すࠋ 

・コンセプࡣࢺ○○ということ࡛○○の水色の水

玉を背景にࡋまࡋたࠋ 

○ 今年度の生徒作品のコンセプࢺ 

・○○のほの飴とࡣ遊う高級感のࡼう࡞もの意

識ࡋまࡋたࠋパッケ࣮ࢪの花柄をメ࣮ࡋࢪて

 ࠋたࡋまࡵさも含ࡋࡽわい

・背景を黒にࡋて TOP の文字を 金色࡛まとࡵて 

 ࠋたࡋまࡋた贅沢を表現ࡋとࡗࡻࡕ

・このࢪ࣮࣒࣮࣌࣍のコンセプࠕࠊࡣࢺあたた

さ࡛ࠖすࠋわいいラス࡛ࢺ癒さࠊࢀあたた

このコンセࠊと思い࡞ばいいࢀ࡞にࡕい気持

プࢺにࡋまࡋたࠋオࣞンࢪや赤࡞の暖色系を

意識ࡋまࡋたࠋ 

カラスにࡀ合わせࡳ白と黒の組 ࣒クロ࣮ࣀࣔ・

あうと思ࡗたࠋ 

キャラクタ࣮い࡞ࢇこࠊわいさとのࠖ○○ࠕ・

たࡗ！ࡔࢇていうのを知ࡗてもࡽいたい！ 

・ま࣐࣮ࢸࡎに合わせて黄色やオࣞン࡞ࢪの

ぼࡷࡕをメ࣮ࢪさせてࡳまࡋたࠋまたわい

沢山書いてあࡀパッと見 文章࡛ࡌい感ࡋࡽ

うに！字体も丸ࡼい࡞させࡌく感ࡋ難ࠊてもࡗ

 ࠋやすくࡳㄞࠊてࡋこくࡗ

㸦商品名等ࡣ伏せ字にࡋたࠋ㸧 

一昨年度のものの表現の多くࠕࠊࡣ知ࡗて欲ࡋいࠖ

といࡗたものやࠊ紹すࡿものの感想を述べたものࡀ

多く見ࢀࡽたࠋ昨年度のものࠊࡣいくࡽ伝えたい

メ࣮ࡀࢪ言語化さࡼࡿࢀうにࡗ࡞たࠋ今年度のものࠊࡣ

伝えたいメ࣮ࢪとそࢀを具体化すࡿ方法ࡀ併記さࢀ

たものࡀ増えたࠋここに挙ࡆたものࠊࡣ相互評価࡛の

上位の作品のコンセプ࡛ࢺあࠊࡀࡿ他の作品にࡘいて

も同様の傾向ࢀࡽࡳࡀたࠋ 

㸦㸧メデࢸࣜラシ࣮にࡿࡀ࡞ࡘ指導ࡁ࡛ࡀた 

言語化ࡋて表現すࡿ経験を通ࡋてࠊ生徒の感想にも

挙ࢀࡽࡆていࠊࡀࡿ情報を伝達すࡿ際にࡣ発信者の意

図ࡀ含まࢀていࡿということを理解すࡿことにࡀ࡞ࡘ

メデࠋࡿࢀࡽと考えい࡞ࡣたの࡛ࡗࡔた点も有効ࡗ

ࡋ程度にࡿࢀ軽く触ࡣいての説明ࡘラシ࣮にࢸࣜ

ことࡿ発信者の意図を考えࠊࡀい࡞ࡁ࡛ࡀ扱うこと

࡛情報を批ุ的に見ࡿ経験をすࡿことにࠊࡾࡼ十分効

果を挙ࢀࡽࡆたの࡛࡞ࡣいと考えࠋࡿࢀࡽ 

 

 点ࡿ改善を必要とす 

㸦㸧題材の再検討ࡀ必要࡛あࡿ 

授業の題材とࡋてࠊコンセプࢺを実現すࡿたࡵの工

夫のࡀ࣐࣮ࢸ似通ࡗていࡿとの指摘ࡀ生徒の感想にも

あࡗたࠊࡀ題材を練ࡾ直ࡋて多様࡞発想にࡼࡿࡀ࡞ࡘ

う࡞ものとすࡿ必要ࡀあࡿと考えていࠋࡿ 

㸦㸧討論のさせ方の再検討ࡀ必要࡛あࡿ 

討論にࡘいてࠊࡣ生徒を 4人 1組にࡋてࢢル࣮プを

作ࡾ検討を行わせたࠊࡀ残念ࡽࡀ࡞検討ࡀ活発に行わ

ࡀ4人ࠊ男女比ࠋたࢀࡽも見ࡘいくࡀル࣮プࢢい࡞ࢀ 1

列に並࡛ࢇいࡿこと1ࠊ 度回答ࡋた設問に対ࡋ再度ࢢ

ル࣮プ࡛検討させたことࡀ࡞理由とࡋて考えࠋࡿࢀࡽ

このࡼう࡞討論の活動も言語活動の軸とࡾ࡞うࡿ事項

 ࠋࡿ必要࡛あࡀう検討ࡼࡿࢀ活発に行わࡾࡼࠊの࡛࡞

㸦ウ㸧題材に合うコンセプࢺを考えࡿたࡵの工夫ࡀ必

要࡛あࡿ 

出来上ࡗࡀた生徒作品を見て感ࡌたことにࠊࡀࡿ࡞

紹すࡿものに対ࡋてそࢀを紹すࡿ Webࢪ࣮࣌のコ

ンセプࡀࢺ効果的࡛࡞ࡣいࡼうに思わࡿࢀものも散見

さࢀたࠋコンセプࢺに正解・不正解࡞ࡀいとࡣ書いた

ものにࡿ紹すࠊࡣにࡵたࡿࡵ情報の発信力を高ࠊࡀ

合うコンセプࢺを考えࡿということも扱う必要ࡀあࡿ

の࡛࡞ࡣいと感ࠊࡌ今後の検討事項とࡋたいࠋ 

 

おわࡾに 

問題解決のサクルとࡋてࡼく PDCA㸦Plan 計画－

Do 実行－Check 評価－Act 改善㸧サクルࡀ挙ࢀࡽࡆ

Webࠋࡿ に改善ࡽさࠊ相互評価を行いࡣ制作࡛ࢪ࣮࣌

ࡿ出発点࡛あࠊࡁこのとࠋࡿていࡗ再評価ま࡛行ࡋ

Plan の部分ࡀ不十分࡛あࡿとࠊ最後ま࡛作品の出来不

出来に影響ࡋてくࠋࡿPDCA サクルࡀ機能すࡿたࡵに

 ࠋい࡞間遊いࡣのࡿていࡗ࡞要にࡀPの部分ࠊࡣ

今回の授業実践ࡣ Webࢪ࣮࣌の制作にࡘいてのコン

セプࢺを表現すࡿ部分に焦点をあてて原稿をまとࡵた

Webࠊࡀ ション࡛も他の࣮ࢸンࢮプࣞࡎࡽに限ࢪ࣮࣌

情報発信࡛も重要࡛あࡿと考えࠋࡿࢀࡽこのことࠊࡣ

情報を主体的に集･ุ断・表現・処理・創造࡞必要ࠕ

能ࡿࡁを踏まえて発信・伝達࡛࡞受け手の状況ࠊࡋ

力 とࠖいう情報活用の実践力をࡄࡣくࡔࡴけ࡛࡞ࡣくࠊ

理࡞の基礎的ࡵたࡿの情報活用を評価・改善すࡽ自ࠕ

論や方法の理解ࠖという情報の科学的࡞理解にも࡞ࡘ

にࡽ今後さࠊࡀ本稿ࠋࡿていࡋと確信ࡿもの࡛あࡿࡀ

情報教育ࡀ発展すࡿたࡵの一助とࡿ࡞ことを願いࠊ本

稿のまとࡵとࡋたいࠋ 
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埼玉県高等学校情報教育研究会会則 

第 1章 総則 

第㸯条 本会ࠊࡣ埼玉県高等学校情報教育研究会と称ࠊࡋ事務局を会長の指定すࡿ学校に࠾くࠋ 

 

第 2条 本会ࠊࡣ埼玉県高等学校の教科ࠕ情報ࠖの振興にດࡿࡵと共に会員相互の研鑚をࡿࡣことを

もࡗて目的とすࠋࡿ 

 

第 3条 本会ࠊࡣ埼玉県高等学校連合教育研究会に属ࠊࡋ県内高等学校の教科ࠕ情報ࠖの教職員ࡼ࠾び

本会の趣旨に賛同すࡿ者にࡗࡼて組織すࠋࡿ 

第 2章 事業 

第 4条 本会ࠊࡣその目的の達成のたࡵにࠊ次の事業を行うࠋ 

1 教科ࠕ情報ࠖに関すࡿ調査研究 

2 見学会・研修会の実施 

3 研究発表会・講演会の開催 

4 研究会誌その他の発行 

5 その他必要࡞事業 

第 3章 役員 

第 5条 本会にࠊࡣ次の役員を置くࠋたࠊࡋࡔᖹ成 15年度ࡣこࢀに࡞ࡽࡼいことࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

 1 会長 1名 

 2 副会長 若ᖸ名 

 3 研究委員長 㸯名 

 4 研究委員 若ᖸ名 

 5 常任理事 4～8名 

 6 幹事 若ᖸ名 

 7 監事 ２～㸱名 

 

第 6条 役員ࡣ正会員の中ࠊࡽ次の方法࡛選出すࠋࡿ 

1 会長ࠊ副会長ࡼ࠾び監事ࠊࡣ理事会に࠾いて選出ࠊࡋ総会࡛承認を受けࠋࡿ 

2 常任理事ࠊࡣ理事会に࠾いて選出ࠊࡋ総会࡛承認を受けࠋࡿ 

3 研究委員長ࠊࡣ研究委員会に࠾いて選出ࠊࡋ総会࡛承認を受けࠋࡿ 

4 研究委員ࠊࡣ理事会に࠾いて選出すࠋࡿたࠊࡋࡔ委員会の活動状況に応ࡌて増員すࡿこと࡛ࡀ



 ࠋࡿࡁ

5 理事ࠊࡣ各校 1名推薦ࠊࡋ理事会に࠾いて選出すࠋࡿ 

6 幹事ࠊࡣ会長ࡀ委嘱すࠋࡿ 

7 当分の間ࠊ理事ࡣ常任理事を兼ࠊࡡ東西南北そࢀࡒࢀの地区ࡽ 2名選出すࠋࡿ 

 

第 7条 役員の任務ࡣ次のとࡾ࠾とすࠋࡿ 

1 会長ࡣ本会を代表ࡋてࠊ会務を総理すࠋࡿ必要にࡾࡼ会議を招集ࠊࡋその議長とࠋࡿ࡞ 

2 副会長ࡣ会長を補佐ࠊࡋ会長に事故あࡿとࠊࡣࡁその職務を代行すࠋࡿ 

3 研究委員長ࡣ研究委員会を代表ࡋてࠊ会の業務を行うࠋ 

4 常任理事ࡣ理事を代表ࡋてࠊ会の運営に当たࠋࡿ 

5 理事ࡣ各学校の会員を代表ࡋてࠊ会の運営に当たࠋࡿ 

6 幹事ࡣ会の事務ࡼ࠾び会計を担当すࠋࡿ 

7 監事ࡣ会計の監査にあたࡿ他ࠊ理事会に出席ࡋて助言を与えࡿことࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

 

第 8条 本会の役員の任期ࡣ 1カ年とࠊࡋ再任を妨࡞ࡆいࠋ 

 

第 9条 本会ࡣ顧問を置くことࠋࡿࡁ࡛ࡀ顧問ࡣ本会に特別に関係のあࡿ者の中ࡽ理事会の推薦ࡋた

者にࡘいて会長ࡀ委嘱すࠋࡿ顧問ࡣ会長ࡼ࠾び理事会のㅎ問に応ࠋࡿࡎ 

第 4章 総会 

第 10条 総会ࡣ年 1回ࠊ会長ࡀ招集すࠋࡿまた会長ࡣ必要ࡀあࢀばࠊ臨時に総会を招集すࡿこと࡛ࡀ

 ࠋࡿࡁ

 

第 11条 総会に࠾いてࠊࡣ次のことを行うࠋ 

1 会則の改正 

2 会務ࡼ࠾び事業報告 

3 決算の承認 

4 予算の決議 

5 役員の改選 

6 その他必要࡞事項 

 

第 12条 総会の議決ࠊࡣ多数決にࠋࡿࡼ 

第 5章 理事会等 

第 13条  評議員会ࠊ常任理事会ࡼ࠾び理事会ࠊࡣ会長ࡀ招集ࠊࡋ会務を議ࡋその運営に当たࠋࡿ 

第 6章 研究委員会 

第 14 条 本会に教科ࠕ情報ࠖの研究委員会を置くࠋ研究委員会ࠊࡣ教科ࠕ情報ࠖに関すࡿ研究調査を

行いࠊまた会員並びにその他研究団体との連絡提携に当たࠋࡿ 



第 7章 編集委員会 

第15条 本会事務局に編集委員会を置くࠋ編集委員ࡣ研究委員会２ࡾࡼ名ࡼ࠾び幹事ࡀこࢀに当たࠋࡿ 

 

第 16 条 編集委員会ࠊࡣ研究会誌ࠊ研究委員会の研究成果物の発行ࠊその他必要࡞情報の提供に当た

 ࠋࡿ

第 8章 会計 

第 17条 本会の経費ࠊࡣ埼玉県高等学校連合教育研究会の交付金ࡼ࠾び寄付金をもࡗて当てࠋࡿ 

 

第 18条 本会の会計年度ࠊࡣ毎年 4月 1日ࡾࡼ翌年 3月 31日ま࡛とすࠋࡿ 

 

附則 

本会則ࡣᖹ成㸯６年㸯月㸵日ࡾࡼ施行すࠋࡿ 

 



ᖹ成２２年度 高情研 理事・役員 
 
 

役員名 氏名 所属・職名 

顧問 神山 輝夫  

顧問 松村 秀  

顧問 舘 眞一  

会長 矢部 秀一 川越女子高等学校・校長 

副会長 勝又 健司 児玉白楊高等学校・教頭 

副会長 小出 和重 鳩ヶ谷高等学校・教頭 

監事 野島 一郎 上尾橘高等学校・校長 

監事 福本 彰 大宮中央高等学校・教頭 

幹事長㸦事務局㸧 鈴木 成 不動岡高等学校・教諭 

幹事㸦会計㸧 齋藤 実 大宮高等学校・教諭 

幹事㸦会計㸧 細沼 智之 羽生高等学校・教諭 

幹事㸦行事・Web担当㸧 岡村 起代之 浦和北高等学校・教諭 

幹事㸦研究会担当㸧 春日井 優 朝霞高等学校・教諭 

理事㸦東部㸧 田口 義弘 草加西高等学校・教諭 

理事㸦東部㸧 石井 政人 越ヶ谷高等学校・教諭 

理事㸦西部㸧 曽田 正彦 川越西高等学校・教諭 

理事㸦西部㸧 西澤 廣人 芸術総合高等学校・教諭 

理事㸦南部㸧 亀井 義弘 浦和北高等学校・教諭 

理事㸦南部㸧 八巻 富士男 大宮高等学校・教諭 

理事㸦北部㸧 坂本 修 深谷第一高等学校・教諭 

理事㸦北部㸧 柳澤 実 妻沼高等学校・教諭 



ᖹ成２２年度 埼高情研 高連研役員 

 

 

研究委員会 

役職 氏名 所属・学校名 

委員長 坂本 峰紹 新ᗙ柳瀬高等学校・教諭 

委員 伊藤 剛志 川口高等学校・教諭 

〃 岩本 ኴ一 戸田翔陽高等学校・教諭 

〃 沖田 敦志 所沢西高等学校・教諭 

〃 黒田 紀子 川口東高等学校・教諭 

〃 鶴見 美子 新ᗙ高等学校・教諭 

〃 長谷川 万希子 福岡高等学校・教諭 

 

理事 矢部 秀一 川越女子高等学校・校長 

評議員 

勝又 健司 児玉白楊高等学校・教頭 

小出 和重 鳩ヶ谷高等学校・教頭 

事務担当 

㸦○印会計㸧 

鈴木 成 不動岡高等学校・教諭 

○齋藤 実 大宮高等学校・教諭 

○細沼 智之 羽生高等学校・教諭 

岡村 起代之 浦和北高等学校・教諭 

春日井 優 朝霞高等学校・教諭 
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編集後記    埼玉県立妻沼高等学校 教諭 柳澤 実 

 

 埼玉県高等学校情報教育研究会ߩ会誌߽第7ภߩ発行

ߡ初ߪ全国大会ࠆߥߣ㧟回目ߢ今ᐕ度ޕߚߒまࠅߥߣ

関東以外ߩ石川県ߢ開催ࠇߐまޕߚߒ本会߽ߢ設立時ߦ

多方面ߦわߏߡߞߚ尽力くߚߞߐߛ矢部先生ࠍ会長ߦ

迎えޔ本当ߦ月日ߪߩߟߚߩ早い߽ߣߛߩ思わߦߔいࠄ

 ޕߚߒߢࠎߖまࠇ

ߚߒ発ߦࠕチュニジߢ時点ࠆいߡߒ編集ࠍ会誌ߩߎ 

政変ߪエジプߓߪࠍ࠻中東各国ߦ広ࠍࠅ߇見߅ߡߖ

ߩそޔߡߒߣࠆߖ任ߦ歴史家ߩ後世ߪ評価ߩそޕߔまࠅ

伝播ߪߦ Twitter ߿ Facebook ߩߤߥ新ߒいメࠕࠖ࠺

߽ߢ授業見学会ޕߔま߈聞߽ߣߚߞ߆߈存在߽大ߩ

Skype ࠍ利用ߚߒ授業ߩ提案߇あࠅまߥ߆ߥߪ⑳ޕߚߒ

ߦ授業ࠍい手法ߒ新ޔ߇ߔߢߩいߥߌいߡいߟߦ時流߆

取ࠅ入ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆࠇい߆今一度検討ߚߒいߣ思い

まޕߔ 

会誌発行ߦ際ߒまߏޔߡߒ多忙߆߆߽ߦわߕࠄ執筆ߒ

埼玉県教育局指ዉ部高校教育指ዉ課ߚߒま߈ߛߚいߡ

指ዉ主事荻原康之先生ޔ県立総合教育センタ指ዉ主事

須藤崇夫先生ޔߓߪࠍ多くߩ先生方ߦ感謝申ߒ上ࠆߍ

 ޕߔまߍ上ߒ厚く御礼申ߡߒࠅ借߅ࠍ場ߩߎޔߦ߽ߣߣ
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